
平成27年度指定
スーパーグローバルハイスクール

研究報告書・第５年次
令和２年3⽉

〜実践の共有と前進のために〜





 

   

本校は、昭和 42 年に普通科⾼校としてスタートして以来、先進的な教育を推進するよう努めるとともに、
国際教育と英語教育に⼒を注いでまいりました。創⽴以来の取組みは、平成２年における国際教養科２学級
の併置へとつながり、さらに平成 17 年には、国際⽂化科と総合科学科の⼆つの学科を設置する専⾨⾼校、現
在の国際・科学⾼校となりました。この改編を機に、本校は、次の新たな指導法の研究開発に取り組むこと
としました。 

・ より⾼い⽔準の国際教育と英語教育を⾏うための指導法 
・ 総合科学科における効果的な指導法 
・ ⽂・理両⽅の⾼い学⼒を育成するとともに、それぞれの学科の専⾨性を⾼めるための指導法 
そして、これまでの指導法を改良するとともに、スーパーサイエンスハイスクール（第１期、第２期）をは

じめ、国・府の研究指定等の活⽤を図ってまいりました。 

平成 27 年からは、スーパーグローバルハイスクールの研究指定を受けました。将来のグローバル・リーダ
ーを育成するため、次の教育課程・指導法を開発することとしました。 

・ 課題研究の研究領域として国連グローバル・コンパクトを取り上げるとともに、ステークホルダーがＷ
in-Ｗin の関係となるよう柔軟かつ創造的な提案を⾏える⼒を育むための教育課程 

・ ⾼い社会貢献意識と⾼いレベルのコミュニケーション・ツールとしての英語⼒を向上させるための指導
法 

本校は、課題研究の質を⾼めるための⼿法として、国連グローバル・コンパクトに参画する企業と NGO そ
れぞれの視点と取組みの⽐較、及び、⽇⽶の⽐較という枠組みを設定するとともに、課題研究の導⼊・展開・
まとめの各段階において、連携機関より具体的な指導・助⾔を受けられるよう⼯夫しました。また、国内外
における研修の質が段階的に向上するよう計画を⽴てました。 

指定最終年次の今年度は、過去４年間の経験の上に⽴ち、１・２年次の課題研究の指導法についてさらなる
質の向上と協⼒機関との連携の充実を図りました。⼀昨年会員となった国連グローバル・コンパクト・ネッ
トワーク・ジャパンでは関⻄分科会に所属し、最新の情勢について学習すると共に、連携していただく企業
も広がりました。コリア国際学園との連携では⽣徒同⼠のつながりから「哲学カフェ」を本校で共催するこ
とになりました。科学教育の分野で連携実績のある台湾国⽴中科実験⾼級中学とは英語教育分野での連携の
検討を始めました。 

また、卒業⽣に対しての追跡調査を継続して実施するとともに、SGH 実践報告会を開催しました。追跡調
査では、⾼校時代の研究とその発表が⼤学での学習に役⽴っていること、また⼤学での専攻の選択に少なか
らず影響していることが覗えました。SGH実践報告会の午前には⽣徒の研究発表会を、報告会後には教員対
象公開勉強会を企画しました。これには⼤阪府⽴⾼校のほか、府外の⽅を合わせて 31 名の参加がありまし
た。勉強会は SDGｓの 17 の⽬標と各教科のかかわりを⾒える化することで、全教員に SDGｓを浸透させて
いった滋賀県の学校の取組みを学びました。これからの課題研究、ひいては全教科の授業の在り⽅に貴重な
⽰唆を与える研修になりました。 

本報告には、これらの記録、及び、本年度の取組みのアウトプット・アウトカムを収めております。多くの
皆さま⽅にご⼀読いただき、忌憚のないご批判・ご意⾒をいただければ幸甚に存じます。 

最後になりましたが、本校の取組みを⽀えていただいている運営指導委員の皆さま、課題研究の質の向上の
ため多⼤なご⽀援をいただいている⼤阪⼤学及び関⻄学院⼤学の先⽣⽅と事務局の皆さま、国連グローバル・
コンパクトネットワーク・ジャパン、Anti-Defamation League、アジア太平洋⼈権情報センター、⼤阪中⼩
企業家同友会の皆さま、そして、Tanya Odomさん、Eva Vegaさんに対し、⼼よりお礼申し上げます。 

本校としましては、多くの⽅々のご批判・ご意⾒を真摯に受けとめ、⽣徒が⾼い志を胸に⽂・理両⽅の学⼒
と専⾨性を⾼め、時代を切り拓くグローバル・リーダーへと⽻ばたいてくれるよう、引き続き全⼒で取り組
んでまいります。 

令和２年３⽉ 
⼤阪府⽴千⾥⾼等学校 
校⻑ 天野 誠 
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ഥਮ੪年 7月 29 日〜31 日 
・地੪大ଚにある国੠ਖ਻をੴるため、とよな
か国੠ઐ૴ੈ会・コリア国੠৾ୱ・大ଚ⑞਽モ
スクを௰ਖし、おਵをうかがいました。৸体を
ฮくテーマとして国੠人ਥについて৾ಆし、
ਈ後にグローバルリーダーが੅つべき資ସと
は୦かをઅえました。 
 

・੕合的なർ஢の時間の౸業です。国੠的なୖ
਻と日ଞ生ણとのつながりをੴり、２年での
『ർ஢』につなげます。 
・後਋には、ゲスト൥పをおഃきし、地੪大ଚ、
ਧპਆ地યの大ਞළഉਖ਻はいかにੰ決され
てきたのかをງஂしていただきました。 
 

・後਋の੕合的なർ஢の時間をਹ用し、ୖ ਻ଢ଼
஢の੦ຊを৾んでいます。２分સした૘人ਯ
クラスで、ౝ１回 2時間連ਢで行います。 

・৾ૅ੿ਛのテキストをઞい、資મのഭ਄り・
ਔ見の発਀・૛理ਙಉについて৾び、ીೕには
ディベートを行いました。 

 

ഥਮ੪年７月 9日 
『୔民の生ણからઅえる“ુに生きる”という
こと』ザンビアの୔民キャンプでの๲・୫・ક
の્ඉ、ୢ ௜のਠ૾、人々の஘子を、そののち、
保૧されたあとの୔民のਥਹ（્に୎৿、೜ક、
ௌ௮のਥਹ）が਑଒されていることについてお
ਵいただきました。 
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(6) ௘೬み੫業௰ਖଢ଼ఊ ........................................................... 74 

 

 

 

 

 

(7) ਲਗଢ଼ఊ：ニューヨークでダイバーシティーへの対ૢを৾ぶ ........ 77 

 

 

 

 

 

(8) ৾ಆਛટ発਀会「૸౔フェスタ」 ................................................. 82 

 

 

 

 

 

(9) ３年ઃの੐଑：ஶୁ৭උఐ৯『トピック・スタディズ』 .............. 84 

 

 

 

 

 

ഥਮ੪年 10 月 4 日, 7 日 
・਴日で౸業がない２日間の௘೬みをਹ৷し、
੫業の社会的ிભ(CSR)ಉについて఻৬的な
਄ੌ・৽ୡから৾ぶため、1,2 年生 63 ੡が大
ଚ・਎੃・ௗಛにある 8 ੫業を௰ਖしました。 

・੕合的な৾ಆの時間をਹ৷し、ୖ਻ଢ଼஢に
਄りੌみます。12 の൥ౠに分かれ、自分でਝ
定したテーマについて１年間ଢ଼஢します。グ
ループまたは଻人でଢ଼஢をਤめ、10 月に中間
発਀会、２月にਈી発਀会を行い、まとめた
૛ધを２月ଜに઀出しました。 

 

ഥਮ２年 2 月 6 日〜8 日 
・２年生૏৾ఐのୖ਻ଢ଼஢を中ੱに、ఠ௫・
ർ஢੦ຊ・ஶୁディベート・ਲਗଢ଼ఊಉの৾
ಆਛટを発਀します。２年生は৸৩が発਀を
行います。ୖ਻ଢ଼஢の৻਀発਀では、੫業や
大৾のかたからଢ଼஢のਔଝや਋ୄについてコ
メントをいただきました。 

・このఐ৯は、国੠ધ৲ఐ৸৩が３年間をৢし
て৾ぶ『グローバル・コミュニケーション』に
ਸえ、さらに高いレベルのஶୁઈ৷ચ力を୘ਛ
することを৯的に、৭උఐ৯として৫൥してい
ます。グローバルなୖ਻についてஶୁで৾び、
৹べ、ਔ見を஽べます。ીೕにはெᇍ国৴ણ৿
を行います。 

 

ഥਮ２年１月 1 日〜6 日 
・アメリカはどのように੗஘ਙ・ု見・ુோの
ਖ਻に਱き合っているのか。グローバルリーダ
ーにਂ૭ಳなこのୖ਻をテーマに、国৴・৾ ・ૅ
民間੮৬ಉでણඩする人々からણ৿の内ઍと
ઓいをୂきました。また೗੟ைを௰れ୎民のഄ
ఴを৾ಆしました。 
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1. ଢ଼஢৫৅౥വਾઔછ 

 

㸦別⣬ᵝᘧ㸱㸧 
 

令࿴㸰ᖺ㸱᭶ 31᪥  
 
 

研究開発完了報告書 
 
 
ᩥ㒊⛉Ꮫ┬初➼中➼ᩍ⫱ᒁ㛗 Ẋ 

 
 

住ᡤ    ኱㜰ᕷ中ኸ༊኱ᡭ前㸰丁┠ 
⟶⌮ᶵ㛵ྡ ኱㜰ᗓᩍ⫱ጤဨ会 
代⾲⪅ྡ   ᩍ⫱㛗  㓇井 㶾⾜  ༳ 

 
 
令࿴元ᖺᗘスーパーグローバルハイスクールに係る◊✲㛤Ⓨ᏶了ሗ࿌᭩を下グによりᥦ出しま

す。 
 
 

グ 

 
㸯 事ᴗの実᪋ᮇ㛫 

ᖹᡂ 31 ᖺ㸲᭶㸯᪥㸦ዎ⣙⥾⤖᪥㸧㹼令࿴㸰ᖺ㸱᭶ 31᪥ 

 
㸰 ᣦ定ᰯ名 

Ꮫᰯྡ ኱㜰ᗓ❧༓㔛㧗➼Ꮫᰯ 
Ꮫᰯ㛗ྡ ኳ㔝 ㄔ 

 
㸱 ◊✲㛤Ⓨ名 

グローバル・マネージメント力を備えたリーダーの⫱ᡂィ⏬ 
 
㸲 ◊✲㛤Ⓨᴫせ 

以下の内ᐜにὀ力しᡂᯝを上げた。 

【ㄢ㢟◊✲とⓎ⾲の㉁を㧗めるためのᣦᑟἲの◊✲㛤Ⓨ】①ከゅⓗ᳨ウ・ᅜ㝿ẚ㍑を᥎ዡ、

それぞれ㸳割、㸲割の◊✲が᥇り入れた。②⌧ሙとの㐃ᦠを᥎ዡ・ᨭ᥼し、㸱割の◊✲にお

いてᰯእのᶵ㛵・企ᴗや一⯡♫会人にᑐするྲྀᮦが⾜われた。③ᩍဨ㛫の㐃ᦠをᙉめるため

に、ホ価ᣦᶆに加えて᫬ᮇごとのᣦᑟのポイントをᩥ᭩໬しᡴྜせにά⏝するとともに、ሗ

࿌会およびᑓ⏝サイトで他ᰯᩍဨに公㛤した。④ᩥ⌮⼥ྜの➨一Ṍとして⎔ቃをテーマにᰯ

内ᅜ㝿シンポジウムを㛤催した。 

【኱Ꮫ➼との㐃ᦠ】ྎ‴ᅜ❧中⛉ᐇ㦂㧗⣭中Ꮫと共ྠᤵᴗの企⏬を㐍め、➨一Ṍとしてビデ

オを⏝いたⱥㄒディベートをᐇ⌧させた。ᮏᰯ㸰ᖺ⏕ 160人がཧ加した。 

【ᡂᯝの㑏元・ᬑཬ】᪂たにᅜ㝿シンポジウムとㄢ㢟◊✲中㛫Ⓨ⾲会を他ᰯᩍဨ➼に公㛤し

た。また、ㄢ㢟◊✲のᖺᗘᮎⓎ⾲会、SGH ᐇ㊶ሗ࿌会とともにᩍဨᑐ㇟ຮᙉ会を公㛤し、20

ᰯ 31ྡのཧ加をᚓた。 
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1. ଢ଼஢৫৅౥വਾઔછ 

 

㸳 ⟶⌮ᶵ㛵の取⤌・ᨭ᥼実⦼  
䠄䠍䠅実施日程 

業務項目 実施日程 
 
 
①英語教育支援 
②海外研修支援 
③連携大学䛻䜘䜛生徒䛾

伸長䛾検証 
④運営指導委員会 
ᬉ成果䛾還元普及 
ᬊ指導助言 

4᭶ 5᭶ 6᭶ 7᭶ 8᭶ 9᭶ 10᭶ 11᭶ 12 ᭶ 1᭶ 2᭶ 3᭶ 

 

  
 

      

 

 

 
䠄䠎䠅実績䛾説明 

①ⱥㄒᩍ⫱ᨭ᥼ 

ⱥㄒネイティブㅮᖌを」ᩘྡ㓄⨨し、ⱥㄒᩍ⫱をᨭ᥼ 

②㐃ᦠ኱Ꮫによる⏕ᚐの伸㛗の᳨ド 

㛵すᏛ㝔኱Ꮫによる「SGH⏕ᚐのᡂ㛗の᳨ドཬびグローバル人ᮦとしての㈨㉁の᳨ド」のㄪᰝ

◊✲をᐇ᪋。┦ᑐⓗホ価の᳨ドのみでなく、ᙧᡂⓗホ価を㔜どし、SGH⏕ᚐのᚿྥᛶ、価値ほ、

▱㆑、㐙⾜力➼の ᐃホ価をヨみている。 

③㐠Ⴀᣦᑟጤဨ会 

㸰ᅇ㸦10/16㸪㸰/7㸧ᐇ᪋。ᡂᯝⓎ⾲会とྠ᪥ᐇ᪋とし、⏕ᚐへのᣦᑟ助ゝをྵめ、ᣦᑟのᅾ

り᪉についての༠㆟を⾜った。ヲ⣽は以下の㏻り。 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸久  㝯ᾈ  ㏆␥኱Ꮫ⥲ྜ♫会Ꮫ㒊 ᩍᤵ 

   ⸨ᮏ ⱥᏊ  京㒔ᕷ❧ⱁ⾡኱Ꮫ⨾⾡Ꮫ㒊 ᩍᤵ 

   ⩚㛫 功  ྿⏣ᕷ❧㧗㔝ྎ中Ꮫᰯ ᰯ㛗 

   ⸨⦖ ┿ᩗ  ኱㜰ᗓᩍ⫱センター ᣦᑟ主事 

   ᒣཱྀ ຾久  ኱㜰ᗓᩍ⫱センター ᣦᑟ主事 

➨㸯ᅇ㐠Ⴀᣦᑟጤဨ会 ༠㆟内ᐜ  ᪊㸸ᰯ㛗ᐊ 

○ᅜ㝿シンポジウムについて 

x Ⓨ⾲のフレームができているところがⰋい。 

○ㄢ㢟◊✲『᥈✲』中㛫Ⓨ⾲/ㄢ㢟◊✲のᣦᑟについて 

x コメンテーターのᣦ᦬はもっともだとឤじることがከくあり、᭷ព⩏だ。 

x センシティブなၥ㢟をᢅうものもありテーマのከᵝᛶがឤじられる。 

x ⌧ሙឤぬからするとᐇឤなくやっているようにᫎる。⏕のኌを⪺くことが㔜せである。ᅜ㝿

ⓗなၥ㢟をᢅう᫬、ネットからᚓられる᝟ሗだけでは㝈⏺がある。そのためには「᪥ᮏをタ

ーゲットにしつつᅜ㝿ⓗほⅬも入れる」という◊✲の㐍め᪉がⰋい。 

x テーマについては㸪⮬分がዲきだからこそ、その◊✲にᡴち㎸めるはずだ。ᮏᙜは⮬分は何

がዲきなのかを⪃えるᶵ会をᣢち、それにᚑってືくのがⰋい。 

x 先⏕がᣦᑟをᢪえ㎸むとしんどくなる。᝟ሗだけでなくᣦᑟについてもእ㒊の༠力をồめる

とⰋい。 

➨㸰ᅇ㐠Ⴀᣦᑟጤဨ会 ༠㆟内ᐜ  ᪊㸸ᰯ㛗ᐊ 

x 前ᖺᗘのホ価にᇶづいてḟのステップに㐍むという PDCAのᡭ㡰が㋃めている。 
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1. ଢ଼஢৫৅౥വਾઔછ 

 

x ⌧ሙを体㦂してⓎ⾲している⏕ᚐがቑえているのがよい。⌧ሙに⾜ってឤじるということを

⩦័໬すると、ᡂᯝが全く㐪ってくる。 

x ㏣㊧ㄪᰝを⥆けているのがよい。「᥈✲」をやったことが、どのように今の仕事やᏛ⩦につ

ながっているかをᘬき出して、ḟへつなげていってほしい。 

○助ゝ 

x スライドによるプレゼンテーションの㉁について㸸ᩥᏐだけのⓎ⾲もある。ビジュアルにッ

える㠃ⓑさも体㦂させるとよい。 

x ㏣㊧ㄪᰝに㛵㐃して㸸⏕ᚐにとって「ちょっと先㍮」の人たちが༓㔛でᏛんだあと♫会に出

て、このようにά㌍しているということを⪺くことで、モチベーションの上がり᪉が㐪うは

ず。「㏆い先㍮」にリアルに会ってヰを⪺くことでᏛ⩦ពḧを㧗めてḧしい。 

x ⤖ㄽのᙅさについて㸸「Ꮫ⩦ពḧ」や「クラウドファンディング」についてのⓎ⾲は、㧗ᰯ

⏕に何ができるのか、というところをⴠとしどころにしていたのでよかった。ㄪべたことを

ㄡに伝えたいのかが᫂☜なⓎ⾲であるべき。 

x ᑠᏛ⏕などのᏊどもたちにྥけて、⮬分たちの◊✲をわかりやすいゝⴥで伝えることも㠃ⓑ

いかもしれない。 

x 「ዪᛶの働き᪉」と「ジェンダーの◊✲」など、ẚ㍑ⓗ㏆いテーマの⏕ᚐたちでディベート

やヰしྜいをすることで㸪何か῝まりがあるのではないか。 

x 個人でᾏእへ出てボランティアなどのάືができるチャンスもቑえている。他にも、኱㜰ᗓ

内の኱Ꮫが加┕する「኱Ꮫコンソーシアム኱㜰」が令࿴㸰ᖺᗘのኟ休みに、኱Ꮫの先⏕が中

Ꮫ⏕・㧗ᰯ⏕のためのサマースクールを㛤く予ᐃである。 

x ᆅᇦのᕷẸ公┈άືセンターなど、ボランティアᅋ体や NPOをうまく⏕ᚐに⤂介していくこ

とで、ᩍဨのᣦᑟも㞳れてよいのではないか。 

 

⑤ᡂᯝのᬑཬ㑏元 

SGHᣦᐃᰯとྠᵝにㄢ㢟◊✲にྲྀり⤌む㧗ᰯや、グローバル人ᮦ⫱ᡂやᾏእ㐍Ꮫに㛵ᚰの㧗い

㧗ᰯを中ᚰに、SGHに係るάື≧ἣや᝟ሗをⓎ信した。 

 

⑥ᣦᑟ助ゝ 

ᢸᙜㄢの」ᩘのᣦᑟ主事が、ᤵᴗや◊✲ᐇ㊶への㛵わり、また、ḟᖺᗘのィ⏬の作ᡂ、ሗ࿌

᭩作ᡂなど、ᣦᑟ助ゝを㏻ᖺにわたって⾜った。 

 
㸴 ◊✲㛤Ⓨの実⦼ 
㸦㸯㸧ᐇ᪋᪥⛬ 

ᴗົ㡯┠ ᐇ᪋ᮇ㛫 
㸲᭶ 㸳᭶ 㸴᭶ 㸵᭶ 㸶᭶ 㸷᭶ 10᭶ 11᭶ 12᭶ 1᭶ 㸰᭶ 㸱᭶ 

①ㄢ㢟◊✲とⓎ⾲の㉁を㧗めるためのᣦ
ᑟἲの◊✲㛤Ⓨ 

            

②኱Ꮫ➼እ㒊ᶵ㛵➼との㐃ᦠの᥎㐍             
③Ꮫᰯタᐃ⛉┠ GS、TSのᣦᑟἲ、ཬび
グローバルㄢ㢟のᑟ入᪉ἲの◊✲㛤Ⓨ 

    
         

④ᅜ㝿ᛶとコミュニケーション・ツール
としてのⱥㄒ力をྥ上させるྲྀ⤌み 

            

⑤ᡂᯝの㑏元・ᬑཬ             
⑥主体ⓗ・༠働ⓗなᏛびをᐇ⌧するᤵᴗ
の◊✲ 

            

⑦事ᴗホ価とሗ࿌᭩作ᡂ             
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1. ଢ଼஢৫৅౥വਾઔછ 

 

㸦㸰㸧ᐇ⦼のㄝ᫂ 
①ㄢ㢟◊✲とⓎ⾲の㉁を㧗めるためのᣦᑟἲの◊✲㛤Ⓨ 
1)㸯ᖺḟのㄢ㢟◊✲に㛵わるᣦᑟ•ᨭ᥼ ※ヲ⣽は㸦⾲㸯㸧にグ㍕ 

《ᣦᑟのᴫせ》 
㸰ᖺḟのㄢ㢟◊✲のためのᇶ♏づくりという位⨨づけで、ᅜ㝿ၥ㢟の◊✲⪅によるㅮ

₇・ᆅ元にあるᅜ㝿を▱るためのフィールドワーク・企ᴗゼၥ◊修・ᰯ内ᅜ㝿シンポジ

ウムのཧほ・㸰ᖺ⏕の◊✲へのコメント・⥲ྜⓗな᥈✲の᫬㛫を使ったᤵᴗ「ᅜ㝿⌮

ゎ」と「᥈✲ᇶ♏」を⾜なった。Ꮫᖺの⤊わりには、㸯ᖺ㛫のᏛ⩦を᣺り㏉り、㸰ᖺで

のㄢ㢟◊✲で㏣ồしたいテーマのᥦ出をồめた。 

《ᣦᑟ体制》 
「ᅜ㝿⌮ゎ」は㏻ᖺ㐌㸯ᅇ㸰コマ 20人㸯クラスのᤵᴗで㸪㸲クラスをᆅṔ公Ẹ⛉のᩍ

ဨ㸰人がᢸᙜした。「᥈✲ᇶ♏」はᚋᮇ㐌㸯ᅇ㸰コマ㐃⥆ 20 人㸯クラスのᤵᴗで、㸶

グループをᅜㄒ・♫会・ⱥㄒ⛉のᩍဨ 7ྡがᢸᙜした。この他の◊修はᅜ㝿⛉Ꮫᩍ⫱㒊

のᩍဨがᢸᙜした。 

2)㸰ᖺḟのㄢ㢟◊✲に㛵わるᣦᑟ•ᨭ᥼ ※ヲ⣽は㸦⾲㸰㸧にグ㍕ 

《ᣦᑟのᴫせ》 
⥲ྜⓗな᥈✲の᫬㛫を使ったᤵᴗ「᥈✲」を㍈に、◊✲に㛵㐃した企ᴗのྲྀ⤌みをྲྀᮦ

する◊修・ㅮᗙ代⾲による中㛫Ⓨ⾲会とᅜ㝿シンポジウム・኱Ꮫ㝔⏕➼によるㄽᩥの個

別ᣦᑟ・オーストラリアへの◊修᪑⾜㸦全ဨཧ加㸧と⡿ᅜニューヨークでのከᵝᛶへの

ᑐᛂをᏛぶ◊修㸦ᕼᮃ⪅から 10人を㑅⪃㸧をά⏝したྲྀᮦ・ᏛᖺᮎⓎ⾲会での全ဨに

よるཱྀ㢌Ⓨ⾲を⤌みྜわせてᐇ᪋した。 

なお、中㛫Ⓨ⾲会・ᏛᖺᮎⓎ⾲会での代⾲Ⓨ⾲にᑐしては、ከᩥ໬共⏕や♫会ㄢ㢟のゎ

Ỵをᑓ㛛にしておられる኱Ꮫᩍᤵおよび企ᴗの CSR 㒊㛛のᢸᙜ⪅をᣍいてそれぞれの❧

ሙから◊✲のព⩏のᣦ᦬とさらに῝めるための助ゝを㏙べていただき、他の⏕ᚐもᣦ

᦬・助ゝを⪺いてᏛべるようにした。 

⏕ᚐたちは何ᗘか中㛫ⓗなレポートをᥦ出し、ㅮᗙᢸᙜᩍဨと኱Ꮫ㝔⏕からフィードバ

ックをཷけた。また、ㅮᗙ内Ⓨ⾲会では他の⏕ᚐからのフィードバックをཷけた。これ

らを⏕かしながら◊✲を㐍め、᭱⤊ⓗには༢⊂◊✲のሙྜ 4000 Ꮠ、共ྠ◊✲のሙྜは

7000Ꮠのㄽᩥにまとめてᥦ出した。 

《ᣦᑟ体制》 
「᥈✲」は㏻ᖺ㐌㸯ᅇ㸰コマ㐃⥆ 13㹼14人㸯グループのᤵᴗで、12 ㅮᗙをᅜㄒ・♫

会・ⱥㄒ⛉のᩍဨ㸷ྡがᢸᙜした。この他の◊修はᅜ㝿⛉Ꮫᩍ⫱㒊のᩍဨがᢸᙜした。 

《Ꮫᖺᙜ初のᣦᑟのᨵၿ》 
今ᖺᗘは㸯ᖺḟの⤊わりに⏕ᚐからᥦ出された「◊✲テーマとそれに㛵㐃した SDGsの

␒ྕ」にᇶづいてㅮᗙ⦅ᡂを⾜なった。⏕ᚐの⯆࿡と㸯ᖺḟからの⥅⥆ᛶをよりᑛ㔜し

たᯟ⤌みを⏝ពすることが┠ⓗである。 
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1. ଢ଼஢৫৅౥വਾઔછ 

 

᫖ᖺまでは、あらかじめテーマ㸦人ᶒ・ປ働・⎔ቃ・グローバリゼーション・ᩍ⫱㸧を

タᐃし、どのㅮᗙをᕼᮃするかを⏕ᚐにᑜねてㄪᩚしていた。そのため、➨㸯ᕼᮃ以እ

のㅮᗙに㓄ᒓされることもあった。 

◊✲テーマが、㏵中で修ṇされることはあるものの、Ꮫᖺᙜ初に᫂☜になっているメリ

ットは኱きい。例えば、グローバリゼーションのᐃ⩏やၥ㢟Ⅼといったᑟ入からጞめる

のではなく、◊✲したいテーマやືᶵの交ὶからᤵᴗをጞめることができた。 

また、「まず㛵㐃ᅗ᭩を᥈してㄞむάືからጞめる」という᫖ᖺからのᣦᑟも⥅⥆し

た。 

《እ㒊ᶵ㛵や「♫会ㄢ㢟の⌧ሙ」への᥋⥆のᣑ኱》 
㐠Ⴀᣦᑟጤဨからの助ゝや他ᰯのᐇ㊶のぢᏛから、◊✲の㉁を㧗めるためには「⌧ሙ」

を▱ることの㔜せᛶをឤじていた。そのため、今ᖺᗘは全ㅮᗙで⤫一してインタビュー

やアンケート➼の⊂⮬ㄪᰝをᙉく᥎ዡすることにした。 

その⤖ᯝ、㸱割の◊✲で⊂⮬ㄪᰝが⾜われた。ᚑ᮶とは␗なり、ᰯእの NGO・企ᴗ・ᩍ

⫱ጤဨ会・一⯡♫会人・㧗ᰯ⏕をᑐ㇟としたㄪᰝがᩘከく㸦33 件中 27件㸧⾜われた。 

また、NGO とつながったことにより᥈✲άືの一⎔として㸪ᰯ内で⏕ᚐのᡭにより

Table For Twoとフードドライブの♫会άືイベントがᐇ᪋された。 

※Table for Two㸸 TABLE FOR TWO International という NPOのྲྀ⤌み。このᅋ体が仲❧ちして㸪メ

ニューの 20円分が㛤Ⓨ㏵上ᅜのᏊどもたちの⤥㣗㸯㣗にኚわる。 

※フードドライブ㸸ᐙᗞで余っている㣗べ≀をᏛᰯや⫋ሙにᣢちᐤり㸪フードバンクᅋ体にᐤ付す

るάື。㞟められた㣗ရは、フードバンクάືを⾜う NPOᅋ体に㏦られ㸪⤒῭ⓗᅔ❓により‶㊊に

㣗事をとることができない人に㏦られる。 

3)ㄢ㢟◊✲のᣦᑟἲ➼についての◊修 ※ヲ⣽は㸦⾲㸱㸧にグ㍕ 

ᣦᑟᩍဨの◊修として、ᣦᑟἲに㛵するセミナー・⏕ᚐの◊✲Ⓨ⾲会・他ᰯによるᐇ㊶

Ⓨ⾲会・SDGs に㛵わるᅜ内እの᝟ໃに㛵するセミナーにᩍဨをὴ㐵した。 

また、SDGs を㍈にᰯ内のㅖάືを⤖びつけることにより ESD をᏛᰯ全体で㐍めている

㸦ホールスクールアプローチの㸧先㐍事例をᏛぶຮᙉ会を㛤催した。このຮᙉ会は他ᰯ

ᩍဨにも公㛤した。他ᰯᩍဨからは「ḟᖺᗘもཧ加したい」とのኌがᐤせられた。 

12



1. ଢ଼஢৫৅౥വਾઔછ 

 

⾲ 1 「᥈✲基♏」(1年ḟのㄢ㢟◊✲)に㛵わるᣦ導•ᨭ᥼ 

実᪋᪥ 対㇟ 取⤌㡯┠名と内容 㐃ᦠᶵ㛵・ㅮ師➼ 備⪃ 

7/9 

 

ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸯ᖺ⏕全ဨ 

(160ྡ) 

ᅜ㝿ᩥ໬⛉ㅮ₇会 

『㞴Ẹの⏕άから⪃える“共に⏕きる”という
こと』 

・⏣中⩧Ặ㸦኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ
㝔 ᅜ㝿公共ᨻ⟇◊✲⛉ẚ
㍑公共ᨻ⟇ᑓᨷ༤ኈᚋᮇㄢ
⛬㸰ᖺ㸧 

ど⫈ぬᐊ
にて 

全ဨで 

7/29 

7/30 

7/31 

 

 

 

ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸯ᖺᕼᮃ⪅ 

(㸱᪥㛫で 

ᘏ 39 ྡ) 

ኟᏘ Glocal フィールドワーク◊修 

㸯᪥め・会ሙ㸸とよなかᅜ㝿交ὶ༠会 

・プログラムのㄝ᫂とアイスブレーキング 

・ㅮ⩏㸤グループウ㆟「ᅜ㝿人ᶒとは㸽」  

・ㅮ⩏㸤ワークショップ「ᅾ᪥እᅜ人の⌧≧と
とよなかᅜ㝿交ὶ༠会のάື」 

・交ὶ「እᅜにルーツのあるⱝ⪅のኌを⪺く」 

・ᮔྩឡẶ(ヒューライツ኱
㜰上ᖍ◊✲ဨ) 

・▼⏣みどりẶ㸦ヒューラ
イツ኱㜰企⏬⫋㸧 

・とよなかᅜ㝿交ὶ༠会ス
タッフ 

・ペルー出㌟の኱Ꮫ⏕ボラ
ンティアスタッフ 

交㏻㈝を
⿵助 

㸰᪥め 

①会ሙ㸸コリアᅜ㝿Ꮫᅬ㸦KIS㸧 

・ㅮ⩏「イスラームのᇶ♏▱㆑と᪥ᮏᅾ住のイ
スラムᩍᚐの⏕ά」 

②会ሙ㸸኱㜰Ⲉᮌモスク 

・ㅮ⩏「イスラムᩍと኱㜰Ⲉᮌモスク」 

③会ሙ㸸KIS 

・ሗ࿌「KIS ⤂介・༓㔛㧗ᰯとの交ὶ」 

・交ὶ「ဴᏛカフェ体㦂」 

・▼⏣みどりẶ 

①ᒣ᰿⤮⨾Ặ(とよなかᅜ㝿
交ὶ༠会⫋ဨ) 

②኱㜰Ⲉᮌモスクのイマー
ム㸪ᡭ伝いに᮶てくださっ
た信⪅㸯人 

③コリアᅜ㝿Ꮫᅬᅾᰯ⏕と
༓㔛㧗ᰯ㸱ᖺ⏕・佐⸨Ⱗ優
Ꮚさん(KIS༞ᴗ⏕) 

㸱᪥め・会ሙ㸸ᮏᰯᅗ᭩ᐊ 

・ワークショップ「ከᩥ໬共⏕♫会をめざして〜
ྠじをこえて ከᵝᛶとᕪ別〜」  

・ワーク「ᅜ㝿♫会の一ဨになるとは㸽」 

・ウㄽとⓎ⾲「ᅜ㝿ⓗリーダーとは㸽」  

・レポート作ᡂ㸦クラスでのሗ࿌⏝㸧 

 んみẶ(NPO ἲ人ࡱᮤ・

KARALIN)  

・ᮔྩឡẶ 

 

10/4 

10/7 

㸯、㸰ᖺᕼ
ᮃ⪅ 

(㸯ᖺ 25 ྡ) 

⛅休み企ᴗゼၥ◊修 

グローバルㄢ㢟にྲྀり⤌む企ᴗをゼၥし、Ꮫ
⩦・インタビューする 

・人ᶒ・⎔ቃ・ປ働にྲྀ⤌
む GCNJ㛵す分⛉会の企ᴗ
➼㸶♫ 

交㏻㈝⿵
助 

10/ 

上᪪ 

ᚋᮇ⛉┠・ㄢ㢟◊✲「᥈✲ᇶ♏」㛤ጞ 

・ᅜ㝿ᩥ໬⛉㸯ᖺ⏕全ဨᑐ㇟に、⊂⮬テキストにᇶづき、グループワークを中ᚰに⾜うᤵᴗ。᝟ሗ
཰㞟と㈨ᩱのㄞྲྀり㸪ពぢのᩚ⌮とⓎ⾲を༠働で⾜うᢏ⬟をྥ上させる。 

10/16 ᅜ㝿ᩥ໬
⛉・⥲ྜ⛉
Ꮫ⛉の 

㸯、㸰ᖺ⏕ 

(596ྡ) 

ᅜ㝿シンポジウム 

分㞳⼥ྜをめざし、両Ꮫ⛉ྜྠで㛤催。ᾏእ㐃
ᦠᰯの⏕ᚐとᅾᏛ中の␃Ꮫ⏕もཧ加して⎔ቃを
テーマにⱥㄒでⓎ⾲を交ὶする。 

ㄢ㢟◊✲中㛫Ⓨ⾲会 

12 ㅮᗙの代⾲がⓎ⾲。኱Ꮫと企ᴗからコメンテ
ーターをᣍきⓎ⾲・コメントを共᭷する。 

・久㝯ᾈẶ㸦㏆␥኱Ꮫ⥲ྜ
♫会Ꮫ㒊⎔ቃ・まちづくり
⣔ᑓᨷᩍᤵ㸧 

・ᇽ⬥ᬛᏊẶ㸦中す㔠ᒓᕤ
ᴗᰴᘧ会♫ CSR ⤫ᣓ㒊㸧 

ᮏᰯ 

ど⫈ぬᐊ
にて 

全ဨで 

11/5 

11/6 

ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸯ᖺ㸲クラ
ス(160ྡ) 

「ᅜ㝿⌮ゎ」≉別ᤵᴗ 

「ㄢ㢟ゎỴ力をどう⫱むか 㹼公ᐖの事例から
⪃える㹼㸺ᚋ⦅㸼」㸦㸺前⦅㸼のロールプレイ
をྵむᤵᴗはᮏᰯᩍဨがᐇ᪋した。㸧 

・ᰩᮏ▱ᏊẶ㸦公┈㈈ᅋἲ
人公ᐖᆅᇦ再⏕センター 

◊✲ဨ㸧 

ᅗ᭩ᐊに
てクラス
༢位で 

10 ᭶ 

下᪪ 

ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸯ᖺ全ဨ 

160ྡ 

Report to Report 

㸰ᖺ⏕が᭩いたㄢ㢟◊✲の中㛫レポートをㄞん
でそれにᑐするレポートをᥦ出する。 

  

2/6 

2/7 

2/8 

ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸯ᖺ⏕ 

㸦160 ྡ㸧 

ᇶㄪㅮ₇は 

両Ꮫ⛉ 

㸯、㸰ᖺ⏕ 

640ྡྜྠ 

Ꮫ⩦ᡂᯝⓎ⾲会「༓㔛フェスタ」 

①ᇶㄪㅮ₇『ᆅ⌫ ᬮ໬のこれまでとこれか
ら』 

②「ᅜ㝿⌮ゎ」≉別ᤵᴗ㸦ᅜ㝿ၥ㢟に㛵するㄢ
㢟◊✲へのㄏい㸧 

③「᥈✲ᇶ♏」代⾲グループが᪥ᮏㄒディベー
トを公㛤、また全グループが⫯ᐃ側・ྰᐃ側
ពぢを㋃まえた「➨㸱のアイデア」をポスタ
ーⓎ⾲する。 

 

①ᴋ⏣㞞⣖Ặ㸦኱㜰⟶༊Ẽ
㇟ྎẼ㇟㜵⅏㒊ᆅ⌫⎔ቃᾏ
ὒㄢᆅ⌫ ᬮ໬᝟ሗᐁ㸧 
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1. ଢ଼஢৫৅౥വਾઔછ 

 

⾲ 2 「᥈✲」(2 年ḟのㄢ㢟◊✲)に㛵わるᣦ導•ᨭ᥼ 

実᪋᪥ 対㇟ 取⤌㡯┠名と内容 㐃ᦠᶵ㛵・ㅮ師➼ 備⪃ 

4 ᭶ ㄢ㢟◊✲「᥈✲」㛤ጞ ཧ⪃ᅗ᭩
とㄽᩥ入
ᡭをᨭ᥼ 

8/10 

8/11 

8/12 

ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸰ᖺᕼᮃ⪅ 

(5 ྡ) 

 

኱㜰኱Ꮫ◊✲ྜᐟ Future Global Leaders 

Camp 

全ᅜから㞟まる㧗ᰯ⏕がグローバルㄢ㢟につ
いてᏛび、ㄪべ、᭱⤊᪥にᥦ᱌をプレゼンテ
ーションする◊✲ྜᐟにཧ加する。 

・኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ᅜ㝿公共ᨻ⟇
◊✲⛉ Future Global Leaders 

Camp㐠Ⴀጤဨ会 

ཧ加㈝を
⿵助 

10/4 

10/7 

ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸯、㸰ᖺᕼᮃ⪅ 

(2ᖺ 38ྡ) 

⛅休み企ᴗゼၥ◊修 

グローバルㄢ㢟にྲྀり⤌む企ᴗをゼၥし、Ꮫ
⩦・インタビューする。 

・人ᶒ・⎔ቃ・ປ働にྲྀり⤌む
GCNJ㛵す分⛉会の企ᴗ➼ 8♫ 

交㏻㈝⿵
助 

10/16 ᅜ㝿ᩥ໬⛉・
⥲ྜ⛉Ꮫ⛉の 

㸯、㸰ᖺ全ဨ 

(596ྡ) 

ᅜ㝿シンポジウム 

分㞳⼥ྜをめざし、両Ꮫ⛉ྜྠで㛤催。ᾏእ
㐃ᦠᰯの⏕ᚐとᅾᏛ中の␃Ꮫ⏕もཧ加して、
⎔ቃをテーマにⱥㄒでⓎ⾲を交ὶする。 

ㄢ㢟◊✲中㛫Ⓨ⾲会 

12 ㅮᗙの代⾲がⓎ⾲。኱Ꮫと企ᴗからコメン
テーターをᣍき、Ⓨ⾲・コメントを共᭷す
る。 

・久㝯ᾈẶ㸦㏆␥኱Ꮫ⥲ྜ♫会
Ꮫ㒊⎔ቃ・まちづくり⣔ᑓᨷ
ᩍᤵ㸧 

・ᇽ⬥ᬛᏊẶ㸦中す㔠ᒓᕤᴗᰴ
ᘧ会♫ CSR⤫ᣓ㒊㸧 

ᮏᰯ 
ど⫈ぬᐊ
にて 
全ဨで 

10/23 

10/25 

11/1 

11/6 

ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸰ᖺ 

(160ྡ) 

኱Ꮫ㝔⏕によるㄽᩥᣦᑟ(1) 

ㄢ㢟◊✲「᥈✲」の 12ㅮᗙにおいてྛ㸰ྡの
኱Ꮫ㝔⏕➼が Teaching Assistant としてㄽᩥ
を個別ᣦᑟ。 

・኱㜰኱Ꮫ・㛵すᏛ㝔኱Ꮫの኱
Ꮫ㝔⏕・◊✲ဨのべ 24ྡ 

ྛㅮᗙに
㸰ྡ 

12/22 ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸰ᖺ代⾲ 

㸦㸰ྡ㸧 

SGH全ᅜ㧗ᰯ⏕フォーラム 

代⾲㸰ྡがⱥㄒでㄢ㢟◊✲をポスターⓎ⾲ 

・⟃Ἴ኱Ꮫ ⏕ᚐの᪑
㈝を⿵助 

11/9 

11/14 

12/18 

12/21 

ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸰ᖺᕼᮃ⪅
㸦10ྡ㸧 

ニューヨーク◊修事前Ꮫ⩦(㸯)(㸰)(㸱)(㸲) 

(1)(2)Diversity & Inclusion に㛵するキー
ワードと◊修先についてリサーチを⾜い、レ
ポートして共᭷する。 

(3)(4)◊修先にᑐしての㉁ၥをᣢちᐤりᩚ⌮
する。㉁ၥが㐺切で↔Ⅼの᫂☜なものになる
ようにネイティブⱥㄒᩍဨ➼がᨭ᥼する。 

・ᮏᰯᩍဨ 

 

 

1/1 

から 

1/6 

ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸰ᖺᕼᮃ⪅ 

㸦10ྡ㸧 

ニューヨーク◊修 

⡿ᅜにおけるከᵝᛶと༠働に㛵する⌧≧とྲྀ
⤌みについて、Ꮫᰯゼၥ・ワークショップᆺ
◊修(ADL)・⛣Ẹに㛵する༤≀㤋(Museum of 

Chinese in America, Tenement Museum)のぢ
Ꮫを㏻してᏛぶ。 

また、ᅜ㐃ᮏ㒊をぢᏛするとともに、ᅜ㐃⫋
ဨ⤒㦂⪅によるㅮ₇をཷㅮする。 

・Eva Vega Ặ(The Town School

のከᵝᛶᩍ⫱┘修⪅) 

・Anti-Defamation League 

・἟⏣㝯一Ặ(元ᅜ㐃⫋ဨ) 

⏕ᚐの᪑
㈝の一㒊
を⿵助。 

1/15 

1/17 

1/22 

1/24 

ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸰ᖺ 

(160ྡ) 

኱Ꮫ㝔⏕によるㄽᩥᣦᑟ(㸰) 

ㄢ㢟◊✲のྛㅮᗙに኱Ꮫ㝔⏕が TAとしてㄽᩥ
を個別ᣦᑟする。 

・኱㜰኱Ꮫ・㛵すᏛ㝔኱Ꮫの኱
Ꮫ㝔⏕・◊✲ဨのべ 24ྡ 

ྛㅮᗙに
2 ྡ 

2/7 

2/8 

2/9 

ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸰ᖺ⏕ 

㸦160 ྡ㸧 

ᇶㄪㅮ₇は 

両Ꮫ⛉ 

㸯、㸰ᖺ⏕ 

640ྡྜྠ 

Ꮫ⩦ᡂᯝⓎ⾲会「༓㔛フェスタ」 

①ᇶㄪㅮ₇『ᆅ⌫ ᬮ໬のこれまでとこれか
ら』 

②ニューヨーク◊修➼ᾏእ◊修ሗ࿌ 

③ㄢ㢟◊✲「᥈✲」での◊✲を全ဨがⓎ⾲ 

④「᥈✲」代⾲Ⓨ⾲には助ゝ⪅をᣍく。 

⑤ⱥㄒディベート優⚽⤌がᑐᡓを公㛤 

①ᴋ⏣㞞⣖Ặ㸦኱㜰⟶༊Ẽ㇟
ྎẼ㇟㜵⅏㒊ᆅ⌫⎔ቃᾏὒㄢ
ᆅ⌫ ᬮ໬᝟ሗᐁ㸧 

④ᇽ⬥ᬛᏊẶ㸭ᴮ井⦕Ặ㸦኱
㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔人㛫⛉Ꮫ◊✲⛉
≉任ᩍᤵ㸧 

 

 

3/30 ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 

㸰ᖺ代⾲ 

ㄢ㢟◊✲「᥈✲」優⚽ㄽᩥ㞟を Web 公㛤   
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1. ଢ଼஢৫৅౥വਾઔછ 

 

⾲ 3 ㄢ㢟◊✲のᣦ導ἲについての◊修 

 
 
②኱Ꮫ➼እ㒊ᶵ㛵➼との㐃ᦠの᥎㐍 

1)኱㜰኱Ꮫ・㛵すᏛ㝔኱Ꮫとの㐃ᦠの⥅⥆ 

《⏕ᚐのㄽᩥにᑐする個別ᣦᑟ》 
両኱Ꮫの㧗኱᥋⥆㒊㛛の༠力により኱Ꮫ㝔⏕ཬび◊✲ဨを 10、11᭶と㸯᭶の㸰ᅇ、12

のㅮᗙにྛ㸰ྡずつ、ᘏべ 48人ὴ㐵していただいた。⏕ᚐ・ᣦᑟᩍဨ・ᣦᑟに᮶てい

ただいた኱Ꮫ㝔⏕の三⪅ともにព⩏῝いとホ価が㧗いため㸪ḟᖺᗘ以㝆も⥅⥆すること

としている。 

《኱㜰኱Ꮫᅜ㝿公共ᨻ⟇◊✲⛉による◊✲Ⓨ⾲会と◊✲ྜᐟ》 
኱㜰኱Ꮫᅜ㝿公共ᨻ⟇◊✲⛉によるᅜ㝿公共コンファレンス㸦㸲᭶㸧には㸪㑅⪃を㏻㐣

した㸱ᖺ⏕㸱ྡをὴ㐵した。㸰ᖺḟのㄢ㢟◊✲をᩚ⌮し┤しⓎ⾲する、そして」ᩘの኱

Ꮫᩍဨからコメント⪺かせていただくᶵ会となっている。 

また、ྠ◊✲⛉による Future Global Leaders Camp㸦㸶᭶㸧には㑅⪃を㏻㐣した㸰ᖺ

⏕㸳ྡをὴ㐵した。グローバルなㄢ㢟についてㄆ㆑を῝めるとともに◊✲を⤌み❧てて

Ⓨ⾲するスキルを㘫㘐するᶵ会となっている。 

《኱㜰኱Ꮫによる᥈✲ᣦᑟのためのᩍဨ◊修》 
᥈✲を初めてᣦᑟするᩍဨ㸯ྡを኱㜰኱Ꮫ㧗➼ᩍ⫱㺃入ヨ◊✲㛤Ⓨセンター㧗኱᥋⥆㒊

㛛による㧗ᰯᩍဨྥけ᥈✲Ꮫ⩦ᣦᑟセミナー㸦㸶᭶㸧にὴ㐵した。ㄢ㢟◊✲のᇶᮏⓗな

⪃え᪉と他ᰯのᐇ㊶例をᏛぶᶵ会となっている。 

2)ᅜ㐃グローバルコンパクト・ネットワーク・ジャパン加┕企ᴗとの㐃ᦠの㐍ᒎ 

㛵す分⛉会のメンバーとして᭶例会にཧ加し企ᴗと SGDs の㛵係についての᭱᪂ືྥを

ᢕᥱするのにᙺ❧てた。また、ゼၥ◊修のཷ入れおよび⏕ᚐ◊✲Ⓨ⾲へのコメンテータ

ーὴ㐵を依㢗し、༠力をᚓた。 

⏕ᚐが企ᴗの CSR 㒊㛛をゼၥして⾜っていただく◊修では、事前㉁ၥがቑえ、◊修内ᐜ

がよりᑐヰᆺに῝໬した。さらに、⏕ᚐからのồめがあり、◊修ᚋに㏣加のインタビュ

ーをお㢪いし、⫱児休ᴗᚋの᚟ᖐᨭ᥼の仕⤌みを利⏝した♫ဨの᪉との㠃ㄯをタᐃして

いただいた。 

ᐇ᪋᪥ ᑐ㇟ ྲྀ⤌㡯┠ྡと内ᐜ 主催・ㅮᖌ➼ 
8/7、8 

ᮏᰯᩍဨ㸯ྡ 㧗ᰯᩍဨྥけ ᥈✲Ꮫ⩦ᣦᑟセミナー 

〜入㛛⦅〜 

኱㜰኱Ꮫ 

8/17 
ᮏᰯᩍဨ㸯ྡ 先⏕のための SDGs ຮᙉ会 ᮅ᪥᪂⪺኱㜰ᮏ♫代⾲ᐊ CSR ᥎

㐍 

11/23 ᮏᰯᩍဨ㸯ྡ Ꮫᰯと♫会をつなぐㄪᰝሗ࿌会 Ꮫᰯἲ人 Ἑྜሿ主催 

2/9 

ᮏᰯᩍဨと他ᰯ
ᩍဨ➼をྵめ 80

ྡ 

ᩍဨᑐ㇟公㛤ຮᙉ会『SDGs をά⏝し
たホールスクールアプローチのᐇ㊶
㸫᥈✲を㍈にした主体ⓗ Ꮫ⩦⪅の⫱
ᡂにྥけて㸫』 

ᮏᰯ主催 

ㅮᖌ㸸❧࿨㤋Ᏺᒣ中Ꮫᰯ・㧗➼
Ꮫᰯ ⏣㎶グᏊẶ 

2/15 ᮏᰯᩍဨ㸰ྡ 他ᰯ公㛤◊✲会ཧ加 ⚾❧㧗ᵳ中Ꮫᰯ・㧗➼Ꮫᰯ 

2/22 ᮏᰯᩍဨ㸰ྡ 他ᰯㄢ㢟◊✲Ⓨ⾲会どᐹ 㔠ἑ኱Ꮫ㝃ᒓ㧗➼Ꮫᰯ 
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1. ଢ଼஢৫৅౥വਾઔછ 

 

コメンテーターὴ㐵については、他企ᴗの᪉をཧほにおㄏいいただくことでḟᖺᗘにつ

ながるというᣢ⥆ྍ⬟なサイクルが☜❧されつつある。 

3)コリアᅜ㝿Ꮫᅬ(KIS)との㐃ᦠ㛵係の⥅⥆ 

⏕ᚐ㛫交ὶが⏕まれ、⏕ᚐ主体の㸰ᰯ共ྠ企⏬「ဴᏛカフェ㸾༓㔛㧗ᰯ」を⥅⥆してᐇ

᪋することができた。⏕ᚐレベルでḟ世代へのᘬき⥅ぎも⾜われており、今ᚋも⥅⥆さ

れるぢ㏻しができている。KISへのゼၥ交ὶも⥅⥆することでྜពしている。 

4)公┈㈈ᅋἲ人公ᐖᆅᇦ再⏕センター㸦あおぞら㈈ᅋ㸧との㐃ᦠ㛵係の῝໬ 

ᮏᰯᩍဨとの༠働ᤵᴗのᙧがᐃ╔した。事前にᡴちྜわせをした上で、ᮏᰯᩍဨが公ᐖ

ၥ㢟に㛵して、❧ሙによる㐪いを体ឤするロールプレイをྵんだᤵᴗをまず⾜い、ḟの

᫬㛫にあおぞら㈈ᅋの⫋ဨがすᾷᕝᆅ༊の኱Ẽởᰁ公ᐖについて、⿕ᐖ・ἲ制のኚ໬・

࿴ゎのᐇ᝟を⤂介した。ᤵᴗᚋの᳨ウも両⪅で⾜い、ḟᖺᗘのᮏᰯでのᐇ㊶に加え、あ

おぞら㈈ᅋとしてのᩍᮦ㛤Ⓨにも⏕かすというサイクルが☜❧された。 

③ⱥㄒᏛᰯタᐃ⛉┠のᣦᑟἲ㸪ཬびグローバルㄢ㢟のᑟ入᪉ἲの◊✲㛤Ⓨ 

1) ᅜ㝿ᩥ໬⛉㸱ᖺのᏛᰯタᐃ⛉┠「トピック・スタディズ」 

ㄢ㢟◊✲「᥈✲」のᣦᑟ⤒㦂があるⱥㄒᩍဨが NET㸦እᅜㄒᣦᑟဨ㸧とともにᢸᙜする

ことで㸰ᖺでの᥈✲ᤵᴗとの᥋⥆をព㆑した内ᐜ・ᒎ㛤のᤵᴗをᐇ᪋した。 

ྲྀり上げるトピックをỴᐃするにあたっては、㸰ᖺḟの᥈✲で㏣ồしたテーマをもとに

ᤵᴗで㏣ồしたいトピックを⏕ᚐྛ⮬がⱥㄒでⓎ⾲しྜったのちにᢞ⚊を⾜なった。 

トピックỴᐃᚋは、トピックに㛵わる SDGs とそれにྲྀり⤌むᅜ㐃ㅖᶵ㛵のάືについ

てグループで分ᢸして⏕ᚐがㄪᰝ・Ⓨ⾲を⾜なった。そのᚋは、ྛトピックについて、

「᭱᪂の≧ἣをマルチメディアᩍᮦを⏝いてᏛ⩦」→「ཎᅉやᙳ㡪についてディスカッ

ション」→「エッセイライティングで⪃えをまとめる」というᒎ㛤とした。 

ᖺᗘᚋ༙には、ᶍᨃᅜ㐃άືを⾜なった。Ẽ候ኚືへのᑐᛂについて㸰㹼㸱人からなる

グループで一ᅜをᢸᙜし、ᅜとしてのᤊえ᪉・これまでのᑐᛂ・今ᚋのᑐᛂをⓎ⾲した

のち、共ྠỴ㆟᱌の作ᡂを⾜うために交΅を㔜ねた。 

2)ᅜ㝿ᩥ໬⛉ 2 ᖺのᏛᰯタᐃ⛉┠「プレゼンテーション・スキルズ」 

ⱥㄒによるプレゼンテーションスキルྥ上のためⱥㄒᑓ㛛⛉┠をぢ┤し、この⛉┠を᪂

タした。ᇶᮏⓗなᒎ㛤は、「ⱥㄒエッセイをㄞむ」→「㛵㐃した内ᐜについてリサーチ

しその⤖ᯝをⓎ⾲する」というものである。 

ᖺᗘᚋ༙には、ㄢ㢟◊✲「᥈✲」でྛ⮬が⾜なっている◊✲の内ᐜをⱥㄒでⓎ⾲するά

ືを⾜い、「᥈✲」ㄽᩥᥦ出᫬にはこのᤵᴗでのⓎ⾲をもとにⱥᩥせ⣙を作ᡂしてㄽᩥ

にᤄ入することとした。 

④ᅜ㝿ᛶとコミュニケーション・ツールとしてのⱥㄒ力をྥ上させるྲྀ⤌み 

1)ㄢ㢟◊✲「᥈✲」とⱥㄒᤵᴗのコラボレーション 
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1. ଢ଼஢৫৅౥വਾઔછ 

 

「SGH 㧗ᰯ⏕フォーラム」でのⱥㄒⓎ⾲のためのᣦᑟ⤒㦂をもとに、᫖ᖺᗘからᅜ㝿ᩥ

໬⛉全ဨにᑐしてㄢ㢟◊✲の内ᐜをⱥㄒでプレゼンテーションし、◊✲せ⣙をⱥヂする

άືをⱥㄒのᤵᴗでᣦᑟ、᭱⤊ㄽᩥにⱥᩥせ⣙を加えるᙧにⓎᒎさせた。 

今ᖺᗘは⛉┠ྡも「プレゼンテーション・スキルズ」にኚ᭦し、ᖺ㛫を㏻してプレゼン

テーションのスキルをẁ㝵ⓗにᣦᑟするようにኚ᭦した。 

2)ニューヨーク◊修の事前ᣦᑟを᥈✲ᆺに㐍໬ 
᫖ᖺᗘに⥆き、ᩍဨが⫼ᬒ▱㆑と◊修先についてトピックをᥦ♧、これをཷけてཧ加⏕

ᚐ⮬らがリサーチを⾜いプレゼンテーションと㉁␲ᛂ⟅によって▱㆑を共᭷するᙧで事

前Ꮫ⩦を⾜なった。 

そのᚋ、ཧ加⪅が⪃えた㉁ၥをᩍဨが⪺き出しᩚ⌮していくᙧでⱥㄒでの㉁ၥの‽備を

⾜なった。今ᖺᗘはこの㒊分のᣦᑟをᘬ⋡する「ネイティブⱥㄒᩍဨ」が⾜なった。⤖

ᯝ、◊修中に⾜うミーティングにおいて、よりຠᯝⓗなᣦᑟがྍ⬟になった。 

3)㇦ᕞへのᾏእ◊修᪑⾜㸦ᅜ㝿ᩥ໬⛉㸰ᖺ⏕が全ဨཧ加㸧を᥈✲άືのためにά⏝ 
今ᖺᗘは、この◊修᪑⾜の‽備のẁ㝵でホームステイのᶵ会を⮬分のㄢ㢟◊✲に㛵する

リサーチに⏕かすよう᥎ዡした。⤖ᯝ、㸲割の⏕ᚐが何らかのᙧでά⏝したとアンケー

トに⟅えている。 

4)▷ᮇ・㛗ᮇ␃Ꮫ⏕の✚ᴟⓗなཷ入をᐇ᪋ 
㛗ᮇはフランス㸯ྡ・カンボジア㸯ྡ㸪▷ᮇはྎ‴㸶ྡ・フランス㸲ྡ・アメリカ㸯ྡ

の␃Ꮫ⏕をཷけ入れた。 

⑤ᡂᯝの㑏元・ᬑཬ 

1)㸰ᖺ⏕の全ဨがㄢ㢟◊✲をⓎ⾲するᏛ⩦ᡂᯝⓎ⾲会「༓㔛フェスタ」を公㛤 

㧗ᰯのᩍဨ・中Ꮫ⏕・⏕ᚐの保ㆤ⪅に公㛤した。また、Ⓨ⾲会の༗ᚋに SGH ᐇ㊶ሗ࿌会

をᐇ᪋し、ᣦᑟ⤒㦂を共᭷した。኱㜰ᗓ内の公❧㧗ᰯ 13ᰯ 21ྡ㸪⚾❧㧗ᰯ㸱ᰯ㸲ྡ、

ᗓእの㧗ᰯ㸲ᰯ㸴ྡ、ィ 20ᰯ 31 ྡのཧ加があった。また、㏆㞄の中Ꮫᰯから⏕ᚐ 87

ྡのぢᏛをཷけ入れた。保ㆤ⪅は 208ᐙᗞからのཧ加があった。 

2)⏕ᚐྥけྛ◊修の内ᐜ、⏕ᚐㄽᩥ㞟、ㄢ㢟◊✲テキスト➼を㝶᫬ウェブサイトで公㛤 

ᮏᰯの SGH ᗈሗ⏝ブログは㸪㛤タからのページビューᩘが 30,000を㉸えた。 

3)◊✲ሗ࿌᭩を SGH ᣦᐃᰯに㏦付するとともにウェブサイトで公㛤 

⑥主体ⓗ・༠働ⓗなᏛびをᐇ⌧するᤵᴗの◊✲ 
1)ᩍဨ◊修『㸺▱㆑・ᢏ⬟㸼㸺ᛮ⪃・判᩿・⾲⌧㸼㸺主体ⓗᏛ⩦ែᗘ㸼のほⅬ別ホ価からバ

ックキャストでᤵᴗをデザインする』をᐇ᪋[㸶᭶] 

2)全ᩍ⛉ཧ加で㸯ᖺ⏕㸵クラスᑐ㇟に『パフォーマンスホ価を⤌㎸んだᤵᴗづくり』のため

の◊✲ᤵᴗ・༠㆟をᐇ᪋ [12᭶] 

3)ᩍဨຮᙉ会『SDGs をά⏝したホールスクールアプローチのᐇ㊶㸫᥈✲を㍈にした主体ⓗ

Ꮫ⩦⪅の⫱ᡂにྥけて㸫』を他ᰯᩍဨにも公㛤してᐇ᪋。他ᰯᩍဨは 32ྡがཧ加[㸱᭶] 
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4)ᩍ⛉㛫㐃ᦠ促㐍のため㸯、㸰ᖺྛ⛉┠のᏛ⩦内ᐜを一ぴ⾲にまとめ「ぢえる໬」[㸱᭶] 

⑦事ᴗホ価とሗ࿌᭩作ᡂ 

1)全ᰯ⏕をᑐ㇟にᩍ⫱ຠᯝを ᐃするためのアンケートㄪᰝ[12᭶]を、༞ᚋ㸰ᖺめの༞ᴗ⏕

にᑐして㏣㊧ㄪᰝ[㸶᭶]を、さらに SGHᾏእ◊修にཧ加した༞ᴗ⏕に㏣㊧ㄪᰝ[㸯᭶]をᐇ

᪋ 

2)ᩘᏐのព࿡を「ことば」で⿬付けるホ価のため、㑅ᢥᘧに加えてグ㏙ᘧの㉁ၥ㡯┠をྵん

だアンケートをできる㝈りྛ◊修➼の┤ᚋにᐇ᪋ 

3)どの事ᴗがᮏᰯ SGHᩍ⫱のどの┠ᶆにᐤ与しているかがわかるようにアンケートをᨵၿ 

4)㐠Ⴀᣦᑟጤဨによるホ価をㄢ㢟◊✲ᢸᙜ⪅が会㆟にཧ加して共᭷[10᭶・㸰᭶] 

5)ㄢ㢟◊✲ᣦᑟᢸᙜ⪅をᑐ㇟に、ᣦᑟのᡂᯝとㄢ㢟について⪺きྲྀりおよびアンケートㄪᰝ

をᐇ᪋[12 ᭶・㸯᭶] 

6)ㄢ㢟◊✲Ⓨ⾲会[㸰᭶]について保ㆤ⪅・他ᰯᩍဨからフィードバックを཰㞟 

㸵 ┠ᶆの㐍ᤖ≧ἣ、成ᯝ、ホ価  

ᮏᰯの┠ᶆはḟの㸳つである。㸯㸬㧗い♫会㈉⊩ព㆑、㸰㸬ᅜ㝿ⓗㄢ㢟についてのከ㠃ⓗな

どⅬと῝い⌮ゎ、㸱㸬ᅜ㝿ⓗㄢ㢟について他⪅と㐃ᦠ・༠ㄪしつつ᥈✲する力、㸲㸬ステー

クホルダーが㹕in-㹕inの㛵係となるようᰂ㌾かつ創㐀ⓗなᥦ᱌を⾜う力、㸳㸬㧗いレベル

のコミュニケーション・ツールとしてのⱥㄒ力 

ᮏᰯではᣦᐃ㸰ᖺめから一㈏してྛᏛᖺ 12 ᭶にアンケートㄪᰝを⾜なっている。このㄪᰝ

では、上グの㸳つの┠ᶆおよびᗄつかの㏣加ⓗなᣦᶆについて、「㧗ᰯ入Ꮫ前とẚべて⮬分

はどのくらいྥ上したとᛮいますか」とᑜね㸪「とても・ከᑡ・ほとんどない」の㸱ẁ㝵で

⟅えをồめている。また、個々の◊修➼やᤵᴗについてもㄪᰝを⾜い、どの◊修・ᤵᴗがど

の┠ᶆ➼にຠᯝがあると⏕ᚐがឤじているかのᢕᥱにດめている。 

ここでは㸦㸯㸧H28 入Ꮫ⏕・H29入Ꮫ⏕の㸱ᖺ㛫のኚ໬、㸦㸰㸧ྛᏛᖺのᤵᴗおよび◊修の

ຠᯝ、㸦㸱㸧༞ᴗ⏕㏣㊧ㄪᰝの⤖ᯝのᴫせを♧す。そして、これらにᇶづき┠ᶆの㐍ᤖ≧

ἣ・ᡂᯝ・ホ価について㏙べる。 

㸦㸯㸧2017ᖺ入Ꮫ⏕の㸱ᖺ㛫のኚ໬ 

今ᖺᗘ༞ᴗする 2017 ᖺ入Ꮫ⏕がᮏᰯの㸳つの┠ᶆについて「とても」ྥ上したと⟅えた割

ྜを♧したのがᅗ 1 である。 

全⯡ⓗには㸪㸱ᖺ㛫のᩍ⫱を㏻してᮇᚅしたᡂ㛗を⏕ᚐがឤじているとゝえる。 

┠ᶆごとに≉ᚩをぢると㸪┠ᶆ㸯、㸰、㸱㸦ᣦᶆྡ㸸A1♫会㈉⊩ព㆑、A2 ᅜ㝿ㄢ㢟⌮ゎ、

A3༠ྠ᥈✲力㸧については、㸯ᖺの⤊わりに、すでに㸱割前ᚋの⏕ᚐがᡂ㛗をᙉくឤじて

いる。これにᑐし┠ᶆ㸲、㸳㸦ᣦᶆྡ㸸A4 創㐀ⓗᥦ᱌力、A5 ⱥㄒ㐠⏝力㸧については、㸯

〜㸰割からጞまり、Ꮫᖺ㐍⾜に伴って割ྜが㧗まっている。 

ព㆑・⌮ゎ・༠ྠ作ᴗについては㸯ᖺでの◊修・ᤵᴗですぐに㧗いຠᯝが⌧れ、㧗ᗘな⬟力

についてはྛᏛᖺのྲྀ⤌みでᚎ々にྥ上していることが᥎ᐹできる。 
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なお、ᮏᰯのプログラムでは SGHᑐ㇟⏕ᚐが㸯、㸰ᖺではᅜ㝿ᩥ໬⛉の全ဨまたは኱༙であ

るが、㸱ᖺでは、グローバルㄢ㢟についてⱥㄒでᏛ⩦する㑅ᢥ⛉┠「トピック・スタディズ

(TS)」を㑅ᢥした⏕ᚐに⤠られる。これらの⛉┠を㑅ᢥした⏕ᚐと、これらの⏕ᚐをྵめた

ᅜ㝿ᩥ໬⛉⏕全体のᖹᆒをẚ㍑したグラフがᅗ㸰である。 

全ての㡯┠について㑅ᢥ⛉┠ TSを㑅ᢥした⏕ᚐのᡂ㛗ᐇឤはᖹᆒより㧗く㸪ᅗ㸯において

㸱ᖺで下㝆している㡯┠についてもこのグループの⏕ᚐのᩘ値は伸びている。このᤵᴗによ

って、ᡂ㛗に᫬㛫がかかる創㐀ⓗᥦ᱌力・ⱥㄒ㐠⏝⬟力がさらに伸ばされたと⪃えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

㸦㸰㸧㸯、㸰ᖺのᤵᴗおよび◊修のຠᯝ 

前㡯で♧した㸳つの┠ᶆの他に、個々の◊修およびᤵᴗのຠᯝを るために㏣加のᣦᶆをタ

けている。グローバルなၥ㢟にᑐしての㛵ᚰの㧗まり㸦ᣦᶆྡ㸸B1 ᅜ㝿ㄢ㢟㛵ᚰ)、ᅜ㝿ㄢ

㢟にྲྀり⤌むពḧのᙧᡂ㸦B2ᅜ㝿ㄢ㢟ពḧ㸧、ከゅⓗ᳨ウのᚲせᛶにᑐするㄆ㆑㸦B3 ከゅ

᳨ウㄆ㆑㸧、事ᐇやពぢをㄪべる力㸦B4リサーチ⬟力㸧、わかったことを伝える力㸦B5レ

ポート⬟力㸧、グローバルなㄢ㢟を具体ⓗに⌮ゎ㸦B6 リアルな⌮ゎ㸧➼である。※ᣦᶆの

内ᐜについては、◊✲ሗ࿌᭩「ホ価の᪉ἲと⤖ᯝ」の㡯をཧ↷。 

ྛᣦᶆについて入Ꮫ᫬とẚべて㧗ま

ったとᛮうかというၥいにᑐして㸱

ẁ㝵ホ価で᭱㧗の「はい」・「とて

も」と⟅えた⏕ᚐの割ྜを♧したも

のがᅗ㸱である。 

それぞれの㸲ᖺᖹᆒをẚべると㸪㸰

ᖺ⏕で≉にレポート⬟力、リサーチ

⬟力とⱥㄒ㐠⏝⬟力のᡂ㛗ᐇឤが伸

びていることがわかる。 

 

 

図 1 図 2 

図 3 
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では㸯、㸰ᖺでの◊修・ᤵᴗは、┠ᶆ・ᣦᶆにどのように㈉⊩しているのであろうか。ᕼᮃ

⪅◊修は◊修ᚋすぐにグ㏙ᅇ⟅とともに、その他はྛᖺᗘの 12 ᭶に㈉⊩ᗘをᑜねている。 

ここではその⤖ᯝのᴫせを⡆₩に㏙べる。ᤵᴗおよび◊修の内ᐜおよびグ㏙ᅇ⟅とྜわせた

⪃ᐹは、᏶了ሗ࿌᭩ᚋ༙「ᐇ㊶ሗ࿌」のྛ㡯┠をཧ↷していただきたい。 

①ᤵᴗについて 
それぞれ、ḟのᣦᶆへの㈉⊩ᗘの㧗さが≉㛗とゝえる。 
㸯ᖺ「ᅜ㝿⌮ゎ」㸸♫会㈉⊩ព㆑・創㐀ⓗᥦ᱌力 
㸯ᖺ「᥈✲ᇶ♏」㸸リサーチ⬟力・♫会㈉⊩ព㆑ 
㸰ᖺ「᥈✲」㸸リサーチ⬟力・レポート⬟力 
㸰ᖺ「グローバル・コミュニケーション」㸸ⱥㄒ㐠⏝⬟力以እにᥦ᱌力・༠ྠ᥈✲力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ㅮ₇やᐇᆅ◊修について 

㸯ᖺでのᅜ㝿ᩥ໬⛉ㅮ₇会・Glocal フィールドワーク◊修・企ᴗゼၥ◊修、㸰ᖺでの企ᴗ

ゼၥ◊修・ニューヨーク◊修は、共㏻して♫会㈉⊩ព㆑・ᅜ㝿ㄢ㢟の⌮ゎ㸪㛵ᚰおよび㛵与

ពḧへの㈉⊩ᗘの㧗さが≉㛗とゝえる。また、ᑡ人ᩘ༢位のᕼᮃ⪅ᑐ㇟の◊修が኱きなイン

パクトを与えていることもわかる。㸦ᅗ㸳㸧 

 
 

図 4 
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③創㐀ⓗᥦ᱌力を伸ばすᤵᴗ・◊修は何か。 

㸱ᖺ㛫で᭱も伸びにくい力は創㐀ⓗᥦ᱌力であるが、この力を伸ばすのに㈉⊩しているᤵ

ᴗ・◊修は何か。これについてのᅇ⟅をまとめたのがᅗ㸴である。この力を伸ばすことをᮇ

ᚅした◊修のうち、㸰ᖺ以㝆のものは「とても」と⟅えた⏕ᚐが㸱割を㉸えていた。 

≉にᩘ値が㧗いのがニューヨークでのከᵝᛶ◊修である。この◊修についてのアンケートを

丁ᑀにぢると、「≉にຠᯝがあったとᛮう┠ᶆ」としては、ほとんどの⏕ᚐが┠ᶆ㸰㸬「ᅜ

㝿ⓗㄢ㢟について⌮ゎが㐍み、」ᩘのどⅬから᳨ウできる」をあげている。そして例えばḟ

のようなⅬをその内ᐜとして᭩いている。「今ᅇの◊修では、アメリカの≉にニューヨーク

図 5 
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の⛣ẸのṔྐ、ᛶのከᵝᛶ、ᅜ㐃についてたくさんᏛぶことができた。᪥ᮏではまだ㐍んで

いないことや㏫に㐍んでいるところ

があることにẼづいた。いろんなᅜ

やいろんなどⅬから世⏺をぢること

が、どんなに኱切かᏛぶことができ

た。」具体ⓗなᐇ㊶やワークショッ

プによってᚓられた「㐪いへのẼづ

き」が創㐀ⓗなᥦ᱌力につながるこ

とをឤじさせるឤ᝿がከかった。 
 

 

 

㸦㸱㸧༞ᴗ⏕への㏣㊧ㄪᰝからぢえる SGH 事ᴗのຠᯝ 

①༞ᴗᚋ㸰ᖺめの༞ᴗ⏕へのㄪᰝ㸦313人中 44人からᅇ⟅㸧 

アンケートフォームのリンクを㒑㏦して㸶᭶にᐇ᪋した。ᅇ⟅からは、᫖ᖺとྠᵝに㧗ᰯでのᏛ

⩦⤒㦂が኱Ꮫでのレポート作ᡂに኱いにᙺ❧ち、SGH事ᴗがᅜ㝿ⓗな㐍㊰㑅ᢥに⧅がっているᵝ

Ꮚが具体ⓗなグ㏙からもうかがえた。 

②ニューヨーク◊修を⤒㦂した༞ᴗ⏕への㏣㊧ㄪᰝ㸦42人中 19人からᅇ⟅㸧 

アンケートフォームのリンクを㒑㏦して㸯᭶にᐇ᪋した。㐍㊰と⏕き᪉に኱きなᙳ㡪を与え、グ

ローバルリーダーとしての㈨㉁ྥ上に㠀ᖖに኱きなຠᯝがあることを♧している。 

具体ⓗには、㸱分の㸯が「とても」㐍㊰㑅ᢥにᙳ㡪したと⟅えている。例えば「ᑗ᮶世⏺と⧅が

る仕事がしたいと⪃えるきっかけとなり、኱Ꮫではᑓ㛛ⓗにㄒᏛᏛ⩦を⥆けることでその㈨㉁を

㧗められるようດめてきました。」といった内ᐜである。 

また༙ᩘが「とても」⏕き᪉にインパクトを与えたと⟅えている。例えば「ᐇ㝿に人々のከᵝᛶ

やᩥ໬、⏕άの㐪いを⤒㦂したことで㸪ᗈいど㔝をᣢちᰂ㌾な⪃え᪉をすることをព㆑するよう

になりました。また、◊修を㏻して⮬分の世⏺がᗈがったことで、᪂たなⓎぢをᚓることの႐び

をឤじ、᥈✲ᚰと⾜ື力もྥ上したとᛮいます。」といった内ᐜである。ヲ⣽は「◊✲ሗ࿌᭩」

にグ㍕している。 

㸶 㸳ᖺ㛫の◊✲㛤Ⓨを⤊えて 

㸦㸯㸧ᩍ⫱ㄢ⛬の◊✲㛤Ⓨの≧ἣについて 

ㄢ㢟◊✲「᥈✲」とそのᇶ♏づくりとしての「ᅜ㝿⌮ゎ」・「᥈✲ᇶ♏」、Ⓨᒎとしての「トピ

ック・スタディズ」にὀ力した。その⤖ᯝ、以下のⅬで㉁ⓗに኱きくྥ上したと⪃えている。 

① 㸰ᖺ⏕ྥけᤵᴗ「᥈✲」がᢸᙜ⪅に依Ꮡしない、Ꮫᰯ全体としてのྲྀ⤌みへ 

ᮏᰯのㄢ㢟◊✲「᥈✲」は、ᖹᡂ 17 ᖺのᅜ㝿⛉Ꮫ㧗ᰯへの再⦅からスタートしていた。しかし

ᣦᐃ以前はᅜㄒ・♫会・ⱥㄒの㸱つのᩍ⛉に、そしてそれぞれのᢸᙜ⪅にᣦᑟ内ᐜ・ᣦᑟ᪉ἲ・

ホ価が一任されていた。 

2 5 %

2 8 %

3 2 %

3 1%

2 9 %

6 7 %

5 6 %
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5 1 %

5 5 %
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ᣦᐃᚋは、テーマをᩍ⛉や個人に依Ꮡしないものへとᚎ々にኚ໬させた。ḟの⾲に♧すように、

ᢸᙜ⪅個人の㛵ᚰにᇶづくㅮᗙテーマタᐃから、より一⯡ⓗなテーマへ、そして᭱⤊ᖺᗘには⏕

ᚐの㛵ᚰを SDGsで分㢮したㅮᗙ⦅ᡂへと⛣⾜した。それは、⏕ᚐが㏣ồしたい内ᐜをᩍဨの⏝

ពしたᯟに制㝈せず、できる㝈りᑛ㔜したいと⪃えたからだ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◊✲テーマが♫会ㄢ㢟になることによって、◊✲のための◊✲ではなく、◊✲の♫会ⓗなព⩏が

᫂☜になった。また、⏕ᚐの⏕ά・キャリアព㆑のᙧᡂにつながるものになった。さらに企ᴗ・

NGOとの㐃ᦠがྍ⬟になったことで、ᐇᆅㄪᰝをしたり、助ゝをཷけたり、♫会άືにཧ加した

りすることがྍ⬟になった。 

኱Ꮫや企ᴗの᪉からの助ゝが入ることにより㸪⏕ᚐにᑐするᣦᑟがከゅⓗ・」⥺ⓗになったこと

も኱きなኚ໬であるとឤじている。ᡃ々ᩍဨがẼづかないព⩏や▱らない᝟ໃについて⏕ᚐにᥦ

供することができるようになった。 

② 㸯ᖺ⏕ྥけᤵᴗ「ᅜ㝿⌮ゎ」のᑐᛂ 

令࿴元ᖺᗘのような⦅ᡂをするためには、㸯ᖺ⏕の⤊わりに⮬分のテーマをᣢつᚲせがある。こ

れにྥけて「ᅜ㝿⌮ゎ」のᤵᴗデザインをኚ᭦していった。 

ᙜ初は、このᤵᴗのᯟを使ってグローバルㄢ㢟やᆅ元の公ᐖၥ㢟がどうᑐ❧を乗り㉺え、࿴ゎに

⤖ᐇしたかをᏛぶゲストᤵᴗを༢Ⓨで入れていた。しかし、᫖ᖺᗘからは、これらの≉別ᤵᴗを

⤌み入れつつ、「世⏺のᆅ⌮・᐀ᩍ・Ṕྐ・ᩥ໬をᩍ㣴としてᏛぶ」というᤵᴗから㸪「グロー

バルリーダーの⣲㣴として人㛫のከᵝᛶとグローバルなㄢ㢟にᑐする⌮ゎを῝め、㸰ᖺで㏣ồす

るテーマをぢつける」ᤵᴗへとኚ໬させた。 

③ 㸯ᖺ⏕ྥけᤵᴗ「᥈✲ᇶ♏」のᩍᮦ㛤Ⓨ 

ᣦᐃ初ᖺᗘから㸪ㄢ㢟◊✲のᇶ♏となるスキルを㌟につけるためのワークシートᙧᘧのオリジナ

ルᩍᮦを作ᡂしጞめた。ワークシートにἢって作ᴗを㐍めれば、ㄡがᢸᙜになってもᣦᑟできる

ものをめざした。㸰ᖺめからは冊Ꮚにまとめ㸪ᮏᰯのウェブサイトからダウンロードできるよう

にしている。 

④ 㸱ᖺ⏕ྥけᤵᴗ「トピック・スタディズ(TS)」への᥋⥆のᙉ໬ 

「᥈✲」との内ᐜⓗな᥋⥆が⮬↛に㉳きると᝿ᐃしていたが、᫖ᖺᗘのᖺᗘᮎアンケートで「᥈

✲」での⤒㦂が⏕かされたとの⟅えがあまりከくなかった。そのため、今ᖺᗘはᑟ入を SDGsを

ព㆑させるものにኚ᭦した。具体ⓗには SDGsの㊃᪨をᏛ⩦したのちにゴールを分ᢸし、そのゴ

ールに㛵してᅜ㐃ᶵ㛵がどのようなάືを⾜っているかをリサーチしてⓎ⾲するάືを⾜った。

⤖ᯝ、今ᖺᗘᮎのアンケートでは、ほぼ全ての⏕ᚐが「᥈✲」のᏛ⩦がከゅⓗな᳨ウをする力・

2015年度 2018年度 2019年度 

• 世⏺を▱ろう・世⏺を⪃えよう 

• 企ᴗと人ᶒ・⎔ቃ 

• ⏘休・⫱休により⿕る不利┈のᐇែとᨵၿ⟇とは 

• ほ光とほ光保ㆤの⌧≧とㄢ㢟 

• ⮬⏤って何だ㸽ᖹ➼って何だ㸽 

• 万ⴥ㞟ⲡⰼの◊✲ 

• 『ᩍ⫱』に㛵わるㅖၥ㢟について 

• 人ᶒ 

• ປ働 

• ⎔ቃ 

• ᩍ⫱ 

• グローバリゼーション 

 

㸯ᖺ᫬の⤊わりに⏕ᚐが⏦ㄳした

◊✲テーマを SDGsで分㢮したグ

ループ 

⾲㸲「᥈✲」のㅮ座タ定の᥎⛣ 
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᝟ሗの཰㞟と㑅ᢥ・ㄽの⤌み❧てかた・プレゼンテーションスキルのⅬでᙺ❧ったと⟅えており

⏕ᚐのព㆑としてもつながりのあるものとなったことがわかった。 

㸦㸰㸧㧗኱᥋⥆の≧ἣについて 

኱㜰኱Ꮫおよび㛵すᏛ㝔኱Ꮫとの㐃ᦠが⥅⥆・㐍ᒎした。TA ὴ㐵については両኱Ꮫの㧗኱᥋⥆

㒊㛛にເ㞟・㞟⣙・㐃⤡をしていただいた。また኱㜰኱Ꮫᅜ㝿公共ᨻ⟇◊✲⛉主催の◊✲ྜᐟと

◊✲Ⓨ⾲会にはẖᖺ」ᩘの⏕ᚐがཧ加させていただき、┤᥋ᣦᑟをしていただくとともに、ᘬ⋡

ᩍဨもㄢ㢟◊✲のᣦᑟについてᏛばせていただいた。さらに京㒔኱Ꮫ・኱㜰኱Ꮫによるᩍဨᑐ㇟

セミナーも᭷┈であった。㛵すᏛ㝔኱Ꮫとは WWL㐃ᦠᰯとして今ᚋも㛵係を⥅⥆する。 

㸦㸱㸧⏕ᚐのኚ໬について 

グローバルな♫会ㄢ㢟についての⌮ゎが㐍み、♫会㈉⊩ព㆑をもって、♫会の⌧ሙと⧅がりなが

ら◊✲を㐍め、᰿ᣐを♧しながらᇽ々とⓎ⾲できるようになっている。♫会ㄢ㢟のゎỴというテ

ーマのᑟ入が◊✲の㉁を㧗め、また、◊✲を⏕ᚐの㐍㊰や⏕き᪉につながるものにしている。 

㸦㸲㸧ᩍᖌのኚ໬について 

① 「᥈✲」のᣦᑟについては኱きなኚ໬があった。一つは上㏙のテーマについてである。⮬分

が㛵ᚰをᣢち▱㆑も᭷している内ᐜについて⏕ᚐをᣦᑟするのではなく、◊✲の㐍め᪉やスケジ

ュールを♧し、እ㒊とのㄪᩚを⾜うことで、⏕ᚐのάືを᱌内・ᨭ᥼するᙺ割となった。 

② ᣦᑟの㐍め᪉や᫬ᮇごとのポイント、ホ価ᇶ‽をᚎ々に⤫一させていった。このኚ໬にはእ

㒊ᶵ㛵との㐃ᦠが኱きなᙺ割をᯝたした。኱Ꮫ㝔⏕にㄽᩥの個別ᣦᑟをお㢪いする㝿、あるいは

኱Ꮫや企ᴗの᪉にⓎ⾲へのコメントをお㢪いする㝿に、どこまでのᣦᑟが⤊わっているのかをㄝ

᫂し、ᣦᑟ・助ゝをお㢪いしたいポイントを伝えるᚲせがあるためである。 

Ⓨ⾲を公㛤するᶵ会がቑえたことで、共ྠ作ᴗをするሙ㠃がቑえ、⣽かなᣦᑟの交ὶ・共᭷も㐍

んだ。例えば、リハーサルを⾜う㝿にはᢸᙜᩍဨが共ྠでᣦᑟし、せ᪨㞟・ㄽᩥ㞟をⓎ⾜する㝿

にも」ᩘのどⅬでⅬ᳨をすることになるからである。 

③ እ㒊との㐃ᦠもᡃ々には᪂しかった。኱Ꮫ㝔⏕・企ᴗ・NGO・኱Ꮫᩍᤵ・他ᰯᩍဨと㐃ᦠして

◊修やᤵᴗを⤌み❧てる⤒㦂を✚むことができた。 

④ ♫会との⧅がりでᩍ⫱を⪃えるᶵ会をከくᣢつことができた。ḟの⾲はこの㸳ᖺ㛫のᮏᰯで

のᩍဨ◊修のテーマである。今ᖺᗘのテーマでは㸪「ᵝ々な先⏕が SDGsにつなげてᤵᴗをされ

ていることが⏕ᚐのᏛびを῝めることになるのだとᛮった」という㊃᪨のឤ᝿がከくᐤせられ、

㸴〜㸵割のཧ加⪅からᩍ⛉㛫㐃ᦠ・ホールスクールアプローチ・㐍㊰ᣦᑟ―ᩍ⛉ᣦᑟ―今᪥ㄢእ

άືの㐃ᦠに「ྲྀり⤌みたい㸦㸴ẁ㝵ホ価で上位㸰ẁ㝵㸧とᛮった」とのᅇ⟅があった。 

年度 テーマ ㅮ師 

2015 ᅜ㐃グローバルコンパクトとグローバルコンパクトジャ

パンネットワークのάືについて㹼CSRについてᏛぶ㹼 

一⯡♫ᅋἲ人グローバル・コンパクト・ジャ

パン・ネットワーク 事ົᒁ㛗 八ᑜ ⱥ᫛Ặ 

2016 「グローバル໬した世⏺における人ᶒ・ປ働・⎔ቃのㄢ

㢟」にྥきྜえるᕷẸ⫱ᡂのためのᩍ⫱とは㸽 

アジア・ኴᖹὒ人ᶒ᝟ሗセンター代⾲⌮事・

会㛗㸪元ᅜ㝿㐃ྜ人ᶒ㧗➼ᘚົᐁ事ົᡤ人ᶒ

ᢸᙜᐁ ⓑ▼ ⌮Ặ 

2017 アクティブラーニングについて▱り㸪⪃える 㛵すእᅜㄒ኱Ꮫᩍᤵ ᪂ᆓᫀᘯẶ 

2018 ᮍ᮶のᩍ⫱デザイン 㹼⏕≀×SDGs×PBL の㨩力㹼 ᮍ᮶ᩍ⫱デザイン Confeito ᒣ⸨᪑⪺Ặ 

2019 SDGs をά⏝したホールスクールアプローチのᐇ㊶㸫᥈

✲を㍈にした主体ⓗ Ꮫ⩦⪅の⫱ᡂにྥけて㸫 

❧࿨㤋Ᏺᒣ中Ꮫᰯ・㧗➼Ꮫᰯ ⏣㎶グᏊẶ 

⾲ 5 ᣦ定中の SGHに㛵わるᩍ員◊修 
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⑤ SGH/SSHの┠ᶆをព㆑してᤵᴗを⾜なっているというᩍဨは㸪᫖ᖺ 12᭶のアンケートでは㸲

ẁ㝵ホ価で「とてもあてはまる」「ややあてはまる」をྜわせて 1/3を㉸えた。 

以上のようなẁ㝵を㋃みながら、╔ᐇに 21世⣖ᆺᏛ力の⫱ᡂにྥけてのㄆ㆑をᩍဨの中にᾐ㏱
させてきている。 

㸦㸳㸧Ꮫᰯにおける他のせ⣲のኚ໬について 

SSHへのἼཬຠᯝがᣲげられる。SGHでの⤒㦂を⛉Ꮫ分㔝のㄢ㢟◊✲のルーブリック作ᡂにᙺ❧

てた。また SGHでᚓたネットワークを⏕かして、኱Ꮫからの TAὴ㐵を SSHにᗈげる、᪂⪺♫主

催の SDGsᩍᐊを SSH のコア⏕ᚐグループのᣦᑟにᑟ入することを່めてᐇ⌧するなどした。ᩍ

⫱を♫会とつなぐというⅬで⤒㦂を኱いに⏕かすことができている。 

㸦㸴㸧ㄢ㢟やၥ㢟Ⅼについて 

ㄢ㢟◊✲のᣦᑟ力をᏛᰯ全体としてᗏ上げしていくことがㄢ㢟である。今ᖺᗘのㄢ㢟◊✲「᥈

✲」は㸷人がᢸᙜした。そのうち㸲人が初めてᢸᙜした。ᖺᗘはじめにᣦᑟのὶれ・ポイント・

ルーブリックを☜ㄆし、ᐃᮇⓗにᡴちྜわせを⾜なったが、それでも「どこまでᣦᑟするか・ど

こまでᚅつか」といった⏕ᚐとの㊥㞳ឤについて初ᢸᙜᩍဨの不Ᏻをᡶᣔできなかった。 

このほか、ルーブリックの᭱㐺໬やᣦᑟ᪉ἲの全体໬、および 21 世⣖ᆺᏛ力を伸ばすというព

㆑のᩍဨ全体へのさらなるᾐ㏱がㄢ㢟である。 

㸦㸵㸧今ᚋのᣢ⥆ྍ⬟ᛶについて 

ニューヨークでのከᵝᛶ◊修をはじめとする㈝⏝のかかるᕼᮃ⪅◊修を㝖けば、ほぼ全てのᩍ⫱

事ᴗを⥅⥆する予ᐃである。 

全ဨᑐ㇟のㅮ₇会や TAによる個別ㄽᩥᣦᑟはᏛᰯᚩ཰㔠で、ཧ⪃ᅗ᭩・ㄽᩥ入ᡭᨭ᥼は一⯡予

⟬でまかなう。኱Ꮫᩍᤵ➼からᚓていた㐠Ⴀへの助ゝ・ᣦᑟᨭ᥼については⥅⥆していただける

とのពྥを♧していただいた。また、኱Ꮫのコンソーシアムやᆅ元 NPOのά⏝を⤂介していただ

いた。企ᴗの CSRᢸᙜ㒊㛛との㐃ᦠも、ᅜ㐃グローバルコンパクト⨫ྡ企ᴗとのつながりを⏕か

して⥅⥆できるぢ㏻しである。 

㏣㊧ㄪᰝを㏻じてできた SGH を⤒㦂した༞ᴗ⏕とのつながりを⏕かすことも予ᐃしている。また

ྠ❆会の༠力をᚓてከᵝな分㔝の⤒㦂をᣢつ᪉を◊✲Ⓨ⾲会のコメンテーターとしてά㌍してい

ただくこともᥦ᱌していきたいと⪃えている。 

㸳ᖺ㛫でᚓた⤒㦂とネットワークを使って、WWL・SSHのྲྀ⤌とຠᯝⓗに⤌ྜせながら、SGHの┠

ᶆとしてきた力の⫱ᡂのためのྲྀ⤌みをさらにⓎᒎさせていくことが༑分ᮇᚅできる。また、先

⾜してྲྀり⤌んだ「♫会とつながりキャリアにつながるㄢ㢟◊✲ᣦᑟ」について今ᚋもᡂᯝのᬑ

ཬにྲྀり⤌む。 

ከᵝᛶについてのᅜ内・ᾏእ◊修は㠀ᖖにຠᯝが኱きかったことが༞ᴗ⏕への㏣㊧ㄪᰝで᫂らか

になっている。Ẹ㛫㈨㔠によるものもྵめて᝟ሗを཰㞟し㸪⏕ᚐに✚ᴟⓗに⤂介していきたい。 

【ᢸᙜ⪅】 
 
 
  

ᢸᙜㄢ ᩍ⫱᣺⯆ᐊ㧗➼Ꮫᰯㄢ 㹒㹃㹊 06-6944-7093 

Ặ ྡ ⚟ᮏ ⨾⣖ 㹄㸿㹖 06-6944-6888 

⫋ ྡ ᣦᑟ主事 e-mail T-FukumotoMik@medu.pref.osaka.jp 
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㸯㸬ᮏᵓ想において実⌧する成ᯝ┠ᶆのタ定㸦アウトカム㸧

䠍’指定䠐年目以降䛻検証䛩䜛成果目標

目標設定䛾考䛘方䠖SGH対象生徒䛻䛴䛔䛶䠑年後70䠂䛻影響䛒䜚䛸想定。※䠏年生䛻学部選択䜈䛾影響䛻䛴䛔䛶12月䛻尋䛽䛯質問䜈䛾䛂䛿䛔䛃䠇䛂多少䛃䛾割合。䛯䛰䛧、䛂SGH

対象生徒以外䛃䛿総合科学科生徒䜢除䛟。䛂䛿䛔䛃䛻限定䛩䜛䛸50%䛸17%

d

大学在学中䛻留学又䛿海外研修䛻行䛟卒業生䛾数

- - - - 1 6(1) 　　　　　4人-

目標設定䛾考䛘方䠖SGH対象生徒䛻䛴䛔䛶卒業生䛾10人䛻䠍人。★注䠖31年度䛿卒後䠎年目䛾卒業生䛻2019年8月䛻尋䛽䛯追跡調査䜈䛾回答者42人(全体䛾14%䠈SGH対象22

人対象外20人䠅䛻䛴䛔䛶䛾数䜢記載䛧䛯。今後行䛟予定䜒含䜐。( )内䛾数䛿䛩䛷䛻行䛳䛯数。

- - - 4 11(3) 　　　8人

c

䠄SGH䛷䛾䠅課題研究䛜大学䛾専攻分野䛾選択䛻影響䜢与䛘䛯生徒䛾割合

- - 59% 45% 41% 62% 30%-

- 73% 79% 60% 79% 70%

b

海外大学䜈進学䛩䜛生徒䛾人数

　　　　　䠏人 3 3 1 1 0 　　　　　3人　　　　䠑人

目標設定䛾考䛘方䠖SGH対象生徒䛻䛴䛔䛶䠏年間毎年度䜋䜌2人増䜢想定。※数字䛿、前年卒業䛧䛭䛾年度䛻進学䛧䛯生徒䛾数

　　　　　9人

目標値(31年度)

a

国際化䛻重点䜢置䛟大学 䜈進学䛩䜛生徒䛾割合

45% - 71% 70% 15% 未確定 50%

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度25年度

45%

目標設定䛾考䛘方䠖SGH対象生徒䛻䛴䛔䛶䠏年間毎年度5䝫䜲䞁䝖程度増。※H29䜎䛷䛿意欲䛾数字䛂䛿䛔䛃䠇䛂多少䛃䛾割合。H30年度䛿SGU䛻限定䛧䛯。

- 92% 92%

c

将来留学䛧䛯䜚、仕事䛷国際的䛻活躍䛧䛯䛔䛸考䛘䜛生徒䛾割合

10% 76% 76% 76% 74% 10%

目標設定䛾考䛘方䠖SGH対象生徒䛻䛴䛔䛶䠏年間毎年度約10䝫䜲䞁䝖増。　※䛂䛿䛔䛃䠇䛂多少䛃䛾合計。䛂䛿䛔䛃䛻限定䛩䜛䛸67%䛸31%

10%

89% 94% 91% 92% 92% 40%SGH対象生徒䠖

SGH対象生徒以外䠖

e

卒業時䛻䛚䛡䜛生徒䛾䠐技能䛾総合的䛺英語力䛸䛧䛶CEFR䛾B1䡚B2䝺䝧䝹䛾生徒䛾割合

45% 45%程度 40%程度 70%程度 70%程度 70%程度 45%

目標設定䛾考䛘方䠖SGH対象生徒䛻䛴䛔䛶䠏年間毎年5〜10䝫䜲䞁䝖増。　※担当者䛻䜘䜛推測値。C1䝺䝧䝹䛾生徒䜒含䜐。

45%

- 95%程度 95%程度 95%程度 95%程度 70%SGH対象生徒䠖

SGH対象生徒以外䠖

a

自主的䛻社会貢献活動䜔自己研鑽活動䛻取䜚組䜐生徒数

197 194 166 203 161 60人

目標設定䛾考䛘方䠖 SGH対象生徒䛻䛴䛔䛶社会問題䜈䛾関心増䛸䛸䜒䛻䠏倍䛻。学校全体䛸䛧䛶、現状䛾倍近䛟䛻引䛝上䛢。　※高校在学中䛾経験䛸䛧䛶尋䛽䛶䛔䜛。

　　　　40人 　　　　40人 348 393 373 283 20人

SGH対象生徒䠖

SGH対象生徒以外䠖

b

自主的䛻留学又䛿海外研修䛻行䛟生徒数

　　　　䠐人 90 (19) 86 (36) 76 45 　　　　　3人

目標設定䛾考䛘方䠖SGH対象生徒䛻䛴䛔䛶䠏年間2人䛪䛴増、䛭䛾後維持。目標䛿現状䛾約䠎倍。

※27年度䛿全国際文化科生徒中䛾数、(   )内䛾数字䛿、調査年度䠍年䛻限定䛧、詳細䛻䛴䛔䛶申告䛜䛒䛳䛯数。

　　　　䠐人

66 79 (46) 73 (49) 58 73 　　　　　7人SGH対象生徒䠖

SGH対象生徒以外䠖

d

公的機関䛛䜙表彰䛥䜜䛯生徒数、又䛿䜾䝻䞊䝞䝹䛺社会又䛿䝡䝆䝛䝇課題䛻関䛩䜛公益性䛾高䛔国内外䛾大会䛻䛚䛡䜛入賞者数

　　　　1人 8 7 18 0 　　　　　1人

目標設定䛾考䛘方䠖SGH対象生徒䛻䛴䛔䛶䠎年䜑以降䠏年間毎年1人䛪䛴増。　※高校在学中䛾経験䛸䛧䛶尋䛽䛶䛔䜛。H29年度䜘䜚表彰内容䜢精査䛧、定義䜢限定䛧䛯。

　　　　　　人

16 12 3 13 2 5人SGH対象生徒䠖

SGH対象生徒以外䠖

平成27年度スーパーグローバルハイスクール　┠ᶆタ定シート

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 目標値(31年度)

䜅䜚䛜䛺 䛚䛚䛥䛛䜅䜚䛴䛫䜣䜚䛣䛖䛸䛖䛜䛳䛣䛖

指定期間 27䡚31学校名 大阪府立千里高等学校

25年度

SGH対象生徒䠖

SGH対象生徒以外䠖

SGH対象生徒䠖

SGH対象生徒以外䠖

SGH対象生徒䠖

SGH対象生徒以外䠖

SGH対象生徒䠖

SGH対象生徒以外䠖

28% 未確定 60%

- - - 0 2
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1. ଢ଼஢৫৅౥വਾઔછ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸰㸬グローバル・リーダーを⫱成する㧗ᰯとしてのά動ᣦᶆ㸦アウトプット㸧

䠘調査䛾概要䛻䛴䛔䛶䠚

䠍䠊生徒䜢対象䛸䛧䛯調査䛻䛴䛔䛶

706 641 633 597 553SGH対象外生徒数

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

911 950 960 953 946 947 903

254 312 284 350 350

全校生徒数䠄人䠅

SGH対象生徒数

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 目標値(31年度)25年度

a

課題研究䛻関䛩䜛国外䛾研修参加者数

　　　　䠌人 10 12 10 10 10 　　　　16人

目標設定䛾考䛘方䠖国外研修䛾意義䛜伝䜟䜛䛸䛸䜒䛻年間計画䛻位置付䛡䜛䜘䛖䛻䛺䜛䛯䜑、毎年度2人程度増䛸想定。

　　　　　　人

b

課題研究䛻関䛩䜛国内䛾研修参加者数

　　　　　䠌人 127 121 113 111 153 　　120人

目標設定䛾考䛘方䠖完成年度䛻䛿半数以上䛜何䜙䛛䛾研修䞉䝣䜱䞊䝹䝗䝽䞊䜽䛻参加䛩䜛䛣䛸䜢想定。

　　　　　　人

c

課題研究䛻関䛩䜛連携䜢行䛖海外大学䞉高校等䛾数

　　　　　䠌校 0 0 0 0 1 　　　　　4校

目標設定䛾考䛘方䠖年間計画䛾調整䜢伴䛖䛯䜑、2年䛤䛸䛻1校増䛸想定。

　　　　　　校

d

課題研究䛻関䛧䛶大学教員及䜃学生等䛾外部人材䛜参画䛧䛯延䜉回数䠄人数×回数䠅

　　　　䠍䠌人 46 39 50 47 56 48人

目標設定䛾考䛘方䠖年間計画䛾調整䜢伴䛖䛯䜑、初年度䛿難䛧䛔䛜、完成年度䛻䛿䠎年生各䝔䞊䝬䜾䝹䞊䝥䛻䠎人䜢䠎回。

　　　　　　人

e

課題研究䛻関䛧䛶企業又䛿国際機関等䛾外部人材䛜参画䛧䛯延䜉回数䠄人数×回数䠅

　　　　　䠌人 12 18 24 55 55 　　　24人

目標設定䛾考䛘方䠖年間計画䛾調整䜢伴䛖䛯䜑、初年度䛿難䛧䛔䛜、完成年度䛻䛿䠐䛴䛾䝔䞊䝬䛻5,6人䜢想定。

　　　　　　人

f

䜾䝻䞊䝞䝹䛺社会又䛿䝡䝆䝛䝇課題䛻関䛩䜛公益性䛾高䛔国内外䛾大会䛻䛚䛡䜛参加者数

　　　　　1人 11 14 5 7 5 　　　　　8人

目標設定䛾考䛘方䠖大会䛾䝔䞊䝬䛜関係䛩䜛䛸䛸䜒䛻、年間計画䛾調整䜢伴䛖䛯䜑、2年䛤䛸䛻2人増䛸想定。H29䛿内容䜢精査䛧定義䜢厳密䛻䛧䛯。

　　　　　　人

g

帰国䞉外国人生徒䛾受入䜜者数䠄留学生䜒含䜐。䠅

　　　30人 57 52 37 43 38 　　　　45人

目標設定䛾考䛘方䠖年間計画䜢調整䛧相手側䛸連携䛧留学生䜢増䜔䛩䜘䛖取䜚組䜐䛯䜑、2年䛤䛸䛻5人増䛸想定。

　　　　30人

h

先進校䛸䛧䛶䛾研究発表回数

　　　　1回 0 0 0 1 0 　　　　4回

目標設定䛾考䛘方䠖1䡚3年次䜎䛷䛾指導方法䛾研究開発䜢振䜚返䜚、役立䛴情報䜢提供䛩䜛䛯䜑4年目䜘䜚発表回数䜢増。

　　　　　　回

目標設定䛾考䛘方䠖䠏年目䛛䜙成果普及䛾䛯䜑校外䛾教員向䛡䛻実施䛩䜛。

目標設定䛾考䛘方䠖26年度䛻整備䜢始䜑、年度内䛻完成䛥䛫䜛。

j

䠄䛭䛾他本構想䛻䛚䛡䜛取組䛾具体的指標䠅実践報告会䛾実施

○ ○ ○

i

外国語䛻䜘䜛䝩䞊䝮䝨䞊䝆䛾整備状況

○整備䛥䜜䛶䛔䜛　　△一部整備䛥䜜䛶䛔䜛　　×整備䛥䜜䛶䛔䛺䛔

△ ○ ○ ○ ○ ○ ○×
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２ .ଢ଼஢開発ଡ୳の໪ਏ (௷ხ ) 
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2. ଢ଼஢開発ଡ୳の໪ਏ（௷ხ） 

(1) ଢ଼஢開発ଡ୳੡ 

グローバル・マネジメント力を૟えたリーダーの୘ਛੑ઺ 

(2) ଢ଼஢開発の目的・目ఏ 

１）目的: 
国੠的なୖ਻について，ステークホルダーがＷin-Ｗin の関બとなるような઀੧を行う力であるグローバル・マネジメント力

を૟えたリーダーを୘ਛするためのઇ୘ୖஙのଢ଼஢開発。 

２）目ఏ 
生െに対し，ઃにൕげるグローバル・マネジメント力を୘ਛすることを৯ఏとする。 

・ 高い社会๾൴ਔ௙ 

・ 国੠的ୖ਻についての੗એ的なଳਡと஥い৶ੰ 

・ 国੠的ୖ਻について౎者と৴௚・ੈ৹しつつർ஢する力 

・ ステークホルダーがＷin-Ｗin の関બとなるようฑໞかつ൉ୗ的な઀੧を行う力 

・ 高いレベルのコミュニケーション・ツールとしてのஶୁ力 

(3) ଢ଼஢開発の໪ਏ 
① ୖ਻ଢ଼஢のଢ଼஢୩ୠとして国৴グローバル・コンパクト（ਰ下，GC）の４分野(ௌ௮，୭୆，人ਥ，ྂ૷ଆૃ)を਄り上

げ，GC ૞઺੫業と NGO の਄ੌのૻຎ，఺び，GC の਄ੌみにબる日米ૻຎという手法により੗એ的なଳਡを୘むため

の੐଑法をଢ଼஢開発する。 

  →立場やਹ૩が対立する୩ୠをୖ਻ଢ଼஢の対଴とする。 

② 国৴・大৾・੫業・NGO と৴௚し，フィールドワークಉを通じଢ଼஢者・ৰᄷੇの生き方にઉமඡれることにより，高い

社会๾൴ਔ௙と GC にબる஥い৶ੰを୘むとともに，高いレベルのコミュニケーション力としてのஶୁ力を਱上させる

ための஍ટ的なଢ଼ఊੑ઺をଢ଼஢開発する。 

  →国੠的ୖ਻に਄りੌむ大人の௅にඡれる 

③ 生െが൩いにੈ力しながら৴௚ਃ関ಉよりిજに੐଑・੍ରをਭけ，૑ਏなੲਾをઽૐ・分ෲ・ତ৶する力をମにહけ

ることができる੐଑法をଢ଼஢開発する。 

  →ਗ部のઇ୘ৱ౺の଑入と૛৶的ઓઅをയす੐଑法のଢ଼஢ 

④ 上੶⋇～⋉を通じ，ステークホルダーがＷin-Ｗin の関બとなるようฑໞかつ൉ୗ的な઀੧を行える力を生െに୘むた

めのઇ୘ୖஙをଢ଼஢開発する。 

  →３年間で、「ੴる」、「৹べる」、「઀੧する」へと発னさせる৾ಆ場એの઀୹ 

(4) ৾ૅ全体のૠெ（਴ਛ 29 年度） 
 
 
 
 
 
 
 

(5) ଢ଼஢開発の内ઍಉ 

１）全体について 

A. ਠ૾の分ෲとୖ਻ 

本ૅにおいては，国੠ધ৲ఐにおけるୖ਻ଢ଼஢のସを

਱上させ，国੠的ୖ਻に高い関ੱをもつ人౫୘ਛのႸ

野をఁ大するとともに，グローバル・リーダーを୘ਛす

ることがୖ਻である。そのため，国੠ધ৲ఐにおけるୖ

਻ଢ଼஢の୩ୠに国৴グローバルコンパクト（GC）４分

野を਄り入れ，GC ୖ਻ଢ଼஢コースをਝ઼する૑ਏがあ

る。また，１・２年ઃについてはそれぞれの発୸஺మに

৸日਑の 
ୖங 

ਸ਼１৾年 ਸ਼２৾年 ਸ਼３৾年 ੑ 
生െਯ ৾௻ਯ 生െਯ ৾௻ਯ 生െਯ ৾௻ਯ 生െਯ ৾௻ਯ 

国੠ધ৲ఐ 160 ４ 158 ４ 154 ４ 472 12 
੕合ఐ৾ఐ 159 ４ 159 ４ 156 ４ 474 12 

ੑ 319 ８ 317 ８ 310 ８ 946 24 
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2. ଢ଼஢開発ଡ୳の໪ਏ 

 

ૢじたテーマを઀ંすること，３年ઃについてはஶୁ

で発਀・ୈ૛するための৭උఐ৯をఁ大することが૑

ਏである。ਸえて，本ૅが SSH によりଢ଼஢開発してき

た，ୖ਻ଢ଼஢೿฽਋における੐଑法をૢ৷することが

૑ਏである。 

B. ଢ଼஢開発のෘହ 

ෘହ１． 国੠ધ৲ఐの生െを対଴とする。ୖ਻ଢ଼஢が

本ત৲する２年ઃਰఋについては，GC にબるୖ਻ଢ଼஢

のコースをਝ઼し，同コースを੐଑するઇ員チームを

ੌ௶することが૑ਏである。また，生െの਌体ਙを୘み

つつ，発୸஺మにૢじたテーマをંす。それにより，グ

ローバルなୖ਻に対する高い関ੱと஥い৶ੰをもつ人

౫୘ਛのႸ野のఁ大とグローバル・リーダーの୘ਛを

ુに୸ਛすることができる。 

ෘହ２． ＧＣに関わるステークホルダーそれぞれのਹ

૩関ੱについて৾び，੫業と NGO，఺び，日・米の਄

ੌみについて生െがૻຎ対සするとともに，地ୠの੫

業ੇಉの੍ରをਭけ，ৰ生ણとの関わりの中でୖ਻ଢ଼

஢を行うலੌみをつくる૑ਏがある。それにより，ਠৰ

に໌した，ฑໞかつ൉ୗ的な઀੧を行えるようになる。 

ෘହ３． GC やグローバルなୖ਻に਄りੌむ人たちと

ઉமඡれあうਃ会や見৾・ৰಆを੗く਄り入れること

が૑ਏである。્ に，中間発਀会後のଢ଼஢೿฽਋にそう

することにより，生െはモチベーションを೐੅すると

ともにਤଡ଼や生き方についてઓดを஥める。 

ෘହ４． ൩いにજᰱማ༿するようなリーダーಽを୘て，

౎の生െをᏋਬするலੌみをつくる૑ਏがある。その

ことにより，રれたਔඟ・ચ力をથする生െを୘ਛ・੍

ରすることができるようになる。 

2）ୖ਻ଢ଼஢について 

A. ଢ଼஢୩ୠ 

GC の４分野である「人ਥ」「ௌ௮」「୭୆」「ྂ૷ଆૃ」

をਝ定する。このଢ଼஢୩ୠは，本ૅがすでに国੠ધ৲ఐ

のୖ਻ଢ଼஢において੗くの生െが਄り上げてきたもの

である。この୩ୠを明ંすることにより，生െがこれま

でਰ上に఻体的にテーマをਝ定することができ，ଢ଼஢

のସが਱上するとઅえている。 

B. ৴௚ਃ関，఺び，৴௚の内ઍ 

◯ ୖ਻ଢ଼஢においては，ઃのਃ関ಉと৴௚する。 

・ 国੠৴合日本৻਀部（ਰ下，国৴） 

・ 大ଚ大৾国੠ਁુ政ੁଢ଼஢ఐ（ਰ下，ଚ大） 

・ 関ਧ৾੹大 「৾国৴ユースボランティア」ୣ ാ日本ธ

ಫセンター（ਰ下，関৾） 

・ グローバル・コンパクト・ジャパン・ネットワーク（ਰ

下，GC ジャパン） 

・ アジア・୬਴ஞ人ਥੲਾセンター（ਰ下，ヒューライ

ツ大ଚ） 

・ 大ଚਿ中৵੫業ੇ同௵会ਨブロック（ਰ下，同௵会） 

・ Anti-Defamation League（ਰ下，ADL）（これらの

ਃ関ಉを੕ูしਰ下，大৾ಉ） 

◯৴௚の内ઍについては，ઃの通りである。 

・ 国৴…本ૅ５਋生のඖ田ඤ一੽（੪国৴開発ੑ઺ඐ

ਜ）と৴௚し，ニューヨークଢ଼ఊ時に，日本৻਀部よ

り国੠的なୖ਻，఺び，GC についてご൥ଝいただく。 

・ ଚ大…ၕ生ჟ৻ၳઇ౸にごੈ力いただき，年度ଜに

ৰ઱するୖ਻ଢ଼஢発਀大会においてご੐଑・ごஃ੉

いただく。また，同ଢ଼஢ఐが਌ಈするઃの行事ಉにつ

いてご੧内いただき，本ૅ生に૞ਸさせる。 

・ 国੠的ୖ਻にબる൥౰会 

・ サマーキャンプ（৸国高ૅ生を対଴とした国੠的

ୖ਻についての೛ຠଢ଼ఊ会） 

・ 高ૅ生を対଴とした国੠ਁુ政ੁ৾会，ಉ 

・ 関৾…同大 「৾国৴ユースボランティア」ୣ ാ日本ธ

ಫセンターと৴௚し，開発ಥ上国ಉにおいてボラン

ティアに਄りੌんだ৾生によるご൥౰，఺び，本ૅ生

のୖ਻ଢ଼஢へのご੐଑・ごஃ੉をいただく。ৰ઱時਋

については，中間発਀会ਰ後のୖ਻ଢ଼஢のன開・発ன

਋とする。 

・ 国৴グローバルコンパクト・ネットワーク・ジャパン

…同事ਜଂを通じ，੮体として本ૅ生のୖ਻ଢ଼஢に

対しご੐଑・ごஃ੉いただくことについてごഅੳい

ただいている。ളਯの੫業のご૿ਊ者より，それぞれ

の఻体的なણ৿についてのご൥ଝ，఺び，ୖ ਻ଢ଼஢中

間発਀会におけるご੐଑・ごஃ੉をいただく。 

・ ヒューライツ大ଚ…ジェファーソン・プランティリ

ア੽（਌ભଢ଼஢員）と৴௚し，本ૅ１年生対଴に，৺
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2. ଢ଼஢開発ଡ୳の໪ਏ 

 

５日間のଢ଼ఊ会 （日షり）をৰ઱することとしている。

テーマは，GC のਔଝ，市民の立場から GC に਋ୄす

るもの，఺び，રれた੫業の਄ੌについてのງஂであ

る。また，中間発਀会において੐଑と௬੼もしていた

だく。 

・ 同௵会…同ਨブロック事ਜଂを通じ，中間発਀会ਰ

後のୖ਻ଢ଼஢のன開・発ன਋において，本ૅ生による

੫業௰ਖਭけ入れ・フィールドワークと，インタビュ

ーಉに対するご੐଑をいただく。 

・ ADL…ニューヨークଢ଼ఊ時に，੗એ的なଳਡを੅つ

ことのਔଝ，ୖ਻ଢ଼஢チームಉૐ੮内のੈ力関બを

高めるためのスキルಉについて，૞ਸ体ୡ஑৾ಆに

よりご੐଑いただく。また，ニューヨークଢ଼ఊにおい

ては，ターニャ・オダム੽（Global Diversity and 

Inclusion and Education Consultant and 

Executive Coach）と৴௚し，生െが，GC や੫業の

社会的ிભ（CSR）௓ਤに਄りੌむ米国੫業を௰ਖし，

フィールドワークやインタビューಉを行えるよう੫

઺する。 

C. ૚৾年のୖ਻ଢ଼஢ 

【１年ઃ】 

・ୖ਻ଢ଼஢の৯的 

① ୖ਻ਝ定から૛ધ੿ਛまでの੐଑法のଢ଼஢開発。 

② 国੠ધ৲ఐの生െ 160 ੡৸員の，グローバルな

ୖ਻と，GC，఺び，ଢ଼஢୩ୠに対するੴ௙・関

ੱを਱上させること。 

③ グローバルなୖ਻と GC について高い関ੱを੅

ち，ୖ ਻ଢ଼஢においてરれたਔඟ・ચ力をથする

生െを୘ਛすること。 

・ෘହとの関બと਋ୄされるਛટ 

生െの自発ਙを୘みつつ，１年ઃの発୸஺మにૢじた

テーマをਝ定することにより，଒られた時間内にସの

高い৹ਪଢ଼஢が行えるようになる。また，ୖ ਻ਝ定から

૛ધ੿ਛまでのੴ௙・スキルが਱上するため，ୖ ਻ଢ଼஢

のସが਱上する。 

① ੫業の਄ੌと NGO の਄ੌみをૻຎ対සさせる

ことにより，ୖ਻ଢ଼஢のସが਱上する。 

② １年生৸員がグローバルなୖ਻と GC について

の੦ຊੴ௙をඃ੭するため，グローバルなୖ਻

に対する高い関ੱと஥い৶ੰをもつ人౫୘ਛの

Ⴘ野がఁ大する。 

③ GC ୖ਻ଢ଼஢コースをਝ઼し，同テーマに対しਔ

ඟ関ੱのある生െをૐめることにより，లਟの

グローバル・リーダーを୘ਛ・੍ ରすることでき

るようになる。 

④ 中間発਀ਰ後，ଢ଼஢೿฽਋において，同௵会ಉ関

બ者へのインタビューを行わせることにより，

生െのモチベーションを೐੅させることができ

る。また，リーダーとしての自ಁが高まり，లਟ

のグローバル・リーダーとしてਛ長するీਃと

なる。 

【２年ઃ】 

・ୖ਻ଢ଼஢の৯的 

① ୖ਻ଢ଼஢と発਀のସを高めるための੐଑法のଢ଼

஢開発。 

② GC ୖ਻ଢ଼஢コース生െのテーマについての৶

ੰをさらに஥めるとともに，大৾ಉ関બ者と৴

௚し，ੲਾઽૐや੔行ଢ଼஢について৹ਪしたり，

チームをうまくとりまとめたりするなど，マネ

ジメント力をஅむୖ਻ଢ଼஢のスキルアップを௕

ること。 

③ ્に高い関ੱを੅つ生െをリーダーとして୘

ਛ・੍ରすること。 

・ෘହとの関બと਋ୄされるਛટ 

① 生െの自発ਙを୘みつつ，１年ઃより୔ಔ度の高

いテーマをਝ定することにより，生െのモチベー

ションが高まるとともに，଒られた時間内にସの

高い৹ਪଢ଼஢が行えるようになり，ୖ਻஢のସが

਱上する。 

② ੫業の਄ੌと NGO の਄ੌみにਸえ，日米の਄ੌ

みをૻຎ対සさせることにより，ୖ਻ଢ଼஢のସが

਱上する。 

③ GC ୖ਻ଢ଼஢コース・リーダーを中ੱに，国৴本部，ADL

ಉにおけるଢ଼ఊをৰ઱することにより，リーダー間

の৴ఝ૎がਘまり，ୖ ਻ଢ଼஢に対するモチベーション

がさらに਱上する。 

④ 中間発਀会ਰ後，ଢ଼஢೿฽਋において，同௵会ಉ

関બ者へのインタビューを行わせることにより，
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2. ଢ଼஢開発ଡ୳の໪ਏ 

 

生െは，ਤଡ଼や生き方についてのઓดを஥めると

ともに，ୖ਻をৰ生ણとの関わりの中でർ஢でき

るようになる。 

䐣 ３月に，ＧＣୖ ਻ଢ଼஢コースのરೢチームをＡＤＬಉに

ୣാし，インタビューಉを行わせることにより，グロー

バルにણඩしたいというモチベーションをより高める

ことができる。 

【３年ઃ】 

・ୖ਻ଢ଼஢の৯的 

① ３年ઃの৭උఐ৯として，਴ਛ 28 年度に「グロ

ーバル・スタディーズ」を新ਝするとともに，生

െがୖ਻ଢ଼஢の内ઍについてஶୁにより発ਦ・઀

੧し，ୈ૛する力を୘むこと。なお，੐଑ઇ員は

GC ୖ਻ଢ଼஢コース৭උ生െに対し，同ఐ৯，あ

るいは，ใோの「トピック・スタディーズ」を৭

උすることをയすこととする。 

② ADL と৴௚し，米国において発਀・઀੧，ୈ૛す

るਃ会をਝけるよう౑め，生െがਲਗのಂを同じ

くする੫業・੮体関બ者とネットワークをണくこ

とができるようにすること。 

③ ଚ大の国੠ਁુ政ੁ৾会をはじめとするଢ଼஢発

਀会，GC ಉが਌ಈするଢ଼஢会ಉに૞ਸするよう

౑めるとともに，৸国のಂを同じくする੫業・੮

体関બ者とネットワークをണくことができるよ

うにすること。 

④ TOEFL ਭਫ਼者を 40 ੡ਰ上とし，ਲਗ大৾へのダ

イレクトਤ৾者をളਯ੡出すこと。 

・ෘହとの関બと਋ୄされるਛટ 

① ３年ઃの৭උఐ৯の中に，「グローバル・スタディ

ーズ（GS）」(２౐ਜ਼)を新ਝする。৯ఏは，国੠的

なୖ਻をテーマとして਄り上げ，高度なஶୁによ

るコミュニケーション力を୘ਛすることである。

本ૅにはすでに，同じ੐଑法を৷いている৭උఐ

৯「トピック・スタディーズ（TS）」（２౐ਜ਼）が

あり，୻年 20～40 ੡が৭උしている。今回，GS

を新ਝすることにより，グローバルにણඩするこ

とを৯ఏとする生െಽがఁ大する。 

② 「GS」と「TS」といった౸業において，GC ୖ਻

ଢ଼஢コースのテーマを਄り上げることにより，同

テーマについてのઓดが஥まるとともに，発਀・

ୈ૛ಉを行うために૑ਏな高度なஶୁ力をಆ੭

できる。 

３）ୖ਻ଢ଼஢ਰਗの਄ੌみ 

A. ৾ૅਝ定ఐ৯「グローバル・スタディーズ」の新ਝ 

３年ઃの৭උఐ৯として，਴ਛ 28 年度に「グローバ

ル・スタディーズ（GS）」を新ਝし，国੠的なୖ਻や GC

ୖ਻ଢ଼஢コースのテーマについて，高度なஶୁにより

プレゼンテーションやୈ૛を行える力を୘ਛする。ま

た， TOEFL iBT ಉをણ৷した੐଑を行う。 

B. 「トピック・スタディーズ」で GC ಉをテーマとすること 

３年ઃ৭උఐ৯「トピック・スタディーズ」の੐଑ඨ৯

の中に，国੠的なୖ਻と GC ୖ਻ଢ଼஢コースのテーマ

を੦にした，ஶୁによるプレゼンテーションやୈ૛を

਄り入れる。 

C. ICT ਃஓಉをણ৷したખૡ౸業とઇఐ੐଑ 

１年ઃ「ஶୁધ法」・２年ઃ「ஶୁライティング」において１

年間の౸業಩൸をଲ੿し，ખૡ౸業をৰ઱。ஶୁ・国ୁ・地

ഄਁ民・৶ఐಉにおいて ICT ਃஓ・ଳലಁਃஓを஍ટ的にણ

৷する。D. グローバル・リーダー୘ਛに関する୭୆ତ૟，ઇ

୘ୖஙୖਗの਄ੌ内ઍ・ৰ઱方法 

・৸員対଴ਲਗଢ଼ఊ൒行のৰ઱ 

ਬਢき，国੠ધ৲ఐの৸生െ（160 ੡）に，２年ઃ，オ

ーストラリアにおいて，５日間のホームステイをກと

したଢ଼ఊ൒行をৰ઱する。 

・国੠৶ੰ൥ౠの開ಈ 

１・２年ઃに，国੠ધ৲ఐの生െ৸員を対଴に，JICA

૙員ಉをഃき，国੠৶ੰ൥ౠを行う。਴ਛ 26 年度につ

いては，ハワイ大৾ઇ౸をഃき，൥౰会をৰ઱した。今

後ਬきਢき，ਗ部൥పによるଢ଼஢会ಉをৰ઱する。 

・ਲਗの高ૅ生とのઐ૴ 

長・ಢ਋೏৾生を஋ா的にਭけ入れる。（൐年 30 ੡ਰ

上）ハイスクール・ディプロマッツઐ૴（৸米৭௷生െ

とのઐ૴），大ଚਿカリフォルニア௵஀ઐ૴（日本ୁを

৾ಆしている生െとのৼ൩ઐ૴），日บ高ૅ生ઐ૴（フ

ランスの日本ୁ・日本ધ৲を৾ಆしている生െとのৼ

൩ઐ૴）ಉ，ਲਗ高ૅ生とのઐ૴とୈ૛会をৰ઱する。

今後，ਰ上の਄ੌみをಲਢする。 
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2. ଢ଼஢開発ଡ୳の໪ਏ 

 

(6) ଢ଼஢開発ੑ઺・௬੼ੑ઺ 

1) ਸ਼一年ઃ(਴ਛ 27 年度)  

A. ଢ଼஢開発ੑ઺ 

① ୖ਻ਝ定から૛ધ੿ਛまでの੐଑法のଢ଼஢開発 

a .「ർ஢੦ຊ」のઇ୘ୖஙにおける଑入部分（「ਞづき」「ୖ

਻ਝ定」「৹ਪੑ઺」）について਴ਛ 25 年度開発したもの

を੝ఒするとともに，後઄の੐଑法についてਫ਼ୈし，ੁ

定する。 

b . 「ർ஢੦ຊ」఺び「ർ஢」のઇ୘ୖஙにおける GC ୖ਻

ଢ଼஢コースにબる੐଑・੍ର方法についてਫ਼ୈし，ੁ定

する。 

c . GC ୖ਻ଢ଼஢コース৭උ生െが 80 ੡ਰ上となるような

௮きかけ方についてଢ଼஢する。 

d . 中間発਀会ਰ後の「೿฽਋」における੐଑法についてଢ଼

஢開発する。 

② 大৾ಉとの৴௚ੑ઺についてのৼ୥と৹ତ 

a . 大৾ಉとの৴௚について，関બਃ関と৹ତし，年間ੑ઺

を੿ਛする。 

b . グローバルୖ਻・GC について，੐଑ઇ員対଴のଢ଼ఊを

ৰ઱する。 

c . GC ୖ਻ଢ଼஢コースにਔඟ・関ੱをથする１年生৺ 10

੡によるニューヨークଢ଼ఊをৰ઱するとともに，ਠ地に

おいて国৴・ADL ಉとଢ଼ఊ内ઍについてੈ৮する。 

③ 「GS」の੐଑法，఺び，「TS」における GC の଑入方法

のଢ଼஢開発 

・「GS」の੐଑法，఺び，「TS」における GC の଑入方法を

ଢ଼஢開発する。 

④ 国੠ਙとコミュニケーション・ツールとしてのஶୁ力を

਱上させる਄ੌみ 

・国੠ધ৲ఐのਲਗଢ଼ఊがସの高いものとなるようੑ઺す

る。 

䐣 「ർ஢੦ຊ」にબるৰᄷಉのஶୁගਾઔを੿ਛし，৾ૅ

ホームページにアップロードする。 

B. ௬੼ੑ઺ 

① ୖ਻ਝ定から૛ધ੿ਛまでの੐଑法のଢ଼஢開発 

a.「ർ஢੦ຊ」「ർ஢」のઇ୘ୖங，఺び，ＧＣୖ਻ଢ଼

஢コースにબる੐଑・੍ର方法，中間発਀ਰ後の「೿฽

਋」における੐଑法がੁ定できたかどうかにより௬੼

する。 （「ർ஢」については，਴ਛ２７～２８年度の

２年間で開発する。） 

b.ＧＣୖ਻ଢ଼஢コース・リーダーを発໧できたかどう

かについて，੐଑ઇ員による௴௄ಉにより௬੼する。 

② 大৾ಉとの৴௚ੑ઺についてのৼ୥と৹ତ 

・大৾ಉとの৴௚ੑ઺についてੁ定できたかどうかに

より௬੼する。 

③ 「ＧＳ」の੐଑法，఺び，「ＴＳ」におけるＧＣの଑入方

法のଢ଼஢開発 

・「ＧＳ」の੐଑法，఺び，「ＴＳ」におけるＧＣの଑入

方法を開発できたかどうかにより௬੼する。（਴ਛ２７

～２８年度の２年間で開発する。） 

④ 国੠ਙとコミュニケーション・ツールとしてのஶୁ力を

਱上させる਄ੌ 

・国੠ધ৲ఐの２年ઃのਲਗଢ଼ఊが高いସとなるよう

ੑ઺されたかどうかにより௬੼。 

䐣 「ർ஢੦ຊ」にબるৰᄷಉのஶୁගਾઔを੿ਛし，৾ૅ

ホームページにアップロードする。 

・「ർ஢੦ຊ」にબるৰᄷを中ੱとしたஶୁගਾઔが੿

ਛされ，৾ૅホームページにアップロードされたかど

うかにより௬੼する。 

２）ਸ਼੸年ઃ(਴ਛ 28 年度) 

A. ଢ଼஢開発ੑ઺ 

① ୖ਻ଢ଼஢と発਀のସを高めるための੐଑法のଢ଼஢開発 

a.「ർ஢」のઇ୘ୖங，఺び，GC ୖ਻ଢ଼஢コースにબ

る੐଑・੍ର方法，中間発਀ਰ後の「೿฽਋」における

੐଑法についてਫ਼ୈし，ੁ定する。 

b. ਸ਼੸年ઃにおける GC ୖ਻ଢ଼஢コース・リーダーに

対する੐଑法についてੁ定する。 

c. ਸ਼੸年ઃの中間発਀ਰ後の「೿฽਋」における੐଑

法についてଢ଼஢開発する。 

② 大৾ಉとの৴௚ੑ઺についてのৼ୥と৹ତ 

米国ଢ଼ఊについて，৹ତし，年間ੑ઺を੿ਛする。 

③ 「GS」の੐଑法，఺び，「TS」における GC の଑入方法

のଢ଼஢開発 

「GS」の੐଑法，఺び，「TS」における GC の଑入方法
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を開発できたかどうかにより௬੼する。（਴ਛ 27～28

年度の２年間で開発する。） 

④ 国੠ਙとコミュニケーション・ツールとしてのஶୁ力を

਱上させる਄ੌみ 

国੠ધ৲ఐのਲਗଢ଼ఊ൒ங，఺び，事前੐଑ੑ઺を੿ਛ

する。 

䐣 「ർ஢」にબるৰᄷを中ੱとしたஶୁගਾઔを੿ਛし，

৾ૅホームページにアップロードする。 

B. ௬੼ੑ઺ 

⋇ ୖ਻ਝ定から૛ધ੿ਛまでの੐଑法のଢ଼஢開発 

a. 「ർ஢」のઇ୘ୖங，఺び，GC ୖ਻ଢ଼஢コー

スにબる੐଑・੍ ର方法，中間発਀会ਰ後の「೿

฽਋」における੐଑法がੁ定できたかどうかに

より௬੼する。 

b. GC ୖ਻ଢ଼஢コース・リーダーを発໧・੍ରで

きたかどうかを，੐଑ઇ員の௴௄ಉにより௬੼。 

⋈ 大৾ಉとの৴௚ੑ઺についてのৼ୥と৹ତ 

大৾ಉとの৴௚ੑ઺についてੁ定できたかどうかによ

り௬੼する。 

⋉ 「GS」の੐଑法，఺び，「TS」における GC の଑入方法

のଢ଼஢開発 

「GS」の੐଑法，఺び，「TS」における GC の଑入方法

を開発できたかどうかにより௬੼。 

⋊ 国੠ਙとコミュニケーション・ツールとしてのஶୁ力

を਱上させる਄ੌみ 

国੠ધ৲ఐのਲਗଢ଼ఊીവ後，生െへのਔ௙৹ਪをৰ

઱し，௬੼する。 

⋋ 「ർ஢」にબるৰᄷを中ੱとしたஶୁගਾઔを੿ਛし，

৾ૅホームページにアップロードする。 

「ർ஢」にબるৰᄷを中ੱとしたஶୁගਾઔが੿ਛさ

れ，৾ૅホームページにアップロードされたかどうか

により௬੼する。 

３）ਸ਼ਕ年ઃ(਴ਛ 29 年度) 

A. ଢ଼஢開発ੑ઺ 

⋇ 大৾ಉとの৴௚ੑ઺についてのৼ୥と৹ତ，఺び，ଢ଼஢

発਀のৰ઱ 

a. ୖ਻ଢ଼஢にબるଢ଼஢会・会৮について৹べ，生െの

発਀・઀੧を行う。 

b. ৸国の SGH ૅによる SGH 生െଢ଼஢発਀会へ૞ਸ

し，ઠ୍発਀を行う。 

c. 本ૅの３年間の਄ੌのৰᄷਾઔ会をৰ઱する。 

⋈ 「GS」，఺び，「TS」の੐଑法のଢ଼஢開発 

「GS」，఺び，「TS」の੐଑法をଢ଼஢開発する。 

⋉ ਲਗ大৾へのダイレクトਤ৾のയਤ 

⋊ 「ർ஢」「ർ஢੦ຊ」のરれた੿ષのஶୁගを੿ਛし৾

ૅホームページにアップロードする。 

B. ௬੼ੑ઺ 

⋇ 大৾ಉとの৴௚ੑ઺についてのৼ୥と৹ତ，఺び，ଢ଼

஢発਀のৰ઱ 

a. ଢ଼஢発਀のସについて，大৾ಉ関બ者ಉより૎୳・

ਔ見をいただき，௬੼する。 

b. ଢ଼஢発਀にબる਀༟ಉにより௬੼する。 

⋈ 大৾ಉとの৴௚ੑ઺についてのৼ୥と৹ତ 

大৾ಉとの৴௚ੑ઺についてੁ定できたかどうかによ

り௬੼する。 

⋉ ਲਗ大৾へのダイレクトਤ৾のയਤ。 

ਲਗ大৾へのダイレクトਤ৾者ਯにより௬੼する。 

⋊ 「ർ஢」「ർ஢੦ຊ」のરれた੿ષのஶୁගを੿ਛし，

৾ૅホームページにアップロードする。 

ୖ਻ଢ଼஢રೢ੿のஶୁගの੿ਛと৾ૅホームページへ

のアップロードにより௬੼する。 

４）ਸ਼஛年ઃ(਴ਛ 30 年度) 

෮業生に対してアンケートಉをৰ઱し，高ૅ෮業後のਔ௙の૗ઍや大৾෮業時のਤଡ଼৭උਔ௙ಉの୯඄৹ਪを行う。その౎は，

ਸ਼ਕ年ઃと同じ。 

５）ਸ਼૜年ઃ(਴ਛ 31 年度) 

ਿ内高ૅ・৸国ＳＧＨૅ対଴に５年間の਄ੌみのৰᄷਾઔ会を開ಈ。その౎はਸ਼஛年ઃと同じ。 

６）ଢ଼஢開発ਛટの൤఺に関する਄ੌみ 

ଢ଼஢౸業のਁ開・ଢ଼஢ਛટਾઔ会のৰ઱・৾ૅホームページへのୖ਻ଢ଼஢のੲਾ઀୹ 

  —大ଚਿ内の高ૅおよび SGH ૅを対଴にਁ開౸業とଢ଼஢ਛટਾઔ会をৰ઱する。 
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ಒఛ೬業中に，੺ๆの中学生を対଴としてஶୁ力アップ൥ౠを実઱する。 

౎の SGH ૅとのઐ૴，SGH 生െଢ଼஢発表会，大ଚਿ内 SGH ૅ合同ଢ଼஢発表会へ૞加 

学会・૚ரଢ଼஢発表会ಉでのଢ଼஢成ટの報ઔ 

  —ଢ଼஢ૌஙやଢ଼஢成ટについて，本ૅホームページでのੲ報઀୹をྖ時行う。 

(7) ଢ଼஢開発ਛટの൤఺に関する取ੌ 
全国の SGH ૅによる SGH 生െଢ଼஢発表会へ૞加し，ઠ୍発表を行う。また，ਿ内の高ૅ఺び全国 SGH ૅを対଴に，本ૅの

取ੌみの実ᄷ報ઔ会を開ಈし，本ૅが開発ଢ଼஢した「ർ஢力を୘成する੐଑法・ઇ౫ૐ」「コミュニケーション・ツールとして

のஶୁ力を高める੐଑法・ઇ౫ૐ」を੿成しଦહする。また，ଢ଼ఊ൒行ಉの成ટをਫ਼઒し報ઔછを੿成し，ଦહする。それら

について，本ૅホームページにおいてੲ報઀୹する。 

(8) ୌ事ૅとしての取ੌみ 

ჾ当なし 

(9) ଢ଼஢開発ੌ௶の໪要（経理ಉの事ਜ૪理体制もஅむ） 

１）SGHઈ੾੐଑੻員会 

SGH ଢ଼஢開発事業のઈ੾に関し，௧୅的見地から੐଑，ஃ੉に当たる。学ૅઇ୘に௧୅的ੴ௙をથする者，学௙経ୡ者，関બ

行政機関の૙員ಉ，第三者によってੌ௶する。 

２）SGH੻員会 

SGH ଢ଼஢開発事業全ಹについて，੫઺，ઈ੾，実઱，ଢ଼஢開発，੒઴ౣ成ಉを૿当する。ワーキンググループを設け，૚業務

に当たる。 

３）ୖ਻ଢ଼஢コース੐଑ઇ員チーム 

GC ୖ題ଢ଼஢コース，఺び，その౎のୖ題ଢ଼஢を੐଑するઇ員によりଡ成する。੐଑法・௬੼ਫ਼઒方法をਫ਼ୈ・੿成・ુથし，

ୖ題ଢ଼஢の௓進૽を૿う。 

 

ੌ௶௕ 
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ଢ଼஢機関・ 

੫業 ಉ 

੫઺調ତ会議 

学ૅ長 

SGH ੻員会 

事務஼ 

SGH ઈ੾ 

੐଑੻員会 

国੠ધ化ఐ会議 

国੠・ఐ学ઇ୘部 

進ଡ଼੐଑部 

ઇ務部  

ಉ 

ୖ 題 ଢ଼ ஢
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੫઺・ઁ報 
੒઴・経理 
ଢ଼஢開発 
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国੠ઐ૴ 
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地ୠ連௚ 
ICT ઇ୘サポート
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SGH ૅ 
国ୁ 
地ഄ公民 
ஶୁ 
ಉ 
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3.評価の⽅法と結果 
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3-1 評価の⽅法 

留意した点 

○ 中間評価での指摘（下記）を受け３年次より改善を図った。 

「…しかし，課題研究や成果の検証⽅法が⽣徒アンケートに偏っており，アンケート結
果は SGH の成果か判断が難しいものもあるため，特に課題研究の取組みや成果につい
ては，具体的な⽣徒の探究の姿での提⽰など今後は改善が必要である。」 

改善点 

① ⽣徒アンケートは，年度末のほか，可能な限り研修実施後すぐに選択式および記述式
のアンケートを実施し，「数値」と「⾔葉」を組合せて評価するようにした。また，
記述回答がどの評価項⽬と関連するかを表⽰するように努めた。 

② 課題研究等の担当教員による評価を研究報告書に掲載することにした。 

③ ⽣徒アンケートの質問項⽬をカテゴリーに分類して，短い名称＜カテゴリー記号＋番
号＋７⽂字までの名称＞を付与し，認識，表⽰しやすくした。 

評価の全体像 

○ ⽣徒による評価（アンケート） 
 ・国際⽂化科︓講演・研修等の直後（記述＋選択式）＋12 ⽉（選択式のみ・クロス集計にも利⽤） 

 ・総合科学科︓12 ⽉（選択式のみ・クロス集計にも利⽤） 

 ・両学科とも︓学校教育⾃⼰診断アンケートの結果（選択式のみ・経年変化を⾒るために利⽤） 

○ 卒業⽣による評価（アンケート） 
 ・両学科の卒後２年めの卒業⽣︓８⽉（記述＋選択式・昨年度から実施） 

 ・SGH 海外研修に参加した卒業⽣︓1 ⽉（記述＋選択式・今年度から実施） 

○ 教員による評価 
・講演会や研修等︓担当者が研修ごとに評価。 

・課題研究︓①ルーブリックを授業初期に⽣徒に⽰し，時期に応じて項⽬を選択利⽤しながら評価

および指導に利⽤。②中間期と終盤に指標を⽴てて数値＋コメントで評価→⾃⼰点検・次年度担当

者への申し送りに利⽤。 

○ 第三者による評価 
・２年⽣の課題研究に対して，企業 CSR 担当者・国際問題に関わる⼤学教員・運営指導委員が年２回

⽣徒の発表を⾒て評価および助⾔。 

・２年⽣の全ての課題研究に対して個別に，⼤学院⽣が評価および助⾔。 

・運営に対して，運営指導委員が年２回評価および助⾔。 

 

38



3. 評価の⽅法と結果 

 

アンケートで⽤いている質問項⽬｜カテゴリーと略称のリスト 
（⽮印の後の「 」が質問紙の記述。／◆は，項⽬名の略称。結果のグラフにはこの略称で表⽰。） 
 

A. 本校が育成することをめざす「グローバルマネージメント⼒」の５⽬標 
各⽬標について，「⾼校⼊学前と⽐べて⾃分はどのくらい向上したと思いますか︖」 
授業・研修等が，「各⽬標について，どのくらい貢献したと思いますか︖」 

A1 ⾼い社会貢献意識  
→「社会に貢献しようとする意識が⾼い。」◆A1 社会貢献意識 

A2 国際的課題についての多⾯的な視点と深い理解  
→「国際的課題（国をまたぐ問題・多くの国に共通する問題・国際的⽀援）について理解が進み，
複数の視点から検討できる。」◆A2 国際課題理解 

A3 国際的課題について他者と連携・協調しつつ探究する⼒ 
→「国際課題について，（先⽣やクラスメイト等に）助⾔を求めたり意⾒を交換したりしながら研
究を進めることができる。」◆A3 協同探究⼒ 

A4 ステークホルダーがWin-Winの関係となるよう柔軟かつ創造的な提案を⾏う⼒ 
→「国際課題について，各種関係者が納得できるような柔軟で創造的な提案を（完璧でなくとも，
⾃分なりに）考え，説明できる。」◆A4創造的提案⼒ 

A5 ⾼いレベルのコミュニケーション・ツールとしての英語⼒ 
→「社会の問題について，英語で主張や意⾒交換ができる。」◆A5英語運⽤能⼒ 
 

B. その他本校が期待する効果 

B1 グローバルな問題に対しての関⼼の⾼まり 
→「⾼校⼊学時と⽐べて，グローバルな問題に対しての関⼼が⾼まりましたか︖」 
  ◆B1 国際課題関⼼ 

B2 国際課題に取り組む意欲の形成 
→「将来グローバルな問題について，⾃分の知識を活かして必要ならリーダー的役割を果たした
いと思いますか︖」◆B2 国際課題意欲 

B3 多⾓的検討の必要性に対する認識 
→「⾼校⼊学時と⽐べて，現実の問題の解決策を考えるには，多様な⽴場からの検討が必要だと
いう認識は⾼まりましたか︖」◆B3 多⾓検討認識 

B4 事実や意⾒を調べる⼒ 
→「ある問題について，事実や意⾒を調べる⼒は向上したと思いますか︖ 」◆B4リサーチ能⼒ 

B5 わかったことを伝える⼒ 
→「調べたことを整理しわかったことを筋道⽴てて述べる⼒は向上したと思いますか︖ 」  
 ◆B5レポート能⼒ 

B6 グローバルな課題を具体的に理解 
→「グローバルな問題をより現実的に理解できるようになりましたか︖」◆B6リアルな理解 

B7 研修経験の波及効果 
→「この研修で得た知識を，課題研究の時間に他の⼈のために役⽴てましたか︖」 
  ◆B7研修経験波及 

B8 グローバルな⼤学への進学希望 
→「国際化に重点を置く⼤学へ進学したいと思っていますか︖」◆B8国際⼤学希望 
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B9 ⼤学の専攻分野選択への影響 

→「課題研究や SGH 関連の講演・研修が⼤学の専攻分野の選択に影響を与えたと思います
か︖」◆B9専攻分野影響 

B10 知的好奇⼼の⾼まり 
→学校教育⾃⼰診断アンケート「課題研究の授業は知的好奇⼼を⾼めている。」◆B10知的好奇
⼼向上 

B11 将来の進路・⽣き⽅について考える機会の提供 
→「将来の進路について考えた。」◆B11 進路検討機会 
 

C. SGH 統⼀のアウトカム指標 
C1 ⾃主的に社会貢献活動や⾃⼰研鑽活動に取り組む⽣徒数 

C.1.1) →「⾼校在学中に⾃主的に社会貢献活動に取り組んだことがありますか︖」  
 ◆C1.1 社会貢献経験 

C.1.2) →「⾼校在学中に⾃主的に⾃分の成⻑のためネットや本などを使って情報集めをしたこと
がありますか︖」 ◆C1.2 ⾃⼰研鑽経験 

C.1.3)  上記のどちらかまたは両⽅の経験がある⽣徒◆C1 貢献研鑽経験 
C2 ⾃主的に留学⼜は海外研修に⾏く⽣徒数 

C.2.1) →「⾼校在学中に留学または海外研修（「海外研修旅⾏」を除く）に⾏きましたか︖」 
 ◆C2留学研修経験 

C3 将来留学したり，仕事で国際的に活躍したいと考える⽣徒の割合 
C.3.1) →「将来留学したいと思っていますか︖」◆C3.1留学希望 
C.3.2) →「将来国際的に活躍したいと思っていますか︖」◆C3.2 国際活躍希望 
C.3.3) 上記のどちらかまたは両⽅を希望する⽣徒◆C3留学活躍希望 

C4 公的機関から表彰された⽣徒数，⼜はグローバルな社会⼜はビジネス課題に関する公益性の⾼い国
内外の⼤会における⼊賞者数 

C.4.1) →「公的機関から表彰されましたか︖」◆C4.1公的表彰経験 
C.4.2) →「グローバルな社会⼜はビジネス課題に関する公益性の⾼い国内外の⼤会において⼊賞

しましたか︖」◆C4.2 ⼤会⼊賞経験 
C.4.3) 上記のどちらかまたは両⽅の実績がある⽣徒◆C4表彰⼊賞経験 

 
D. 参加満⾜度 

D1 全体としての印象 
→「参加してよかった。」◆D1 参加満⾜評価 

D2 成⻑が実感できたか。 
→「⾃分は成⻑したと思いますか。」◆D2成⻑実感 
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3. 評価の⽅法と結果 

 

3-2 成果測定の結果 
 在校⽣の結果については，研究開発完了報告書に全体像を，また個別の授業・研修については４章のそれぞれの項⽬
において今年度の結果を記載した。また卒業⽣⼀般のアンケート結果については前年度の報告書で詳しく記載してお
り，また，傾向に⼤きな変化は⾒られなかった。そこで，ここではかつて海外研修に参加した卒業⽣に対して⾏なった
追跡調査の結果について報告する。この調査は今年度に初めて実施した。 

 

海外研修を経験した卒業⽣の調査結果 
 ニューヨークで多様性について学ぶ SGH 海外研修に参加した卒業⽣ 32名に対し，Webアンケートのリンクを令和
元年 12 ⽉に送付して実施した。19名から回答があった。以下に⽰すように，進学先だけではなく⽣き⽅にも⼤きなイ
ンパクトがあったと感じていることがわかった。さらに，将来設計にもつながっている場合が⼤半であることもわかっ
た。 

このほか，留学等については，「単位取得留学に⾏った」６名，「単位取得留学に⾏く予定」１名，「短期留学に⾏った」
２名，「海外でボランティアをした」１名だった。留学先は，アメリカ２・カナダ２・マレーシア１・インド１と予想以
上に様々だった。 

どのようなキャリアパスの起点になったのか、具体的な声をぜひお読みいただきたい。 

 

 

 

 

1. 進学先の学科選びに影響しましたか︖どのような内容ですか︖ 

1:とても影響

した。 

• 将来世界と繋がる仕事がしたいと考えるきっかけとなり，⼤学では専⾨的に語学学習を続け
ることでその資質を⾼められるよう努めてきました。→外国語学科 

• 初海外が研修旅⾏で，世界に興味を向ける⼤きなきっかけとなりました。→国際教養学科 

• Diversity & Inclusionについての教育に興味を持ち，⾃分の考えやユニークさを発信するこ
との⼤切さを学んだ。→グローバル⽂化学科，グローバル社会動態プログラム 

• 研修で学んだことをさらに深めていけそうかどうかを条件に⼤学を選んだ。→英⽶語学科 

2: • 研修に参加する以前から英語や海外に憧れがあったが，実際に NY に⾏き，国際的な企業を
訪問することや，海外で仕事をしておられる⽅から直接お話を聞いたたことで，海外への意
識が⾼まった。その時に感じた語学⼒やコミュニケーション⼒の未熟さを改善し，国際社会
で⽣きていける⼈材になる第⼀歩として，⻑期留学が必須である現在の学部に進学すること
を決めた。→グローバル・コミュニケーション学科 

• ジェンダー問題に興味を持ち，留学先でジェンダー問題についての授業を受講した。→フラ
ンス⽂学フランス語学科 

• 世界で活躍する⽅々に会うことで私も外国で働きたいと考えるようになり，外国語学部とい
う選択に繋がった。→タイ語専攻 

• ⾔語系の学部に⼊りたいと思っていたが研修に⾏ったことで英語で何か社会系のことを学び
たいと思った。特に沼⽥さんの話を聞いて国際関係系を学びたいと思った。→政治学科 

 

 

7

9

4

9

6

1

2学科選びに影響

生き方にインパクト

0% 25% 50% 75% 100%

１（とても） 2 3 ４（全くない）
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２. ⽣き⽅へのインパクトはありましたか︖どのような内容ですか︖ 

1:とても • 海外で活躍される卒業⽣の⽅々にお会いし，現地企業を訪問する機会をいただけたことで，
⾃分の将来をより広い視野で考えるきっかけとなりました。 

• 研修を通して⾊々な⼈がいるし，全く同じ⼈はいないと思うようになりました。Ogilvy & 
Mather や UN Global Compact の⼈が ”Diversity is accept and respect .”と仰っていた
のが今でも印象に残っています。だからこそ，⾃分は⾃分のままでいいんだというありのま
まが⼤切だということを改めて思わされました。そのように，NY研修ではグローバルに働き
たいという今後の⽣き⽅や⾃⼰肯定感を気付かされた，⾮常に有意義な経験でした。 

• 進路を含め⾃分の将来について考えるようになったし，国内外の社会問題や歴史にも興味を
持つようになりました。 

• 研修に⾏くまでは帰国⼦⼥としての経験をあまりオープンに話したことがありませんでした
が，⾃分の経験を発信することの⼤切さを学びました。また，⽇本社会の中での多様性につ
いても考えるようになりました。 

• 移⺠についての興味が深まったり(現在も続いている)，研修で沢⼭の新たな視点を得たりし
ました。 

• 実際に⼈々の多様性，⽂化や⽣活の違いを経験したことで，広い視野を持ち柔軟な考え⽅を
することを意識するようになりました。また，研修を通して⾃分の世界が広がったことで，
新たな発⾒を得ることの喜びを感じ，探究⼼と⾏動⼒も向上したと思います。 

• ニューヨークの街で⾃信を持って颯爽と歩く⼈たちの姿に憧れ，⾃分⾃⾝将来ここで働きた
いと思い，努⼒を怠らず⽣きたいという⽣き⽅を⾼校⽣の頃に得ることができた。 

3. 現在の将来計画を教えてください。 
• 海外売上⽐率の⾼い B to Bメーカーを中⼼に就職活動中。現在学んでいる通訳・翻訳を⽣かしていきたい。 
• ⽇本の社会で数年キャリアを積んだのち，海外駐在もしくは，現地採⽤といった形で海外進出したい。 
• 来年ヨーロッパへの留学を考えている。学部卒業後は院進学か。 
• 私のモットーは世界をエコフレンドリーにすることで，現時点ではそれを達成するために環境に配慮した企業に
就職したいと考え，３⽉から就職活動を⾏います。また，エコフレンドリーな活動や仕事を通して世界で影響⼒
を与えられる⼈になりたいと思い，将来は海外で活躍したいと考えております。 
• ⽇本国外へ出るのが第⼀条件。インドで就職するか，外務省も考えています。 
• 将来は⽇本の企業で働きたい。カナダの⼤学でビジネスの勉強と⼥性学の勉強をしているので，そのスキルを⽣
かせたらなと思います。 
• 機会さえ得られたら，海外で映像関係で働きたいと思っています。 
• ⾃分のバックグラウンドや英語⼒を⽣かせる仕事につきたい。教育の分野にも興味があります。 
• 職種はまだ具体的に決めていませんが，国と国とをつなぐ仕事をしてみたい。また，⼤学のゼミで移⺠や難⺠に
ついて勉強したいと考えています。 
• エアライン業界またはグローバル企業に就職するなど，海外と繋がりの強い仕事をしたいと考えています。 
• ⼤学で建築を学び，⼤学卒業後，海外の⼤学院でより深く建築を学びたいと思っています。 
• ⼤学でタイ語を学んでいるということもあり，将来はタイ語を使い⽇本とタイの架け橋になれるような職に就き
たいと考えています。 
• 中国関係の外資 
• 現在のベンチャー企業でのキャリアを活かしてステップアップしたい 
• 卒業までに⼤学間での留学に応募したい。卒業後も国際関係に関係のある仕事に就きたいと思っています。 

アンケートを機に，志⾼くすでに海外にはばたいている卒業⽣とつながることができた。経験を在校⽣に語っても
らう場を設定していきたい。 
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4.実践報告と評価 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仮説の要約と略称 
 

仮説1．教員の指導⼒が増し発達段階に応じたテーマを設定 
→グローバルな課題に対する⾼い関⼼と深い理解が⽣まれる。 

＜略称︓国際課題に関する関⼼・理解の促進＞ 

 

仮説２．利害の対⽴を学ぶ・セクター別／国別取組について⽐較対照する・実⽣活と

の関わりの中で課題研究を⾏う 
→現実に即した柔軟かつ創造的な提案を⾏えるようになる。 

＜略称︓現実的な提案⼒の育成＞ 

 

仮説３．国際的な課題に取り組む⼈たちと直接触れあう機会や⾒学・実習を⾏う 
→モチベーションを維持する＋進路や⽣き⽅について思索を深める。 

＜略称︓探究意欲の刺激・キャリア形成への貢献＞ 

 

仮説４．リーダー層を育て他の⽣徒を牽引する仕組みをつくる 
→優れた意欲・能⼒を有する⽣徒を育成・⽀援することができる。 

＜略称︓積極層の意欲・能⼒の向上と波及効果＞ 
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໪要  

本ૅ SGH の主要なテーマであるુ生・人権とい
う問題がశଞにજ実に問われるのが୔民の生ણで
ある。 

൥పには，大ଚ大学国際公ુ政策ଢ଼஢ఐ(OSIPP)
೗૒後期ୖங２年生の田中ᵷさんをおಶえした。
田中さんは，上੶のテーマをଢ଼஢ୖ題として，ザン
ビアにあるメヘバ୔民キャンプでの現地調査をჴ
行された。 

൥౰ではまず，現地の๲・୫・કの્ඉ，ୢ௜の
現૾，人々の஘子をたくさんの୼ઌをઞってງஂ
していただいた。 

そののち，୔民の定ଝ，୔民問題の原౤，୔民の
受入෻౯に関する EU の୻，保૧されたあとの୔
民の権利（્に୎動，೜ક，ௌ௮の権利）が制଒さ
れていることについてお話いただいた。 

そして最後に，この問題への多ഓ的な見方―୔民
から・国際社会から・受け入れ国家からという主体
શに，また，国際政治学・社会学からという学問શ
にどう見えるのかーについて஫えていただいた。 

 

位置付け 

◯生െの国際問題へのੳ௙・関ੱを高める取組みのスタート。 

目的 

・୔民問題を現地で取౫した方から話をୂくことで，国際問題をリアルに理ੰする。 

・＜૎ੲ的に＞＜一એ的に＞ではなく，＜学問的に＞＜多ഓ的に＞問題を見られるようになる。 

・ଢ଼஢者というキャリアがあることをੴり，進ଡ଼についてのઅえをઁげる。 

ෘ説 

・ෘହ 1．国際ୖ題に関する関ੱ・理ੰのയ進 

・ෘହ２．現実的な઀案力の୘成 

・ෘହ 3．ർ஢意ඟのඵౕ・キャリア஄成への๾൴ 

学ಆの様子 

 

・自ഞງஂ・ଢ଼஢内ઍ・大学੹生の

日ଞ生ણなども，఻体的なエピソー

ドとともにງஂしていただいた。 

 

 

(1) 

(2)  

国際ધ化ఐ １ 年 国 際 文 化 科 ൥ ౰ 会 
୔民の生ણからઅえる“ુに生きる”ということ  

ഥ和੪年 

1 年全員対଴ 7 月 9 日 

 ４クラス合同

160 人 

本ૅଳലಁ஼ 
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4. 実ᄷ報ઔと௬੼ ＞(1) １年国際ધ化ఐ൥౰会 

 

 

Evidence 1 | Data 生െアンケートჃ度回答：各指標へのఞ与度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Evidence 2 | Voice 生െアンケート記述回答：各指標との関連 

Q1今後峬覚え峐おきたい峒思峍た崕嵤嵗嵤崱峙？ 

�定ଝ・໪要・原౤ 
「୔民&国内ೂ୔民&ᑙ૧ணட者←7000 万人く
らい」」 
「୔民は 2590 万人いる」 
「国内ೂ୔民」 
「૱力෺ଥ」 
「政府からのഩಓ」 
「子どもௗ૒」 

�権利 
「୔民の権利」 
「୔民定ક地政策」 

「保૧と制଒がセットになっている」 
「国இ（国の利இ）」 

�現地調査 
「リアルな現૾」 
「୔民定ક地で生きるのは大૗だが，൚౿はある」 
「୔民定ક地」・「୔民定ક地内での།൑の୷」 
「ઇ୘のૼ୒を੷めている」 

�多ഓ的検ୈ 
「多ഓ的なઅえ方」 
「学問的アプローチ←いろいろな理૛」

Q2 崕嵤嵗嵤崱峘う峋最峬大切だ峒思うこ峒峙？そ峘理由峙？ 

・多ഓ的なઅえ方を持つこと。どんな要౤があって
その問題がକこっているのかを，஘々な立場に立っ
てઅえることで問題のੰ決にᇽげていく，というの
はとても୔しいとઓいますが，重要なことだと強く
૎じました。(→B3) 

・୔民の権利というものをはじめてੴった。それが
正しくஹられ，ତえられたら୔民の生ણがよりよい
ものになるとઓった。 

・੺ႃ，୔民の受け入れを෻౯する国が増えている。
しかし୔民は増加している。同じ人間であるため，
શのଳ点でઅえ，೑々の行動も改めるべきだとઓう。
(→B2) 

・テレビやインターネットでੴるアフリカや୔民の

勝手なイメージで支ରするのではなく，リアルな現
யをੴって，୦を૑要としているのかをちゃんと理
ੰしてமすることが大事だとઓった。(→B3) 

・いろいろなଳ点から物事をઅえ，୔民に対する取
組みを஋ா的にઅえていくことだとઓいます。国இ
をર先してしまい，୔民を受け入れようとしない国
がたくさんありますが，୔民の方たちも同じ人間で，
できることもたくさんあるとઓうからです。そして，
受け入れた後，ુ生についてもઅえていくことが大
જだとઓいます。(→A2) 

・いろいろなଳ点から物事を見る。஘々なઅえ方の
人がいて意見が分かれてしまうこともあるが，ଐく
ኇえるとたくさんのઅえ方がある。୼ઌや資મを通
しては஫わらないことがある。ધஊで૾ய判૵し，
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4. 実ᄷ報ઔと௬੼ ＞(1) １年国際ધ化ఐ൥౰会 

 

 

現地に行って自分でનかめる。(→B3) 

Q3 あ峔たが生き峐いく上峑「勉強峕峔峍た」峒思うこ峒峙？ 

・ 要౤はどんなものがあるのか。୦がੰ決なのか。
ၴのためのੰ決か。(→A2) 

・ 本当のુ生というものは，保૧してીわりではな
く，その国の中で඿ిに生ણしていってもらえるこ
とだとઓった。(→A2) 

・ ୔民の人たちには明るい性તの人もいる＝ု見
を持つことはいけない。(→B6) 

・ 物事を立体的にઅえ，いろんなଳ点で物事を見る

અえ方。これはどんな問題のੰ決にも૽立つとઓう。
(→B3) 

・こういった社会問題をੰ決するには，எたちの世
代がこの問題に関ੱをもつことが大事だと分かりま
した。(→B1) 

・国際的な問題について学ぶことができ，૘しでも
૽に立ちたいとઓえた。ボランティアなどの機会が
あれば，ぜひ૞加してみたい。(→B2)

評価 

○ 国際問題について関ੱを高め(B1)，多ഓ的な検ୈの大જさをੳ௙(B3)することにశଞに஍ટがあった。

その上，国際的ୖ題について理ੰが進みള数のଳ点から検ୈできる(A2)力にとても૽立つと௦えた生െも

６સに上った。 

○ 社会๾൴意௙を高める(A1)ことにశଞに஍ટがあった。 

○ 国際的にણඩしたいという気持ちを高める(B2)ことにも஍ટが఺んだ。 

 

 担当者の振り返り 

○ આ年に続いてクイズ஄ૄの事前学ಆにより൥౰の内ઍと生െのੴ௙とのギャップをଓうようにした。国際
ઐ૴੻員を前もって指଑し，事前学ಆもೀらの主଑で行った。その中で੻員もఢりの生െたちも意௙を高め
ていった。また，ସ問をઅえながら൥౰をୂかせることで主体的に൥౰をୂき学ぶ௅િが୘まれた。その結
ટସ問もણ発に出された。今後も，＜ୂかされる൥౰＞ではなく，＜自分たちで੿っていく൥౰会＞で国際
問題についての໥強をスタートさせていきたい。 

○ 国際問題への଑入としては，ઉம現地に入って経ୡをしてきた方の話は఻体的でହ੭力があるためથ஍で
あると૎じる。今回学問的な見方の多஘性もງஂしていただいた。この部分については時間的にે分ではな
かったので，１年生の஺మで一度ೄくインプットした上で，２年生に上がってから改めて時間を取って社会
ఐ学的なアプローチのல方・ଢ଼஢手法として஫える機会を੿るのが஦ましいと૎じる。 
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໪要  

 国内にもグローバルୖ題の相๚஄と言えるもの
がある。初日は૔日外国人の生ણ支ରを行う「とよ
なか国際協会」，２日めは大ଚ大学の学生を信者の
中ੱとする「大ଚ⑞木モスク」，૔日஻国・ફ௉人
を主体としながらも国ආにかかわらず生െを受け
入れ国ආを௭えてઅえણ動する௭୆人の୘成をめ
ざす「コリア国際学ୱ」を௰問した。 

 生െたちは，௰問先で人との出会いを通して൤
஺ੴる機会の૘ない地੪の国際問題を学ಆした。 

最ી日は本ૅを会場に，アジア୬平ஞ人権ੲ報セ
ンター（ヒューライツ大ଚ）૙員の൥ଝ・ファシリ
テーションにより国際人権の੦本とグローバルリ
ーダーが持つべき資ସについて学び・અえ・発表し
た。 

さらに，学ಆしたことをクラスでງஂするための
プレゼンテーションスライドとഭみ原ံをグルー
プで分૿して੿成し，10 月開൥の「ർ஢੦ຊ」の
最初の時間に૚クラスで報ઔを行なった。 

 

位置付け 

◯ 意ඟの高い生െ（ཎ૔的リーダー）を૘人数だからこそできる現場௰問に連れて行く。 
◯ 経ୡを協௮੿業でまとめる経ୡをするとともに，クラスにణ఺させる。 

目的 
・国際問題が地੪にもோ૔することを実୻を通してੴる。 
・どこでもၴにでも保௽されるべき人間としての権利について理ੰする。 
・地੪の実ᄷ家との出会いを通して，自らの生き方についてඵౕを受ける。 

ෘ説 

・ෘହ 1．国際ୖ題に関する関ੱ・理ੰのയ進 
・ෘହ２．現実的な઀੧力の୘成 
・ෘହ 3．ർ஢意ඟのඵౕ・キャリア஄成への๾൴ 
・ෘହ 4．஋ாಽの意ඟ・ચ力の向上とణ఺஍ટ 

学ಆの様子 

 

(ం)「౎ഞ」ງஂでのアイスブレークから
スタートした。 

(క)ઃにアクティビティー「権利の選උ」
をઞって人権について଑入した。 

  

(2)  
国際ધ化ఐ ಒ季 Glocalフィールドワーク研修 

地੪大ଚの国際問題をੴる 

ഥ和੪年 

1 年ൌ஦者

Glocal 

7 月 29〜31 日 

 
のべ 39 人 府内３ᆽ所と 

本ૅ௕છ஼ 
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4. 実ᄷ報ઔと௬੼ ＞(2) ಒఛ Glocal フィールドワークଢ଼ఊ 

 
(ం) とよなか国際ઐ૴協会スタッフから
同協会が行なっている外国人へのサポー
ト事業についてହ明を受けた。 

(క)ペルー出ମのボランティアスタッッフ
から日本に来てからの経ୡ，ボランティ
アスタッフとしての気づきについて話し
てもらった。 

 

(ం) モスク௰問の前にイスラムઇଢ଼஢者
の山உ฻஖੽からイスラムઇの੦本と日
本でのムスリムの生ણについて൥ଝを受
けた。 

(క)⑞木モスクでイマームと信者の方から
イスラムઇのઇえとモスクでのણ動につ
いてହ明を受けた。 

 

(ం)コリア国際学ୱ(KIS)ૅ長の金正ຶ先
生から૔日外国人としてのご自ମの経
ୡ・国ආというものへのઓいを話してい
ただいた。 

(క)KIS と本ૅの３年生が「າ学カフェ」
のણ動について協力して報ઔした。 

 

(ం) KIS と本ૅの３年生が本ૅ１年生
のఆの中に分かれて入り，ファシリテー
ターとして「ミニາ学カフェ」を進めて
くれた。 

(క)KIS の正୅前で 

 

 

NPO 法人 KARALIN から，ྑぽんみさん
を൥పにಶえ，多஘性と୷શについてઅ
えるワークショップを行っていただい
た。 

 

 

 

(ం)３日間の経ୡを੪にグローバルリーダ
ーが持つべき資ସとચ力をグループでઅ
え，発表した。 

(క) 最後にヒューライツ大ଚの၁೒ఎ੽
から世界人権്言の意௡をગનੳしてい
ただいた。 
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4. 実ᄷ報ઔと௬੼ ＞(2) ಒఛ Glocal フィールドワークଢ଼ఊ 

Evidence 1 | Data 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Evidence 2 | Voice生െの声 

Q1 あなたの「世界」は，どのような点でઁがりましたか。 

•自分の決めહけがなくなったとઓう.イスラムઇだか
ら,ફ௉人だからではなく,前に立っている人を１人の
人間として見ாめることが重要だとઓった. そういう
点で世界がઁがったとઓった. (→ု見への気づき) 

•日本国内でのマイノリティーの人の現૾をよりよく
するために૑要とされていることなどをੴることで, 
このような問題をੰ決できる人になりたいというઓい
が強くなりました.  (→A1, B1,C3-2) 

•今回話をୂいて自分とは全くୀう経ୡについての話
だったので, ஥くઅえさせられた.ન実に世界がઁが
ったのを૎じた. (→B1) 

•イスラムઇやફ௉についてଐいイメージがなかった
が,பいઅえは௸ሁされ，国ආや人ரだけで଻人を判
૵してはいけないと૎じた. 今までੴらなかった෕ઇ

や人権のことを学べてੴ௙が増えたという点でさらに
ઁがった. (→ု見への気づき) 

•国ආに関する問題で，૔日の人が್える問題につい
て本人のଢをୂいたからこそ, 改めて理ੰができた
し, 自分は୦人なのかということについても஥くઅえ
させられた.  (→B6) 

•今までபいイメージがあったことも理ੰを஥めれば
ଐいએもわかることがわかった.  (→B6) 

•எはずっと日本人であることに୦のઑ問を್くこと
もありませんでした. でも, いろいろなお話を今回ୂ
いて, 「எの当たり前, ൤通っておかしい」と気હく
ことができたなとઓいました. 「世界」はとてもઁが
ったとઓいました. (→ု見への気づき) 

 

Q2 あなたが「生きて行く上で໥強になった」とઓうことはどんなことですか。 

•いろいろなೳでયજってઅえがちだけれど, それは
その人のことを理ੰすることをଣಣしているにಉしい
ということ.(→ု見への気づき) 

•ひとつのઅえやマスコミのုった報道に૴されては
いけないこと. (→ု見への気づき) 

•自分の見ている世界は本当に一部でしかないこ
と.(→A2) 

•いろいろなઅえ方や੼க௴をੴることができたこ
と。イスラムઇのことをあまりੴらなかったので, ઉ
ହถしく話をୂくことができたこと.（→B6） 

•理ੰを஥めていろいろなଳ点から見ることが大જだ
ということ. (→A2) 

•日本には૕山の外国人や外国にルーツを持つ人がい
ること. (→人間の多஘性への気づき) 
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4. 実ᄷ報ઔと௬੼ ＞(2) ಒఛ Glocal フィールドワークଢ଼ఊ 

Q3 グローバルにણඩする人が૟えるべき資ସについて，あなたのઅえをછいてください。 

•஘々なことについて, ஥いੴ௙を੷め, ลઽし, 多
ഓ的なઓઅができる人౫がより増えることによって, 
多ધ化ુ生社会の実現が進んでいくとઓいます. 

•多஘性やધ化を理ੰできる. ௹୕なੴ௙を持つ. 自
分の意見を持ち, 話せる. 

•஘々な人と஋ா的に関わり, さまざまなଳ点から物
事をኇえることができること. 

•それぞれの立場になってઅえることができ, お൩い
を理ੰし合うことができる人. 

•஋ா的に行動する. ஘々なଳ点からઅえる. અえる
ことをやめない. 

•஋ா性を持って஘々な௴点から物事を見ることがで
きる資ସ. 

•౮なるધ化, ౮なる人ரなどの人とお൩い関ੱを高
めて, 理ੰしようとすること.1 つの見ੰではなく, 多
くのଳ点から世界を見つめること. 

•物事を多ഓ的に見ることができるଳ点がある人. ੴ
ること, ૮ੴをੳめることをതれない人. ひとくくり
にしてઅえることをしない人. ੴろうとする人. 

→ほとんどが A2 に関連 

•数学的なઅえが૑要だとઓう. いろいろな方向や方
法を用いて理ੰし, ੰき明かす. そういったことがグ
ローバルにણඩする人に૑要となってくるとઓう.  

評価 

○ 「B1:グローバルな問題に対する関ੱが高まった」，「B6:グローバルな問題をより現実的に理ੰでき
るようになった」，「C32: ల来国際的にણඩしたいという気持ちが高まった」へのᆾ定的な௬੼が્
に高い。 

○ 「A1:社会に๾൴しようとする気持ちを持つ」，「A2:国際的ୖ題について理ੰが進み，かつള数のଳ
点から検ୈできる」についてもᆾ定的な௬੼が高い。 

○ 進ଡ଼をઅえる機会や೏学をしたいという気持ちの高まりにつながったとઅえる生െも઄数以上いる。 

○ 上੶指ఏや目的とした３つの内ઍのほか，多஘性の理ੰ，ု見の๞സ，人権というものへの理ੰにつ
いて，人との出会いから学んでいることが生െの૎୳からഭみ取れる。 

○ ଢ଼ఊでの経ୡが，グローバルリーダーとしての資ସについてのੳ௙や社会๾൴意௙の高まりへと結実
していることが生െの૎୳からഭみ取れる。 

○ リーダーಽの୘成としても஍ટがあったと言える。ଢ଼ఊで学んだことを౎の生െのために૽立てた生
െが「多૘」も加えると８સに୸した。これは「ർ஢੦ຊ」のઇ員の௴௄（ൌ஦者対଴のଢ଼ఊに૞加し
た生െが஋ா的૽સをટたしていた）からもഫહけられる。 

 担当者の振り返り 

○ コリア国際学ୱとのઐ૴も５回めとなった。KIS の先生方の後౒しのおかげで，生െ間でのᇽがりが
生まれ，ଢ଼ఊをதえた動きも出てきている。本ૅ内を会場とした્શౣ「າ学カフェ＠૸౔」もເ୻化
し，生െの中でઃの学年への引ಲぎも઩まっている。このつながりを大જに୘てていきたい。 

○ 体ୡ஑の学ಆは，やはりੱにଋるようだ。引き続きアジア୬平ஞ人権ੲ報センターಉからરれたણ動
をງஂしていただき，取り入れていきたい。 
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ਜ਼઼હけ・目的 

◯ 本校の SGH の指଑で取り上げるୖ題について，基ຊ的な知௙をಆ得する。 

◯ 「日本と世界とのつながり」を生െたちが意௙して取り組むことができるよう指଑していく。 

◯ 日本の高校生の日ଞが国際的なୖ題とつながっていることを知る。 

◯ ୖ題解決のため，NGO・企業・国際機関ಉ஘々なステークホルダーの取組みがあることを理解す

る。 

◯ 『ർ஢基ຊ』と連௚して，次年度の『ർ஢』のୖ題発表につなげる。 

 

年間の૴れ 

4~７月 多஘な価க௴や文化についての考௄ 

       ：主に各地の民ఔやさまざまな෕教の特౦について学ぶ。 

８月 ಒ期೬業中のୖ題 

       ：಩画༓ೖ『ブラッドダイヤモンド』『ホテルルワンダ』のいずれかを༓ೖする。 

       ：༓ೖした感୳や内容をஷりନるためのグループワークをன開 

９月 ドキュメンタリー಩൸『スマホの真実』の༓ೖと考௄ 

       ：ドキュメンタリーの内容にปって考௄し，ஷりନりを行う。 

10~11 月 西პ川公害୪යの和解実現から考௄するୖ題解決の方法 

       ：あおぞらଃ団より๹本ଢ଼஢員をおഃきし，実際に西პ川の公害୪යがどのような経

༬でୖ題解決にඹったのかをୁっていただいた。 

       ：一つ前の౸業でロールプレイの手法により，多஘な当事者の立場での考௄を஥めた。 

 

 

 

 

 

 

        ๹本氏൥౰の஘子 

 

(3)  国際文化ఐ １ 年 ౸ 業 『 国 ੠ ৶ ੰ 』 
国際的なୖ題とのつながりを知り『ർ஢』につなげる。  

通年 

1 年全員対଴ ౝ１コマ 

 クラス౐位・

計 160 人 

総合的なർ஢の

時間 
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4. 実ᄷ報告と௬価 ＞(3) １年౸業『国際理解』 

 

12~2 月 ୖ題解決に向けた考௄ 

       ：国際的なୖ題や，多஘な価க௴を知った上での解決方法について考௄する。 

       ：ワーク『ෘ୳ CSR ௓進஼』・『国際的ୖ題に଻人ができること』 

       ：ドキュメンタリー಩൸『バレンタイン一ᣏ』をଳല 

       ：千౔フェスタ特別౸業で，国際的ୖ題に関するಢౣドキュメンタリービデオをଳല 

 

 

 

 

 

 

      ワークෘ୳ CSR ௓進஼の஘子 

 

生െアンケート | Data 

  

   ๹本氏をഃいた特別౸業について  国際理解の౸業全体について 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

௬੼ 

◯ 社会๾൴意௙，国際ୖ題理解，協同ർ஢力，൉ୗ的提案力いずれの指ఏも一定のᆾ定的なகを得

ることができた。 

◯ 一つひとつの౸業౐元のテーマをもう少し໧り下げて，テーマを๮り込んで，じっくり時間をか

けて取り組んでもよかったのではないかと感じている。 
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4. 実ᄷ報告と௬価 ＞(3) １年౸業『国際理解』 

 

 ૿ਊ者のஷりନり 

◯ ୖ題଑入の目的は୸成できた。この౸業で学んだことを次年度の「ർ஢」に生かしてくれること

を期ୄしたい。 

◯ 生െにはୖ題意௙もୖ題ർ஢力もある。教員側の提示次第で大きな成果があがることは間ୀいな

い。もっとಇばせる方法をெดしていきたいし，その方法がイメージの中にないわけではない。

千౔高校の国際理解のメソッドとして，担当者がかわっても൐年試行჻ෙを重ねながら，ಫり上

げ，஋み上げていければと思う。 

 

Voice 生െのଢ 

◯自分たちの住んでいる大ଚ府北部にも多くのプラスチックゴミがあることにຐき，自分たちが少し

でも気をつけることでプラスチックゴミが減らせることに気づいた。 

◯実際に実現できる取組みを考えるのは୔しい。だけど，どんな企業でも国際๾൴につながる活動が

できると分かった。 

◯国際的ୖ題に対して解決策を１つ出すと，それに対する新たな問題が出てきたりしたので，改めて

問題の஥さがわかった。 
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4. 実ᄷ報告と௬価 ＞(3) １年౸業『国際理解』 

 

 資મ 

ワークシート：಩画から学ぶアフリカの෺ଥ໦物と民ఔ対立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート：ୖ題解決力を༿く・ෘ୳ CSR ௓進஼ 
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໪要 

『SDGs』の 17 のゴールを対଴に
し，ୖ਻の発見からੰ決までの੊൙
を学ಆする。 

本ૅ੿成のၻ子「ർ஢੦ຊ通信」を
テキストに，଻人とグループの取ੌ
みをઐ൩に೷りନす。このテキスト
は౸業の進め方をஅんだワークシー
ト஄ૄにしてある。 

生െたちは，ઃの஺మを౷んで学ಆを進める。 

・ਸ਼１஺మ：SDGs についてੴり，ୖ਻はどのように設定するの
かを学ぶ。 

・ਸ਼２஺మ：ધฆや表，グラフの的નなഭみ取り方を学ぶ。 

・ਸ਼３஺మ：ディベートを通じて，ୖ਻を੗એ的にとらえஉುに
੦づいた主୑を行う方法を学ぶ。 

・ਸ਼４஺మ：グローバルなୖ਻に対しチームでୖ਻を設定し，ੰ
決のためのෘହとそのਫ਼઒およびプレゼンテーションを行う
ことで２年ઃにおけるർ஢の取ੌみに਱けて੦ຊಕめを行う。 

位置付け 

◯ 前期に଑入（「ரまき」）をしたグローバルなୖ਻をඞいながら，ୖ਻ଢ଼஢の方法を੐଑し，２年
生でのୖ਻ଢ଼஢『ർ஢』につなぐ。 

目的 

◯ グローバルなୖ਻を対଴に，問਻ੰ決のための੦ຊ力をുう。 

੦ຊ力とはਰ下の通りである。 

SDGs の 17 のターゲットの୩ୠを対଴に， 

⋇ધฆ・グラフをഭੰする 

⋈要約する 

⋉ୖ਻設定・ෘହとਫ਼઒・ੰ決への੊൙を理ੰする 

⋊ୈ૛を通して意見をଁ合する 

⋋プレゼンテーションとレポートの஄ૄをੴる 

仮説 

・ෘହ 1．グローバルなୖ਻・SDGs に関する関ੱ・理ੰのയ進 

・ෘହ２．現実的な઀੧力の୘成 

・ෘହ 3．ർ஢意ඟのඵౕ・キャリア஄成への๾൴

(4)  国੠ધ化ఐ 総合的な探究の時間『探究基ຊ』 
ୖ਻ଢ଼஢の੦ຊをグループણ動を通して学ぶ 

ഥਮ੪年 

1 年全員対଴ 後期：10 月~３月 

 20 人 
×８グループ 

ౝ１回 
２時間連続౸業 
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4. 実ᄷਾઔと௬੼ ＞(4) ੕合的なർ஢の時間『ർ஢੦ຊ』 

 

授業の様子 

       

 

 

 

↑20 人クラス。ၱはグループણ動に     ↑まずは଻人でઅえます。 
すぐに୎ोॊようにଦ઼します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

↑଻人のઅえを੅ちఞり，ਫ਼ୈします。     ↑チームを௭えての意見ઐఌもします。 

 

 

 

 

 

 

 
        

↑ディベートではஉುが大જです。     ↑相手チームのખ૛をਭけて対ૢੁをಫります。 

 
 

 

 

 

 

 

↑ୂくグループは「ਸ਼３のアイデア」をઅえます。    ↑「ਸ਼３のアイデア」をコンペにかけます。 
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4. 実ᄷਾઔと௬੼ ＞(4) ੕合的なർ஢の時間『ർ஢੦ຊ』 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ディベートのઃはチームでୖ਻設定です。     ↑ୖ਻・データ・自分たちができること 
まずઓઅマップでତ理します。      をまとめます。 
 
 
       
 
 
 
 
 
 
↑௕表はହ੭力を੅たせます。      ↑ଳಁ化をੵ୏します。 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
↑プレゼンテーションを行います。     ↑ୂくડもઌ໐です。 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
↑ੲਾのレイアウトにੵ୏をᅼらします。     ↑「自分にできること」を明ંします。 
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4. 実ᄷਾઔと௬੼ ＞(4) ੕合的なർ஢の時間『ർ஢੦ຊ』 

 

Evidence 1 | Data 

 
 

Evidence 2 | 生徒のことば 

「ർ஢੦ຊを通して学べたこと」 〜カリキュラムの３分の２を経ૌした時点での調査から〜 

■ୖ਻ 

・一つのୖ਻に対して஘々な見方がありそれをまとめ
るのが大૗だった。 

・௦えのないୖ਻がこの਼の中には੗くあることがわ
かった。 

・SDGs についてより஥く学べることができた。 

(→A2) 

・社会のୖ਻に関ੱを੅ちଳ野をઁげていきたいとઓ
った。(→A1) 

■プロセス 

・意見を੉い合ってよりଐいものにするのが大૗だっ
た。議૛することが௫しくなった。 

・さまざまな見方があって自分の意見が૗わることも
あった。 

・メリットとデメリットがありその૏方を੆合する੧
を出すのはశଞに୔しいとઓった。 

・஥くઅえることでဉ々にୖ਻が೟き࿣りになるのが
௫しかった。 

■ੰ決ੁ 

・ၴもがವ੭できるੰ決੧はない。 

・ਸ਼３のアイデアをઅえることでよりଐい੝ఒੁを଑
き出せるとઓった。 

・自分なら୦ができるかが大જ。(→A4) 

■ଢ଼஢のスキル 

・立૛のଡണのல方が今まではి当に行ってきたが「ർ
஢੦ຊ」を通して正નに行うことができた。 

・グラフ・表があればହ੭力がੜす。 

・データをંすことの੎要さを学んだ。(→B4) 

・ディベートの方法がわかった。 

■コミュニケーション 

・コミュニケーション力・ੈ調性がମにહいた。 

(→A3) 

・自分のઅえを౎者に஫えることの୔しさが分かった。 

・相手に஫わるコミュニケーションのல方について学
べた。(→B5) 
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4. 実ᄷਾઔと௬੼ ＞(4) ੕合的なർ஢の時間『ർ஢੦ຊ』 

 

授業担当教員の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■૿当ઇ員として学んだことは？ 

 

 

 

 

5 点満点で評価すると？ 

生െは主体的に取りੌん

でいたか？ 
4.1 

ହ੭力のあるஉುづくり

をできたか？ 
3.9 

ୖ਻設定はうまくできた

か 
4.2 

ൌ஦者ଢ଼ఊ૞ਸ生െは，ણ

動に๾൴していたか？ 
3.3 

生െのઅえる力は高まっ

たか？ 
4.4 

੐଑ઇ員チームの連௚は，

うまく取れていたか？ 
4.3 

○ 資મを௹୕に用いて
いた。 

○コミュニケーション
をとれるチームは，
ହ੭力も高かった。 

 

 

 

 

○ଞにリーダー性を発ม
する生െもいれば，そう
でない生െもいる。 

○ 回を੎ねるにつれて発੉がੜえた。 
○ ほとんどの生െは஋ா的に意見をグループ内で発信していた。 
○ 議૛しあい，஥めることができていた。 
○ ୖ਻設定やリサーチも主体的に取りੌんだ。 
● 人まかせな生െもいた。 
○ どのグループに入ってもリーダー性を発มできる生െもいる。 
 

 

○ 

・グループણ動の஍ટ的な実઱法（଻人→グループ→଻人という૴れ） 
・生െ主体の౸業法，ੈ௮でのୖ਻ੰ決の方法，ઑ問の଑き出し方， 
・グローバルなୖ਻のੰ決法のெดのல方 
・ർ஢੦ຊでのธಫが 2 年ઃの本ત的なർ஢ણ動の੦ຊとなること 
・ੲਾの取ຽ選උの方法 

○ ୖ਻がဉ々に఻体的
になっていった。 

○ ି意事ඨを౷まえる
と఻体的にできた。 

● ᄏேとしたୖ਻設定
から進めないチームも
あった。 

 

○ 同じ時間ఝをਭけ੅つ
ઇ員と進め方などのઊ
ち合わせをഡにした。 

○アドバイスも੗くਭけ
た。 

○ਯ回の会議でトピック
の内ઍを஥められた。 

 

○ ニュースに関ੱを
੅つようになった。 
○ୖ਻を఻体化できる
ようになった。 
○ಲ続してઅえ続ける
ことができた。 
○ୖ਻と਱き合える力
がついた。 
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4. 実ᄷਾઔと௬੼ ＞(4) ੕合的なർ஢の時間『ർ஢੦ຊ』 

 

評価：指導の力点と課題 

○ ਰ下のことができるようੵ୏したઇ౫を੿成した。アンケートの੥ટ・੐଑ઇ員の௬੼から，生െたち
は，ワークシートに前਱きに取りੌみ，経ୡを通して学んでくれたとઅえている。 

・  SDGs の 17 の目ఏとසらし合わせつつグローバル社会での౾問਻のோ૔をનੳできる。 

・ ୖ਻をಕથ੡ဨをઐえつつ表現することで取りੌみやすいୖ਻設定のல方を学ぶことができ
る。 

・ ୖ਻をઑ問ધで表現し，உುをൣったෘହを設定，ෘହをਫ਼઒しੰ決੧を଑き出す，という૛
઒の方法を学ぶことができる。 

・ ଻人でのੲਾઽૐとઅ௄をチームでಖ選していくૌஙを学ぶことができる。 

・ 明નなஉುを੅ったହ੭力のあるプレゼンテーションの方法を学ぶことができる。 

・ 対立する見ੰをૃ๐し，現実的なアイデアをઅえることで੟事を੗એ的にઅ௄することがで
きる。 

・ ୖ਻の発見・ෘହのତ理・ੰ決੧ୈ議のために「ઓઅマップ」をਹ用し，チームણ動を円ෟに
進めることができる。 

 

○ ਰ下の点がୖ਻である。 

・グローバルなୖ਻をମ੺な୭୆の中で発見させること。 

・ધ൴調査のみならず，アンケートやインタビュー，入り੢みによるઅ௄を੎ଳさせること。 

・ୖ਻ੰ決のために自分自ମはどのような行動ができるかをઅえ，実ᄷさせること。 

・プレゼンテーションચ力のみならず，ସ問する力をહけさせること。 

・社会のୖ਻を自らੴるようなಆຯをମにહけさせること。 

 
 

※ ถしい੐଑内ઍについては，下੶本ૅ SGH ウェブサイトにൕൗのテキスト『ർ஢੦ຊ通信』をご༮
ください。http://www.osaka-c.ed.jp/senri/sgh/report.html 
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(5) 

国際文化ఐ 総合的な学ಆの時間『ർ஢』 
自ら立てたୖ題に１年間取組む  

ഥ和元年 

2 年全員対଴ 通年 

 13~14 人 
×12 グループ 

ౝ１回 
２コマ連続౸業 

໪要  

国際文化ఐ２年生全員がୖ題ଢ଼஢に取り組む。
今年度は１年の学年ଜに生െが提出したテーマと
関連する SDGs を元に、൥ౠをౣ成した。１年で
の学ಆとのம続を強化し，また，生െのൌ஦をよ
り生かしたいと考えたからである。 

昨年度は、人権・ௌ௮・୭୆・教୘・グローバ
リゼーションの５テーマを先に設定して，その後
に生െの第１・第２ൌ஦をୂいて人数調ତした。
しかし，年度後半のஷりନりで「第一ൌ஦でない
൥ౠの生െはモチベーションがもたなかった」と
の反省があった。 

開൥当初はプレゼンテーションの技୒，論文の
基本事ඨ，ᗲჅに関する学ಆを行った。また，全
൥ౠ統一のルーブリックを示し、ଞに意௙させな
がら指導した。 

その後、各２回の൥ౠ内発表会・学年全体の合
同発表会・大学院生による଻別論文指導をත目に
して論文やプレゼンテーションを提出または発表
し、教員や౎の൥ౠ生െからコメントをもらい、
ステップアップ/ຸಫさせていった。 

8 月にはൌ஦者を൳り、大ଚ大学国際公共政策ଢ଼
஢ఐ主ಈのଢ଼஢合೛にୣാした。５名が参加し
た。 

10 月には企業௰問ଢ଼ఊの機会を設け、企業にお
ける実際の取組みをଢ଼஢に఼り入れられるように
した。今年度は、ଢ଼ఊ後に，୯加の調査をおൢい
し、テレビ会議システムを使ってインタビューを
行った生െもいた。 

また、୻年行なっているർ஢中間合同発表会に
合わせ、SSH 事業との「融合」企画として第 1 回
国際シンポジウムを開ಈした。୭୆を共通テーマ
とし、国際文化ఐのർ஢・総合ఐ学ఐのఐ学ർ
஢・来日中の連௚校（台೓国立中ఐ実ୡ高௻中
学）の生െが୭୆に関するଢ଼஢の発表を、さらに
フランスとカンボジアからの長期೏学生が「ಟ国
での୭୆問題と若者世代の活動」を報告した。 

12 月には、プレゼンテーションスライドのデザ
インについて、フォント౦サイズの選උとスライ
ドマスターを中心に情報担当の教員が実ಆ൥ଝを
行った。また、ൌ஦者を൳り、SGH 全国高校生フ
ォーラムでのஶୁによるポスター発表に２名の生
െをୣാした。 

２月には全員が校内の学ಆ成果発表会千౔フェ
スタでଢ଼஢を口୍発表した。その後、౐ஆଢ଼஢の
場合 4000 ஊ、共同ଢ଼஢の場合 7000 ஊの論文にま
とめて提出した。

位置付け 

◯ １年でのர々のゲスト౸業・ଢ଼ఊ・ർ஢基ຊを受けて、２年生全員が取り組む本校の SGH で

最も中心的な教୘/学ಆ活動である。 

◯ 生െの自発性をベースに，１年次より୔ಔ度の高いテーマを設定することにより，生െのモ

チベーションを高め，限られた時間内でସの高い調査ଢ଼஢を行うよう指導する。 

○ ୖ題解決஑ଢ଼஢とするため、最終的には不౥全でも୦らかの解決案を示すよう求める。 
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目的とそのための方法 

① 2 人でのଢ଼஢をയし、役割分担・ୈ議を行い協௮でଢ଼஢を進める経ୡをさせる。 
② 情報の出所の明示をජೲして求め、また、書ආ・論文にあたることをയすことで、確かな情報に基づ

く、現実的な提案ができるようにする。特に今年度は、現場を取౫することをയす。 
③ 論理のఄඩ・原౤と結果のତ合性の不備を指తし/自ഞ点検させ、また、ෘହと検証を求めることで、

ହ得力のある結論を導くことができるようにする。 
⋊ 論文提出と口୍発表、それに対する௬価をള数回行うことで、レポートの஄式を学び、ହ得力のあるプ

レゼンテーションができるようにする。 

ෘ説 

・ෘହ 1．国際ୖ題に関する関心・理解のയ進 

・ෘହ２．現実的な提案力の୘成 

・ෘହ 3．ർ஢意ඟのඵౕ・キャリア஄成への๾൴ 

学ಆの஘子 

 
・今年度初めて行なった 10 月の国際シンポ

ジウムの発表の஘子。 

在ආ中のカンボジア・フランスからの೏学
生と台೓の連௚校の学生に、各国における
୭୆問題と若者の行動をレポートしてもら
った。また文௺の「ർ஢」と理௺の「ఐ学
ർ஢」から୭୆に関するଢ଼஢を発表しあっ
た。 

ఘ会・発表・ସ疑応௦は全てஶୁで行なっ
た。12 月のアンケートでは総合ఐ学ఐの生
െの「本校は国際性をുう機会が多い」と
いうସ問に対するᆾ定回௦率が上がった。 

 

・10 月と２月の代表発表に対しては民間企業
で CSR を担当しておられる方と社会ୖ題に
取り組んでおられる大学の先生から各ଢ଼஢
の意ଝを指తし、また、さらに஥めるため
のஃ言を話していただいた。 

 

 

(ం) あらかじめଛっておいた論文について大
学院生からアドバイスを受けている。指導
教員とはୀうഓ度から良い点や直すべき点
を指తされる。 

（క）10 月に௰問した企業の方に୯加のイン
タビューをさせていただいている。 
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Evidence 1 | Data 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Evidence 2 | 生െのஷり返り 

 分୤が多いが、最終の౸業で生െに書いてもらった「ஷりନり」から特ඉ的なものをそのままൕൗす
る。どのような学びがあったのかを生െの言୴から感じていただけると思う。 

Q1.どんな気づきがありましたか？ 
・アンケートを取ったことによって企業の方々の意見

を知ることができた。ఢ೧の人や企業の方などの大人
の力が大切でஎたちだけでは調査が౥成しないのだと
思った。 

・日本の子どもの།൑は自分が思っていたより஥മな
状யにあることを知り今までしていたことや知௙をよ
り஥め、新しく学ぶことがたくさんあったので大きな
໥強となりました。 

・།൑はアジアやアフリカ中南米の国々の問題だと思
っていたので、ຐきの連続だった。また୳൸以上に各
地ୠで஘々な取組みが行われていることを知ることが
できた。எが通っていた小学校もு年から子ども୫ൡ
を始めたとୂいたが、実際その数は年々増えており、
日本の།൑問題はା実に解決の方向に向かっていると
言えると思った。 

・ひとつの問題を஥く໧り下げることでテレビや新ୂ
ではわからないようなことをたくさん知ることができ
てとても面ஜかった。 

・アメリカと日本だけの自分の小さいଳ野が、世界全
体を見てフィンランドやオランダなどのそして日本の
現状を知ることができ広がったと思う。௎米౾国各国
の教୘プログラムや日本のプログラムにそれぞれ良い
点பい点があり、ただ良い所取りをするだけではすぐ
に問題解決にはつながらないため、஺మを౷んで良い
ところを生かしつつプログラムを発னさせていくこと
が重要だと思った。 

・どのような解決法を考えても、世界的に問題ଳされ
ているୖ題はその解決方法を実施できない理由がたく

さんあるということだ。自分が౥᭷だと思う解決策を
思いついても、調べてみるとたいていの場合はすでに
あって、それを実行できない問題点までネットにはൗ
っていた。 

・஥く調べていくうちにテーマがどんどん変わってい
って面ஜかった。 

・家事の分担のုりについて調べた。初めは人々の考
え方に原౤があると予୳していたが本当の原౤はそう
ではなく、時間をௌ௮に費やしてしまって家事をでき
ないのだということを知ることができた。そのため解
決策としてௌ௮時間のಢೠを導き出せた。 

・物事を見るଳ野が大きく広がりました。୻えば、日
本の国内の現状だけ見て考えるのではなく、世界の
౦々な国々の現状も見て考えることで、新たなଳ点か
ら考えることができました。また、එ成の立場だけで
考えていましたが、反対の側の意見もୂいて取り入れ
ることで、あらゆることをล収して考えることができ
ました。 

・国際比ຎをすることで、日本が౎国を見ಆうべきだ
と思う点がいくつもあることがわかった。 

・எは中学生の時にレズビアンの௵୸とバイセクシュ
アルの௵୸がいて、ఢりで໻な⌞を立てられたりして
いました。でもஎは LGBT についてあまり知௙がなく
て、もっと知௙をつけてこのようなことでၞい思いを
している人をなくしたいと思い、このテーマを選びま
した。LGBT について調べていくうちに今まで知らな
かったことや意外だったことが多くありました。ま
た、自分も知らず知らずのうちにု見を持っているこ
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とにも気づきました。 

Q2.どんな力がಇびましたか？ Q3.どんな力をさらにಇばしたいですか？ 
・自分の思い通りの調査結果が見つからないこともあ

ったけれど、自分で౦々なデータをർす力がついたと
思う。これからはより発表にిしたパワーポイントを
作る力をಇばしたい。 

・౎者の意見を๑重できる力や論文を書く力などがମ
に付いたと思います。これからは自分の思いをఢりの
人に஫える力をಇばしていきたいです。 

・௵୸や先生のサポートや協力のおかげでワードやパ
ワーポイントの使い方がよくわかるようになりまし
た。 

・目的を持ってそれを実行する力がಇびたと思う。今
後は調べたことをもっとうまくまとめられるようにし
たい。 

・企業のインタビューやアンケート調査を行うことに
よって現在の日本の企業の実ଙをよりถしく知ること
ができたのでల来಺職するときに知௙を生かすことが
あればいいと思います。 

・ඌ୍アンケートや自治体へのアンケートを初めて行
い、人にアンケートをおൢいしたりഛႠな文ฆを作っ
たりする力がつきました。 

・パワーポイントでスライドを作る力も重要だと思う
ので、それをもっとಇばしパソコンが得意になりたい
です。 

・問題を஘々なଳ点から見ることができるようになっ
たと思う。 

・ひとつのୖ題に対して 1 年間向き合ったことは初め
てだったので自分のິ୲力や物事の調べ方などを知る
ことができた。しかしフォーカスを๮ってଢ଼஢を進め
ていなかったので、文ฆをまとめづらくなったり、自
分が஫えたいことが୦なのかが分かりにくくなってし
まった。だから文ฆをまとめる力をさらにಇばした
い。 

・テーマは໭いほうがとことんつきつめることができ
るということ、データやアンケートは多いほうがହ得
力が増すということに気づいた。 

・実際に現地へ行って自分で見て学ぶこともできて力
になりました。インターネットで調べるだけではなく
て、自分で行動していくことが大切だと強く思ったの
で、これからは自分で஋ா的に学ぼう、知ろうとする
力をもっと付けていきたいです。 

・論文を書く力は確実に上がったと感じる。ಒ೬みに
大ଚ大学で行われたଢ଼ఊの際に論文を書いた時は全く
レポートの書き方がわからなかったが、年ଜには大体
の஄式や書き方がわかっていたのでとても書きやすか

った。さらにಇばしたい力は、プレゼンの時にସ問な
どで௴௢をඕき込みながらプレゼンできるように工୏
していきたいと思う。 

・解決のために必要なことを自ら考え新しい提案を考
える力がಇびたと思います。また 1 つの内容に๮り஥
くർ஢することで自分の௪௡のある分野をとことん学
ぶことができてよかったです。今後はパワーポイント
やプレゼンテーションの力をಇばしていきたいです。 

・文を書いているときに間ୀった表現があるとすぐに
直してもらえたので正しい日本ୁを書けるようになっ
た。この先、大学生になると論文を書くことが増える
と思うので論理的な考え方をಇばせるようにしたい。 

・ひとつの大きな問題に関連して小さな問題がたくさ
んあるということに気づいた。社会問題を解決するの
はとても୔しいとわかりました。しかしその中でも 1
୞問題解決に向いているものを見ாめて選ぶーそのよ
うな力がಇびたと思いました。 

・コメンテーターの方々の஘々なご意見のもとで代表
として発表することで、自分が元々持っていた人前で
話すことに対する຅ಿが減るとてもいい経ୡになっ
た。 

・パソコンスキルと物事を疑って考える力です。ネッ
トの情報が時にとてもి当で、不確かであるというこ
とを初めて実体ୡしました。 

・எは今までହ得力のある文ฆを考えるのがౙ手でし
た。ർ஢を通して஘々な論文にඡれたり、TA さんの
指導を受けることで、ହ得力のある文ฆのଡ成や言い
回しなどを学ぶことができました。そしてそれを自分
の論文作成やプレゼンの際に生かすことができまし
た。大学生になるとさらに多くの論文にඡれることが
できると思うので、ହ得力のある文ฆを考える力をこ
れからもମに付けていきたい。 

・いちばんはじめにリサーチクエスチョンを立ててそ
れにปって఻体的な解決策を考えることが大切だと思
いました。大きくてྴ଴的な言୴を使うのではなく一
つひとつの事をହ明してさらに஥໧りするべきだとい
うことを学びました。パワーポイントのスライドを作
る力をಇばしたいと思いました。スライドマスターを
さらに有஍活用したいです。 

・信౅できる情報の見分け方などがわかってよかっ
た。 

・同じようなデータが沢山あるなかでより強いデータ
を選べるようになった。 
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Q4.౐独研஢・共同研஢についてどう思いますか？ 
・共同ଢ଼஢だったため、ペアの人とல事を分担した

り、わからないことを共有したり、それぞれの得意分
野を行うことができたのでよかった。しかし、家でた
くさん作業をしなければならないことを考えると౐ஆ
ଢ଼஢のほうがやりやすいと思う。 

・3 人のチームでした。時々意見がୀって話す話し合う
こともありましたが、ඌ୍アンケートも自治体アンケ
ートも 1 人だったらできていないと思います。 

・自分は౐ஆଢ଼஢でしたが、利点と問題点の両方があ
りました。利点は自分のペースで進められことです。
問題点は全部 1 人で作業をしないといけない点です。
また、1 人で論文を書いているとどうしても主௴的に
なってしまいがちなるので 2 人でやったほうがいろい
ろなଳ点から考えられるのでいいと思います。 

・同じ記事を見ていてもഀ଴に残っているᆽ所がୀっ
たりしたので別のଳ点から見ることができてよかっ
た。 

・2 人でർ஢を進めることにより、役割分担ができ、ス
ムーズに஍率よくスムーズに作業を進めることができ
ました。だから 2 人でଢ଼஢してよかったと思います。 

・お൩いの考えを共有することで、自分の考えをより
஥く໧り下げることができたのでとても良かったと思
います。 

・౐ஆଢ଼஢は଻人的にはஎに合っていてやりやすかっ
たです。共同ଢ଼஢を進められましたが、無理に౎の人
にテーマを合わせて変えるくらいなら、自分の௪௡が
あることをർ஢したほうがよいのではないかと感じま

した。（もともと同じテーマだったのなら良いと思い
ます。）౐ஆଢ଼஢は全部 1 人でやるので大変ではあり
ましたが、その分୸成感もあったように感じていま
す。 

・౐ஆଢ଼஢でも共同ଢ଼஢でも問題はないと思う。எは 7
組なので５組の人としか共同ଢ଼஢できないが、今回 3
組に同じテーマでଢ଼஢をしている人がいたためその人
と共同ଢ଼஢をしたかった。 

・共同ଢ଼஢では自分の意見と相手の意見が必ずしも一
ಱするわけでではないのでそれらをマッチさせること
が大変でした。でもಗにそれがଳ野を広くするという
利点があります。 

・౎の人の意見は先生や TA さんそれに൥ౠの౎のメン
バーからもらうことができる。 

・3 人でଢ଼஢をしていた。始めのうちはல事がなくなっ
てしまう人がいたけれど、進むにつれて、スライドを
作ったり原ံを作ったりと、3 人グループの利点を活
かして作業することができたと思う。 

・共同ଢ଼஢は、お൩いがどこのデータを調べるのかを
分担することがとても୔しかったです。୦度も連൪を
取り合い協力しました。でもஎは後྇の຦さんには共
同ଢ଼஢をお൭めします。2 人でଢ଼஢することでୀうଳ
点からの意見を取り入れることができるからです。 

・共同ଢ଼஢をすることによって自分 1 人では調べきれ
ないような୤をこなすことができたり、自分だったら
調べなかったであろうデータをペアが持ってきてくれ
て新しい発見をすることができたりした。 

Q5.౎の研஢からඵౕを受けましたか？ 
・同じ活動をງஂするにしてもହ明のல方がୀってい

てさまざまな方法があることが分かったし知௙も増え
たのでかなりඵౕをけたと思う。 

・自分と同じデータを使っているのに全くୀう意見を
஽べている人を見て人によってኇえ方がୀうことのお
もしろさを実感した。 

・౎の人のଢ଼஢ではたくさんのアンケートを企業にଛ
ったり、実際に活動してしたりしているところがあ
り、本当にすごいと思ったし、たくさんのඵౕを受け
ました。 

・ଢ଼஢に଻性が一つひとつあって面ஜかった。また、
それぞれがཱུ୑っていること(アンケートや௰問など)

がୀってすごいなと思いました。 

・౎の人のプレゼンを見たときに、ついୂき入ってし
まうような話し方やスライドがあって、自分の発表の
ときに参考にした。 

・ほかの人たちのレベルが高くて、自分たちももっと
やらないとという良いඵౕをもらえた。 

・知らなかったことも知ることができたし、こんなこ
とに௪௡があったのかと知ることもできておもしろか
った。 

・自分では考えられないようなଳ点から調べている人
もいたのでよい໥強になった。 

Q6.指導教員に提案はありますか？
・ଢ଼஢をする上で౎のテーマの人に自分の考える意見

に対して反対意見を言ってもらうと、そこの考えも஥
まってより内容の෯い調査ができるのではないかと思
った。 

・ひとりひとりが本当にଢ଼஢したい内容を๑重してඟ
しい。（無理にペアを作ると）本来調べたい内容の要
ಞがないのでಒ೬みの調査が無ྤになった。 

・１回めと 2 回めの TA さんを⑫えてほしい。できれば
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ള数の TA さんにアドバイスをもらいたい。 

・レポートを๣చしていただいた先生と発表のリハー
サルの時に指導をしてもらった先生がୀっていたので
同じにしていただきたい。 

・ある先生にはこのフォントでパワーポイントを作る
と良いと言われ作ったのですが、リハーサルでは౎の
先生にୀうフォントのほうがいいから変えたほうがよ
いと言われて直前につくり直さないといけなくて൑り
ました。指導教員同士で統一していただけるとありが
たいと感じた。 

・いつもアドバイスしてくださり第三者ଳ点で考える
ことができた。ありがたく思っている 

・先生方がたくさん提案をしてくれたので自分なりに
ർ஢を進めることができた。 

・情報の౸業のマスタースライドについての൥ଝはも
っとଫくやってඟしかった。 

・ひとつの൥ౠでテーマをもっと決めたほうがよいと

思った。୻えば LGBTQ の問題は各൥ౠでわかれてい
たので 1 つの൥ౠにまとめて、意見の交ఌができるよ
うになればいいと思った。 

・はじめの時期に Meet the Globe の活動ງஂがあった
ので、౎の൥ౠよりも೚れをとっていると思っていた
が、続けていくべき。海外ஒ年協力౉の人とᇽがれる
なんてල౐にできることじゃないと思うので。 

・ଢ଼஢に良いアドバイスをもらえたし、๝௱しすぎで
ないところがとてもやりやすい୭୆を作ってくれてい
たので、この൥ౠでよかったなと思った。 

・自分の൥ౠ内に自分と๚たテーマをଢ଼஢している人
がいなかった。千౔フェスタで自分に๚たテーマの人
の発表をୂいた時、自分では見つけられなかった内容
について発表していたので同じ൥ౠだったらもっとർ
஢を஥められたかもしれないと思った。 

 

Q7.後྇へのアドバイスは？ 
・本当に自分が௪௡のあるテーマじゃなかったら一年

間を通してଢ଼஢を進めるのはつらいと思う。自分の関
心があることについて真໐に考えてから選ぶべきだ。 

・インターネットや本だけでർ஢を終わらせるのでは
なく、実際に行動することでよりଢ଼஢を஥められると
思います。 

・発表後のସ疑応௦では௧୅家の人୸からもかなり቉
ったସ問が来ることがあるのでおどおどせず௦えられ
るようにテーマに関するものなら 1 つでも多くデータ
を持っていたほうがいいと思う。 

・テーマはଫい時期から๮って、明確に終ା点を決め
ていたほうがうまくできやすい。 

・千౔フェスタが近づくにつれて、残って作業する人
が多くなるので、౸業時間を大切に有஍に使ってଫく
終わらせたほうがいいです！ 

・自分の௪௡のあるトピックで現地調査を行えば、ർ
஢の౸業が終わった後にもᇽがっていくと思う。 

・఻体的に๮ってଢ଼஢したほうがいい。大きすぎるテ
ーマだと఻体୻がありすぎてฒくなってしまうから。 

・自分の気になる分野と社会ୖ題を組み合わせるとよ
り面ஜいർ஢が進められると思う。ディズニーやマー
ベルと関連付けた発表にとてもᎷかれたからだ。 

・現場の取౫をしたのはより良いଢ଼஢にᇽがったので
ബ対するべきだと思った。 

・൐回、自分が୦について調べているのか、どこに向
かっているのかというのを明確にすることで論文が書
きやすくなる。 

・もう少しゆとりがある中でଢ଼஢を進めるべきだと思
った。あらかじめ఻体的な計画を立てるべきだ。 

・アンケートやインタビューをする際にはଫめに行動
に୎すべきだ。 

・ಒ೬みにたくさん時間があったのにやらなくて後ཙ
した。先にやっておくと௫！ 

《その౎》 
・この一年ർ஢を通して LGBT のことをよく知り、

LGBT を理解したいという気持ちが強まりました。こ
のർ஢はஎにたくさんのඵౕを与えてくれたと思いま
す。 

・౎の高校では行っていない、千౔高校ஆ自のർ஢は
とても༵りに思えるものだと思います。そもそも
SDGs について中学の௵୸にୂいても知っている人は
ほとんどいませんでした。しかし、஡のல事の話をୂ
くと SDGs はとても重要で各企業で話題になっている

とୂきました。実際に電車で会社員の人を見てみると
SDGs のバッジをつけている௅が多く見受けられまし
た。 

・テーマを設定したときはこんなにも஥く調べること
になるとは思っていなかった。調べるほどに஥മな現
状がたくさんわかってきた。テーマをレジฦにしてମ
近な問題にඳ点を当てたことで൤通の生活でもこの問
題を意௙して生活することができるようになって良か
った。

66



4. 実ᄷ報告と௬価 ＞(5) 総合的な学ಆの時間『ർ஢』 

 

Evidence 3 | Voice 担当教員の௬価と声 
 

5 点௥点で௬価すると？ 

生െは主体的に取組んで
いましたか？ 

4.2 

൥ౠౣ成は 
ి切でしたか？ 

3.3 

生െたちのଢ଼஢のସは、
十分に高かった？ 

3.5 

ൌ஦者ଢ଼ఊ参加生െは、
活動に๾൴していた？ 

3.5 

生െのモチベーション
は、下がらなかった？ 

4.0 

指導教員チームの連௚
は、うまく取れていた？ 

2.8 

4：テーマで分けるのなら൥ౠ人数
に多少୷が出てもまとめる方向
で良いのではないか。 

3： ଢ଼஢ を進 めるう ちに ൥ౠの
SDGs のテーマとずれたり、౎
の൥ౠなら共同ଢ଼஢ができたの
に、と思うものがあった。 

3：SDGs が当てはまらないトピッ
クの人や、౎の൥ౠに๚たトピ
ックの人がいるチームがあり一
ค に で き た ら と 思 っ た 。
（LGBT・フードロス・女性の
௮き方） 

2：当初のテーマ設定が明確でなか
ったり、こちらのグループの組
み方のまずさもありうまく機能
しなかった。 

5：３人グループもあり、
もっと౎に౅るかと思い
きや、最後まで分担して
ཱུ୑っていた。 

5：൥ౠ内発表会や TA に
よる଻別指導に向けての
レポート提出がペースメ
ーカーやステップアップ
の機会となり、高いモチ
ベーションを保ってい
た。 

4：୷がౕしい時期もあっ
たが、多くの生െは୦か
しなければという気持ち
を保ち続けていた。 

3：年間スケジュールをこ
なすのでಖ一౬だった。 

4：参考文൴の書き方のプリントなど共通事ඨを 4 月に生െ全
員にଦ付すると良い。൥ౠ間でのズレがなくなると思う。 

3：打合せだけではモデルが明確に見えにくい時があった。౎
൥ౠの指導スケジュールや௴点ಉをもっと知りたかった。 

1：౎の൥ౠの先生との連௚まではできなかった。๚たような
トピックをଢ଼஢している生െをジョイントさせる取組みも
必要かもしれない。 

・自分で఍き൵めていこうとする௅勢や考えを相手に
஫えるための工୏がより見られるようになった。 
・文ฆにまとめる力、リサーチ力が上がった。 
・国際比ຎやデータから結論を引き出す力がついた。 
・一ฮ性のあるスライドのデザインができるように。 
・はじめは調べ学ಆだった生െもဉ々に問題意௙を高
め、解決の提案に向かっていった。生െの成長を感じ
る。最終஺మでは自分からまだここが足りないなどと
ఊ正をしていた。 

・社会ୖ題にアプローチすることの௫しさや୔しさを再確
認できた。 
・どこまで୦を指తしていいかのバランスの୔しさを知っ
た。 
・自分自ମが指導の力୤を上げる必要性を感じた。 
・൐年だが生െの力がಇびるのを実感する。4000 ஊなん
て無理と言っていた生െがೄく必要ஊ数をதえまだまだ書
くことがあるというところまで成長するとᇃしい。この力
は౎の教ఐ活動でも生かせると思う。 

4：今年は外部に௰問するなどして情報を取ってくるチー
ムが増えたのがよかった。౎の൥ౠでは校内の活動（フ
ードドライブ・Table for Two）などもあった。 

3：“調べる”という点では೸心だが、”ർ஢“にまでงってい
ないଢ଼஢がある。 

■生െにどんな変容があったでしょう？ ■この指導経ୡが先生にもたらした変容は？ 

5：とても意ඟ的だった。 

4：4 月当初からあるங度はっきり
としたテーマを持っていたた
め、多少強ൠの୷はあるが主体
的に取り組んでいた。 

3：自分の気になることを୦らかの
஄で考えていこうという意ඟが
高かった。 

3：生െにより୷が大きかった。 
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4. 実ᄷ報告と௬価 ＞(5) 総合的な学ಆの時間『ർ஢』 

 

௬価とஷり返り 

○ 生െはリサーチ力やレポート力についてశଞに高い向上実感を持っていることが、アンケートの数கお
よび記஽回௦の内容から明確にഭみ取れる。教員も、これらをஅんだ生െの成長を実感している。 

○ 本校が目ఏとしている A1~A4 の指ఏに対するこの౸業の๾൴度の௬価は、ほぼ入学以来の成長実感と
同じで、約 3 分の１かそれ以上の生െがとても๾൴したと௦えている。 

○ 今年度は大学の機関、NPO 法人、企業などに対してのアンケート／インタビューをတཫした結果、実
施する生െが増えた。校外での調査を実施した生െによる各௬価ඨ目への௬価はグラフに示すとおり明
らかに高い。 

○ ௬価ඨ目にはしていないが、記஽回௦では、౎の生െからの良いඵౕについての記஽が多く見られた。 

「共同ଢ଼஢のペアから，自分では思いつかないデータやデータの解๸を得ることができた」、「౎のଢ଼
஢から調査方法・調査への஋ா的な取組み௅勢・プレゼンテーションのସの高さの点でඵౕを受け
た」、また「౎の生െの考えや௪௡を知ることができて௫しかった」ಉの記஽である。 

このようなඵౕの఺ぼし合いこそが、学校で集団で行う教୘のユニークな利点であると考える。 

 

指導上の課題 

○ 以下の点については今後ともື୛な指導・調ତが必要である。 

・ ള数の先行ଢ଼஢にあたらせる 

・ ୂき取り・実地調査というଢ଼஢方法を増やす 

・ ౎者のଢ଼஢を理解し、ସ問をする力を付けさせる 

・ 提案を発信・実ᄷさせる 

・ 教員間の指導経ୡを交流し、学校全体としてୖ題ଢ଼஢に関わる指導の力୤を高める 

・ 共通教౫にすべきものをಖ選し、ତ備・活用する 

 

 資料 

① 年間指導計画 

② 打ち合わせ資料 指導上೏意すべきこと －これまでの経ୡからー 

③ 今年度使用したୖ題ଢ଼஢௬価のためのルーブリック 

④ ർ஢൥ౠ別ଢ଼஢タイトル一༮ 

ˎ 学年ଜ代表発表要຺（ඕଜ） 
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《資料⋇ ഥ和２年度の年間指導計画》 
ୖ題ଢ଼஢は、ୖ題となる「問題」を知り、その問題性を特定する作業を行うホップの஺మ、「問
題」の改ఒ策についての先行事୻を調査して知るステップの஺మ、先行事୻を౷まえて解決策を導
くジャンプの஺మをದに౷まなければならない 

4 月----------------------------------------- 
�各൥ౠのଢ଼஢対଴・ଢ଼஢の進め方についてオリエンテ

ーション 
�書ආをഭみ先行ଢ଼஢にあたり、ୖ題のோ在を知り、記

ஈする 
 → 書ආの௓໗  記ஈ用౛（ഭ書・検ดカード） 

5 月----------------------------------------- 
�リサーチクエスチョンへの๮込み＋関連௕書をഭむ 
�ウェブページ検ดなどを同時に進める 

→ ๮り込みは思考ツールなどを利用, ഭ書・検ดカー
ドなどを使い情報・考えなどを記ஈする 

→ ഭ書・検ดで得た情報・考えなどをୖ題の๮り込
みに応用 

→ ௕書の場合は タイトル・発行年・෩者・出ග
社、ウェブは URL・作成者・タイトル・作成時
期・ၡ༮日を記ஈ 

�ଢ଼஢のパートナーを見つける 
→ ൎ良しではなく、リサーチクエスチョン・関心の

方向性で決める 
6 月----------------------------------------- 
�リサーチクエスチョンの๮り込み 

→ ๮り込みが対応できるレベルになっているか 
�๮り込みの過ஙで見つかった、関係する情報をഭ書・

検ดで行う 
→ 情報の取ຽ選උ、得た情報が有இなものかを確認 

アイデアのଡണ 
�ଢ଼஢手法の๮り込み 

→ 文൴調査以外のଢ଼஢手法の可能性をർる 
7 月・8 月------------------------------------ 
�ଢ଼஢計画書の作成 
�ෘହを立てる 

→ ෘହの方向性が༜当なものか 
�ෘହをഫ付ける・౯定する資料をർる 

→ 資料の༜当性についてアドバイス 
�アンケート・インタビューなどの実施 
 
 
 

9 月----------------------------------------- 
�ෘହをഫ付けるஉುのତ理 

→ உುの論理的ତ合性 
�中間レポートの作成 
キーワード・ଢ଼஢の意ଝ目的・ଢ଼஢手法・現状・ୖ題・
ෘହ・参考文൴ 

→ ᗲჅがないか・参考文൴の଱げ方は正しいか・定
ଝがされているか 

�൥ౠ内中間発表 
10 月--------------------------------------- 
�企業௰問 
�SGH 代表中間発表 
�ෘହの検証を進める 
11 月--------------------------------------- 
�「ෘହの検証」を೷りନし、改ఒ策のସを高める 

→ ෘହが現実的でない、౎者にீ投げというように
ならないように 

�「レポート」から「論文」へ 
→ ෘହの検証を஥め、現実的な改ఒ策が導けるよう

に 
�TA からのアドバイス 
12 月----------------------------------------- 
�「レポート」から「論文」へ 

→ ෘହの検証を஥め、現実的な改ఒ策が導けるよう
に 

→ 論文の஄式はஹられているか 
�改ఒ策は発信されているか 

→ 言いっぱなしではなく、可能な場合には実際に社
会に提言するように௮きかけ、自分の案のి౯につ
いて意見をୂくのが஦ましい 

1 月---------------------------------------- 
�TA からのアドバイス 
�プレゼンテーション準備 スライド作成 

  → レポートの༈ഭみにならないように 
�൥ౠ内発表 
2 月----------------------------------------- 
�千౔フェスタ 
�論文提出→ 論文の஄式はஹられているか 
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4. 実ᄷ報告と௬価 ＞(5) 総合的な学ಆの時間『ർ஢』 

 

《資料⋈ 打ち合わせ資料 指導上೏意すべきこと －これまでの経ୡからー》 
1. リサーチクエスチョンはா力໭い෇೧にまで๮る 

キーは「ಕ有名ဨ化」 

  男女共同参画意௙→若者の男女共同参画意௙→千౔高校生の男女共同参画意௙ 

→千౔高校生の○○に関する男女共同参画意௙ 

2. レポート・論文の஄式・書き言୴をஹらせる（中間発表時に提出するものを「レポート」、2 月に提出
するものを「論文」とする） 

・論文のଡ成は次のようなユニバーサルな஄式に統一する。 

１. 意ଝ・目的 ２. ଢ଼஢手法 ３. 現状と分ෲ ４. ෘହと考௄ ５. ன஦ ６. 参考文൴  

（「３」以ఋの見出しは、内容がそのようになっていれば自由） 

3. 引用のல方・参考文൴の଱げ方が൐年不౥全なのでජೲする 

・記ஈ用౛を作り、௕書の場合は タイトル・発行年・෩者・出ග社、ウェブは URL・作成者・タイ
トル・作成時期・ၡ༮日を記ஈさせる 

4. 先行ଢ଼஢を౷まえたଢ଼஢に 

・ୖ題ଢ଼஢は、「自分ஆ自の改ఒ策ではなく先行事୻の応用・改ఒ策」であるとの意௙で。 

5. ீ投げの結論で提案になっていない論文は NG 

・「国は～すべきだ」「みんなもっと理解すべきだ」などとしない。఻体的なアイデアを出させる。 

6. 現場へのஆ自調査を௓တする。 

・アンケートやインタビューの実施と分ෲ。実ଙを見る。プロセスの中で学ぶことも多い。 

7. 多ഓ的ଳ点の導入 

・立場のୀい、国際比ຎ、ഄఴ的変ዮ 

8. できることなら解決案を「発信・実ᄷ・行動」にできる஺మまで 

9. 校外発表 （ଫくから案内、事前のಫಆ） 

3 月：ୖ題ଢ଼஢ൖ子ୱ（プレゼン・ポスター、事前選考あり）関西学院大学 

4 月：大ଚ大学国際公共政策コンファレンスୄැ山会議（プレゼン 事前選考・予選・本選） 
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4. 実ᄷ報告と௬価 ＞(5) 総合的な学ಆの時間『ർ஢』 

 

《資料⋉ 今年度の「ർ஢」ルーブリック》 
○全൥ౠ統一の年間を見通した指ఏを策定し、指導と௬価に利用した。 
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4. 実ᄷ報告と௬価 ＞(5) 総合的な学ಆの時間『ർ஢』 

 

《資料⋊課題研஢「ർ஢」൥ౠ別研஢タイトル一༮》 

൥ౠ A 

1. どうすれば結ฬ、出産をした女性が୮షしやすい୭୆をつく
れるのか 

2. 日本でフードバンクを増やすには 

3. 経済政策の基ೕを作るためには 

4. 海外のような LGBT 教୘を日本の高校に取り入れるためにす
べきこと 

5. །൑によって྆に行けない子にどのような学ಆ支ରが行える
か 

6. ガーナでుญௌ௮をしている子どもたちが十分な教୘を受け
るには 

7. 日本の教୘と海外の教୘―なぜ日本の子どもたちの自ഞᆾ定
感は଩いのか 

 

൥ౠ B 

8. 子୘てから஡のച力をなくそう 

9. 大๊が世界を೰う? 

10. 長時間ௌ௮の問題はなぜ解決しないのか 

11. ఠのない世界でのコミュニケーション 

12. 日本でのఞ付活動を活性化させるには 

13. ブラック企業を見୊る技 

 

൥ౠＣ 

14. ໥強で།൑を೰えるか 

15. めざせ！うるさい教஼！ 

16. 強಴性௽害の人を೰うために୦ができるか 

17. 学校に通うஎたちに『ஆ学』はできるのか 

18. スマートフォンと໥強 

19. 職場で人工知能と人間が共ோするには 

20. 日本におけるಟ子家൦の現状とその支ର 

21. 教పとച力 

22. Global なஶୁ教୘ 

23. 学校に೛題は必要か 

24. アフガニスタンの全ての子どもたちが教୘を受けるために       

25. 学校に『行きたくない』子どもたち 

 

൥ౠ D 

26. ഄ代のディズニープリンセスから見る理୳の女性൸の୎り変
わり 

27. LGBT について認知されてきた今、テレビを通して஫わるこ
と 

28. LGBT フレンドリー企業 

29. ೦法 24 条と同性ฬ 

30. なぜ日本ではଝ務教୘ୖஙでセクシャルマイノリティについ
て教୘できないのか 

31. 日本における同性ఎに対するု見の௸ሁと同性ฬの実現につ
いて 

32. 女性௧用車をすべての人が඿ిに使うには 

33. 企業内での女性の活ඩയ進 

34. ブラック校ಋ ～“らしさ”から多஘性へ～ 

35. フェアトレードとుญௌ௮のつながり 

36. 日本人の中国人に対するု見を変えるために 

 

൥ౠ E 

37. 在日米軍の与えるబಐ県民へのႨ害 

38. LGBT の୷別やု見の現状～現代の LGBT のあり方と୷別を
考える～ 

39. 日本から同和問題を無くすには～求められる正しい理解～ 

40. MARVEL のර戦 ตとൌ஦を与えるメディアは、どうすれ
ばうまれるか 

41. ෺ଥ解決とシリア௴୾ 

42. 外国人のための防಼ 

43. Gender equality 

44. 世界の半分がᇡえるのはなぜ 

45. ୷別の心理 ～༙生市小学生いじめ自௨事件から考௄する～ 

46. ഄఴ問題を್える日本人の対஻感情と஻国人の対日感情を良
஀なものにするには 

47. アメリカ合ಃ国の人ர୷別をなくすために 

 

൥ౠ F 

48. ᇡነ人口減少につながる୫品ロスのచ減方法とは 

49. どうすれば海ஞプラスチックはなくなるのか 

50. 国内の動物実ୡをఀബするには 

51. ༩୘ଣಣされるქを減らすには 

52. ࿊作ଣಣ地を減らすには 

53. 心理学的ଳ点から見た残業を減らす方法とは 

54. 在日朝௉人、在日コリアンの୷別を解消するには 

55. レジฦのப୶஭とその対策 

56. 日本のスーパーマーケットで୭୆に良い地産地消を進めるに
は 

 

൥ౠ G 

57. །൑の連ำから௷け出すには～子どもの།൑ 

58. 『子どもௗ士』の実ଙと解決に向けての取組みとは 
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59. 世界からుญௌ௮をなくすために 

60. 日本の子どもの།൑を解決するには～フードバンクと子ども
୫ൡを通して～ 

61. 南スーダンではなぜ།൑が減らないのか 

62. ウガンダにおける།൑の現状と解決に向けて 

63. シングルマザーが住みやすい社会にするには 

64. Children in Poverty～世界の།しい子どもたちに対する取
り組み～ 

65. 日本の୔民を支ରするには 

66. 国民的マンガ『ドラえもん』から௴る、現代社会が求める理
୳の男性൸とは 

 

൥ౠＨ 

67. །しい国の女の子の教୘ 

68. 教୘格୷～お金をかけずに学力 UP～ 

69. 今の日本の高校生・大学生に必要な力は୦か～日本とスイス
の教୘の௴点から～ 

70. マリ共和国の教୘ 

71. ～水で教୘問題は改ఒできる～ 

72. 不ః校の子どもの心理と再ః校に向けて 

73. 発னಥ上国の教౫不足を考える 

74. 生െに最ిな教୘法～日本の教୘のସを高めるためには～       

75. なぜ日本人はஶୁが話せないのか 

76. 子どもの学ಆ意ඟはなぜ下がるのか 

 

൥ౠ I 

77. DSD とは―ドイツの法൅から見る問題解決― 

78. 男性の୘ు೬業取得率の向上を進めるには୦が必要か？ ～
男女平ಉに向けて～ 

79. LGBT とポップカルチャー ～日本が世界から学べること～ 

80. 日本の子どもたちにジェンダー平ಉ意௙を持たせるための教
୘とは～多஘な性があることを൤通とするには 

81. マイノリティとマジョリティが共生できる社会をつくるに
は？～職場や教୘現場から見る LGBT の現状～ 

82. LGBT と職場୭୆ -LGBT 当事者が௮きやすい職場にするた
めにはどうすればよいのか? 

83. 日本は同性ฬ合法化のために୦をすべきか？  

84. ―同性ฬを合法化した海外の国々と日本を比ຎして― 

85. 家事はၴがするもの？ ～どうすれば男女が平ಉに家事とல
事を行えるのか～ 

86. 女性と男性の୘ుとல事の両立は可能か。 ～男性が୘ుに
参加しにくい本当の理由～ 

 

 

൥ౠ J 

87. 新たなᇡነと୫品ロスは同時に解消できるのか       

88. 大ଚ府の人々が消費税増税にವ得するためには୦が必要か 

89. フードバンク活動を広めるのにインターネットは有஍か     

90. ユニバーサル・スタジオ・ジャパンで実ᄷされた企業もజ業
員（クルー）も成長できるノウハウ 

91. 資本主ଝ以外の方法における経済成長の可能性 

92. 企業における౻用஄ଙが女性にもたらす格୷を解消すること
は可能か 

 

൥ౠ K 

93. 子どもの౞来 ～ుญྦୄをなくすには～ 

94. ஻国と日本 

95. ல事と社会 ～『௮き方改୓』の本当の意௡～ 

96. ブラック企業を日本からなくすには？ 

97. 日本の LGBT ୭୆はどのように改ఒすべきなのか 

98. 外国人技能実ಆ制度 ～どうすれば日本の経済は活発になる
のか～ 

99. །൑地ୠにおける൛金格୷を೰うためには -クラウドファン
ディングの利用-  

100. 日本は男女不平ಉ社会なのか 

101. なぜ日本の政府関係者による၃国神社参၂が、日中関係に
୶஭を఺ぼすのか。 

102. フェアトレード ～世界と日本～ 

103. すべての子どもが生まれた୭୆に関わらず、実力を十分に
発มするにはどうすべきか ～日本における།൑～ 

 

൥ౠ L 

104. 地球ആ཮化がもたらすᇡነへの対策とは 

105. எたちが安全にଠேຂを୫べ続けるためには 

106. レジฦによる海ஞළഉから生物をஹるためには～レジฦచ
減に対する取り組みの国際比ຎ～ 

107. ୭୆負෰の少ない୫生活で地球୭୆を改ఒするには 

108. 外来ரの自ே୭୆に対する୶஭とそれに対してどうしたら
いいのか 

109. ホッキョクグマをബຑの஠機からஹるためにはどうすれば
良いか 

110. ๲സが୭୆にもたらすப୶஭とその対策 
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໪ਏ  

２年生のୖ題ଢ଼஢に関わるテーマを଱げて、グ
ローバルコンパクト・ネットワーク・ジャパン関
西分ఐ会ಉを通じて協力いただける੫業を൳った。
௰問させていただき、事業をງஂしていただいた
上で、૚੫業の CSR の取組みについてઇえていた
だいた。 

૘人数でถしくお話いただけるよう、１ᆽ所 10
੡以内の定員とした。自分のୖ題ଢ଼஢に関わる੫業
を௰れる２年生のൌ஦を最ર੔し、૭ચな場合、１

年生も૞加できるようにした。 

ಲ続して受け入れていただいている੫業も੗く、
こちらからごງஂしていただくテーマをリクエス
トしたり、事前ସ問をあらかじめおଛりしてご૆૟
いただいたりするなど、より関ଖ度の高いଢ଼ఊとす
ることができた。 

今年度は、このଢ଼ఊ後にさらにถしくઇえていた
だくため、୯加のインタビューをള数の੫業におൢ
いし、受けていただいた。

ਜ਼઼હけ 

◯ 地੪にある੫業の実੠の取組みとその取組みの最前଍で௮く人に出会う機会 

◯ ２年生は自分のୖ題ଢ଼஢のための機会、１年生はଳ野をઁげる機会 

৯的 

⋇ ੫業の社会的ிભ(CSR) について੫業における఻体的な取組みを学ぶ。 

⋈ ௮くということについて、఻体的にઅえるీ機とする。 

ෘହ 

・ෘହ 1．国੠ୖ題に関する関ੱ・理ੰのയ進 

・ෘହ２．現実的な઀੧力の୘成 

・ෘହ 3．ർ஢意ඟのඵౕ・キャリア஄成への๾൴ 

・ෘହ 4．஋ாಽの意ඟ・ચ力の向上とణ఺஍ટ 

ਭ入れ੫業・大৾とৰ઱場ਚ 

・IDEC ઙૄ会社 本社 
・NTN ઙૄ会社 本社 
・ா東開発ੵ業ઙૄ会社 本社 
・大ଚガスઙૄ会社 実ୡૐ合ક୧ NEXT21 
・第一生୵チャレンジドઙૄ会社 大ଚ事業部 
・日本ਗ਼産ઙૄ会社 本社 
・ઙૄ会社ヒロコーヒー టືいながわ૲ 
・ઙૄ会社マンダム 本社 

(6)  
国੠ધ化ఐ 

௘ ೬ み ੫ 業 ௰ ਖ ଢ଼ ఊ  
最 前 ଍ で ௮ く 人 か ら 学 ぶ 

ഥ和੪年 

1,２年ൌ஦者
者社者଴ 

10 月 4 日、7 日 

 １年 25 ੡ 
２年 38 ੡ 

京ଚઋの CSR に
取り組む 8 ੫業 
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4. 実ᄷ報ઔと௬੼ ＞(6) ௘೬み੫業௰問ଢ଼ఊ 

 

৾ಆの஘子 ௰ਖ੔とテーマ 

 
(ం)IDEC 

㌣௮き方੝୓・ライフワークバランスの 
実現と人間๑重経੾ 

(క)NTN 
 ㌣ダイバーシティの௓進 
 

 

 
(ం)ா東開発ੵ業 
  ㌣海外のゴミ問題への๾൴とリサイクル  

および資౺࿯୭への取組み 
(క)大ଚガス 
 ㌣ആ཮化対策などの୭୆への取組み 
 
(ం) 第一生୵チャレンジド 
 ㌣社員とともに成長する会社―଻性を 

生かす業務の൉出・ચ力を引出すੵ୏ 
 
(క)日本ਗ਼産 
 ㌣ல事と家൦の૏立支ରと 

サプライチェーンへのிભ 
 
(ం)ヒロコーヒー 
 ㌣サステナブル（持続૭ચな、生産者の 
   生ણ・୭୆を๑重した）コーヒー 
(క)マンダム 
 ㌣୭୆へのிભと取組み 
 
 

 

Evidence 1 | Data 
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4. 実ᄷ報ઔと௬੼ ＞(6) ௘೬み੫業௰問ଢ଼ఊ 

 

Evidence 2 | 生െのことば 

・これからは、౐なるモノとしてେうのではなく、ૹષ

に生産者や自ே୭୆などのూବがあることを意௙し౞

来もずっとଐいૹષを੭るための投資としてૹષを選

び、େう૑要があるとઓいます。(→A1) 

・この会社のような社員一人ひとりにఞり๣い、൩いに

ଐいඵౕをଖえあえる取組みを஋ா的に取り入れる੫

業がੜえていってほしいと強くઓいました。このよう

な੫業がੜえることで、௽がいのથ૮に関બなく੗く

の人が社会でણඩできるのではないかとઓいます。(→

A1) 

・୭୆に対する開発や取組をੴり、੝めてゴミ問題をઅ

えました。また、SDGs の取組みなど、2 年生から઩ま

るർ஢にも૽に立つ話もたくさんୂけてよかったです。

੫業௰問ଢ଼ఊに૞加して、世界の問題についてさらに

関ੱを持つことができ、とてもよい経ୡになりました。

(→B1) 

・お話をୂき、੓性が௮きやすい୭୆、制度をତえるこ

と、ஂ ૧との૏立、自分自ମが௏೨であることの大જさ

をੴり、௮き方੝୓について஥く理ੰすることができ

ました。(→B6)  

・地ૉആ཮化についてଢ଼஢するのはもちろんのこと、そ

の対策を実੠に૥してみたりしていたことです。૥し

たことで、最初は見られなかった問題点、ಗにરれてい

た点が、分かったそうです。(→B6) 

・ഀ଴஥かったのは、ୟ入੔の方などとの信౅関બをと

ても大事にしているということでした。ୟ入੔のコー

ヒー໼がもしその年にあまりઽᄥできなかったとして

も、そこからୟ入すると話されていたのは้ொでした。

େい続けるという長く੔を見ྚえた行動が大જさを学

びました。(→B6) 

・本社の見学の੠には、జ業員の࿇೧気もฑらかく、ත

ਗ਼やペットボトルのઞ用రૃなどとてもಞศで、ల来

௮きたい、理୳の会社だとઓいました。(→B11) 

・会社のல組みや社員の方々のᇽがりもੴれてల来のこ

とをઅえるଐいきっかけにもなってとても௼重な体ୡ

ができました。(D2-2) 

・日本における外国人のజ業員が 78 人もいたり、੬੓平

ಉ社会の௓進、また௽がい者のણඩ௓進にも力を入れ

ているということをቯって、一見੗஘性とは੥びહか

ないような事業であっても会社を発னさせるには஘々

なଳ点からのઅえや౦々な人౫のણඩが૑要だと૎じ、

とても໥強になりました。(→੗஘性の意ଝ) 

・2020 年までに੓性ଵ理૙ૻ૨を８%に引き上げると

いう目ఏです。また、ல事と家൦の૏立支ରとして、૔

୧ඐ務やಢ時間ඐ務制度が൤఺してきたそうです。୘

೬に関しても、୘ు೬業୮૙支ରプログラムという制

度がౄ実しています。ർ஢のણ動に૞અになる実੠の

現૾をੴることができ、ଐかったです。 

௬੼  

○ 社会的ிભに取り組まれている૿当者から఻体的に経ୡやણ動をお話しいただくことで、「A1 社会๾൴

意௙」「B1 国੠ୖ題関ੱ」「B6 リアルな理ੰ」を高めることになっている。 

○「B11 進ଡ଼ਫ਼ୈ機会」に「はい」と௦えた生െが઄数、「੗૘」と௦えた生െも加えると 9 સをதえる。ల

来どのような会社にඐめたいのか、どのように௮きたいかについてઅえた生െがいたことが、生െの「こ

とば」からわかる。キャリア஄成にも૽立っていると言える。 

○ 学年શの્ඉとして଱げられるのは、１年では A1 や A2 のような意௙・理ੰが્に高まるのに対し、２

年ではଢ଼ఊの成ટを౎の生െのために利用した生െが੗くなっていることである。2 年では同じ൥ౠの中

にଢ଼஢テーマが੺い生െがૐまっているためであろう。൥ౠౣ成が生きているとઅえる。 
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໪要  

それぞれの人が持つダイバーシティ（多様性）
への理解と対応力がグローバルリーダーの資質
として欠かせない。 

この研修では，ഄ史的に多様性に向き合わざ
るを得ない米国，その中でも限られた地域に多
様な人種・民族・経済的地位の人々がๆり合っ
てථらすニューヨークを訪れた。 

生െたちは，社会団体や地域社会等で多様性
の問題に取り組む人たちから彼らの活動内容を
聞き，あるいはワークショップ形式で学んだ。 

また，米国の移民に関わるഄ史的背景につい
て実物を通して学べる博物館を訪れ，ガイドか
ら説明を聞いた。 

これらに加え，中型バスで移動することによ

りニューヨークの地区による೜住者層の違いを
体感した。またニューヨーク在住で国連に長く
ඐ務していた本校෮業生と食事会を持ち，国際
機関で多様な人々と一คに仕事をする上で大切
なことや，国連でඐ務することになった経༬等
についてお話をቯい，後྇達へのアドバイスも
いただいた。 

ൌ望者多数のため，日本語および英語で書い
た小論文（これまでに取り組んできたグローバ
ル課題およびこの研修で学びたいことについて）
の提出を求め，これまでに実施した各種研修へ
の参加実績も加味して選考を行った。 

研修前・研修中・研修後にそれぞれ，これまで
の経験を生かした指導を行った。

 

位置付け 

◯ 多様性への対応をテーマに，米国において社会にインパクトを与える活動をしている人々と出会
い，直接学ぶ機会を提供する。 

○ 学校の代表として研修を受け，経験を他の生െに伝えることを求める。 
 

目的と方法 

⋇ Diversity に対する理解を深める。 
 ↑Diversity が日常かつ課題であるニューヨークの現実を体感することにより 

⋈ 背景・ര性の異なる人と対話・協働する力を身に付ける。 
 ↑ര性の異なる人との対話・協働の経験者の実体験から学ぶことにより 

⋉ 社会問題を解決する意ඟ・能力を高める。 
 ↑多様性を受け入れ，ၴもがථらしやすい社会の実現のためにර戦している人がどう取り

組んでいるのかを学ぶことにより 
ෘହ 

・ෘ説 1．国際課題に関する関心・理解のയ進 

・ෘ説２．現実的な提案力の育成 

・ෘ説 3．ർ究意ඟのඵ激・キャリア形成への๾൴ 

(7

) 

国際文化科 海 外 ଢ଼ ఊ 
ニューヨークでダイバーシティへの対応を学ぶ  

ഥ和２年 

２年ൌ望者 1 月 1 日～6 日 
 10 名 アメリカ合衆国 

ニューヨーク市 
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4. 実ᄷ報告と評価 ＞(7) 海外研修 

 

൥ప/௰問先とଢ଼ఊ内容/生െの学ಆの஘子  

・TENEMENT Museum 
19 世紀のヨーロッパからの移民，特に෕教や文化の異なるアイルランド系の移民がどのような
住೜に住み生計を立て，どのようなု見や差別と戦ってきたかを学習した。 

 
 
 

 
 

 
 

 
・国連本部 

安全保障理事会，経済社会理事会，総会等の会議場の見学，および国連の果たす役割や世界の課
題について学習した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ඖ田ඤ一（ぬまた たかかず）氏 

ニューヨーク在住。UNDP（国連開発計画）を中心に長く国連でඐ務した。 

自身の学生時代の体験から，自分の興味に従って実際に行動を起こすこと，そして多様な同ഋや
政府職員と仕事をするときにおける，相手の背景を理解しかつ自分のペースを守りながら対話を
することの重要性について൥演していただいた。 

 
 
 

 

 

 
 
・Eva Vega 氏 

多様性を受け容れる社会への変革のために，主に学校を೺台に活動している。 

氏が多様性教育を担当している学校（The Town School）を訪問し，実際の学校の施設や備品，
生െの作品等を見学させていただき，学校の教育内容に多様性の重視がどのように反映されてい
るのかをງ介していただいた。 

氏には 2 日間に分けて൥演をしていただき，LGBT など性的マイノリティの人々のことをより深
く理解するための映൸資料や，LGBT の人々への支援活動などをごງ介いただいた。またニュー
ヨークでは，male, female, intersex といった３つの性別を設定していること，they が第 3 の
性別を表す代名ဨとして使われていることなど，先進的な取組みを学んだ。 

←専門のガイドに
より英語で説明を
受けた。 

←国連近くのඖ田氏のご自宅で൥演を
聞かせていただいた。 

過去にこのニューヨーク研修に参加し，
現在米国留学中の෮業生１名も൥演に
加わった。 
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4. 実ᄷ報告と評価 ＞(7) 海外研修 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・Anti-Defamation League (ADL) 
反差別に取り組む社会団体。差別やု見に関連して社会にメッセージを発信し，人権に関するト
レーニングプログラムを開発・実施する。教員向けに教材となるリソースも提供している。 

生െたちに Micro-aggression（悪意はないが無意識の差別意識の表出）をメインテーマにトレ
ーニングを実施した。モールを使って自分のアイデンティティをງ介するアクティビティー等を
行い，自他の๑重の大切さも学んだ。 

 
・Museum of Chinese in America 

移民として在米中国人がどのようにඞわれてきたか，そのഄ史的変ዮを学習した。 

 
 
 
 
 

  

↑The Town School では，教材の赤ちゃんの人形も様々
なျの色のものが用いられており，多様性について໽い
ႃから学ぶ環境が整っていることを実感した。 

トイレの標識のピクトグラムにも男女共用のものがあ
り，多様性重視の配ൟがなされていることを知った。 

↑モールを使ったアクティビティーの様子 

←専門のガイドに
より英語で説明を
受けた。 
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4. 実ᄷ報告と評価 ＞(7) 海外研修 

 

Evidence 1 | Data 

 
（注）B11 の評価指標について: この研修では「自分
の将来を考える上でのヒントや新しい将来൸が得られ
たと思いますか。」という質問に変えている。 

 

 

 

 

 

 

Evidence 2 | 生െの૎୳ 

○ 私が今回の研修で最もഀ象的だったことは，想൸以上に自分自身や日本のことを知らなかったことです。よく知らな
いから，日本と比ຎするために日本について質問されても上手く答えられなかったし，自信を持って自分の考えを相
手に伝えることも出来ませんでした。 

○ ADL の研修では自身のアイデンティティについて話す機会があり，自分のことをどれだけ൤段考えずに生活してい
るのかがわかった。しかし，モールを使って自分のアイデンティティを表現するアクティビティーを通して，自分に
ついて考えることができ，自分を知って初めて他者を๑重できるということを学んだ。 

メンバー全員が自分のアイデンティティを説明していく中で，どんどん意見が言いやすい空気になっていったよう
な気がした。 

○ 日本ではまだ同性愛など，性について様々なု見を持っている人がいて，性について受け入れられていない部分も多
く，もっとみんなに性の多様性について分かってもらえるように伝えたいと思いました。 

また，無意識に持っているု見によって，実際に自分も無意識のうちに差別してまっているのではないかと気付き
ました。 

○ Eva さんの話を聞いていて 1 番ഀ象に残っていることは，代名ဨが人をംつけている可能性があるということでし
た。英語では she や he，Mr や Ms などがあり，私たちが勝手に見た目だけをみて代名ဨを決めています。ですが人
は男女の２つに分けられません。LGBTQ の人たちはそのような代名ဨで勝手に性別を決められて名前を呼ばれるた
びにംついています。日本でも「ちゃん」や「君」を使うことがあります。そして私は何の違和感もなく使っていま
した。今回の研修で初めて代名ဨが人をംつけることもあると気がつきました。 

○ 今回の研修で，Eve Vega さんの൥習と ADL の൥習の両方で「多様性ཥ
山」（右図）の話を聞いたので，それもງ介したいです。私は表に見える情
報は本当に少ないと思いました。図では，水の上のཥの部分が 10%で，見
えない水の下の部分は 90%ということでした。その人と話してみないと分
からないことがとても多く，本当に大切なものは表には見えないと思いま
した。 
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4. 実ᄷ報告と評価 ＞(7) 海外研修 

 

௬価 

○ 研修の主目的である「多様性への対応」という課題に対する理解は非常に進んだことが，帰国後アンケートの結果

（A2「国際課題理解」）や生െの感想からもわかる。また生െの感想の中で多かったのが，「自分自身や日本のこと

を知らなかった」というものだった。ニューヨークの多様性を学ぶ中で，自身や自国の現状も深く学ぶ必要があると

いう気付きを得た生െが非常に多く，今後のさらなる深い学びや行動につながる，大きな成果であると考える。 

○ 帰国後アンケートの「とても効果があった」に注目すると，A1「社会๾൴意識」・A2「国際課題理解」・D1「参加満

足評価」・D2「成長実感」の数値が 100％と高い。A4「൉造的提案力」の値が他と比ຎすると低いが，A2「国際課

題理解」が進んだおかげで将来൸の発見（B11「進路検討機会」）に結びついたとも考えられ，A4「൉造的提案力」

へつながる体験ができた研修であった。 

○ A３「協同ർ究力」に関して，研修前・研修中・研修後のそれぞれの場面において，参加生െ全員で取り組む作業を

多く設定していたため，生െのᆾ定率の高さに表れたと考えられる。 

たとえば，事前学習は次のような手順で行なった。 

研修先やテーマを参加者に割り振り→各自が調査したものを発表→他のメンバーが質問→ 

→さらに調べて次回に報告→各自が研修先に対してགねたいことを英語で準備→ 

→ネイティブ英語教員がファシリテートしてメンバーが準備した質問を聞き出し・整理・深める 

また，研修中൐日のミーティングでは，このネイティブ英語教員と社会科教員が，メンバーが感じたことをല

き，理解が不十分な点を補うことで学びの深化・共有を行なった。 

 
資料 

 
○研修スケジュール 

１月１日 
・大阪伊ື空港から羽田空港へ移動 
・羽田空港から JFK 空港へ移動 
・ニューヨークง着後，ブルックリンブリッジパーク，

911 メモリアルパーク，ウォールඌ，NY 証券取引所，
Columbia University 等を見学 

１月２日 
・TENEMENT Museum ガイドツアー 
・国連本部ガイドツアー 
・ඖ田ඤ一氏による研修 
 

１月３日 
・The Town School にて Eva Vega 氏による研修 (1) 
・ADL による研修 

１月４日 
・Eva Vega 氏による研修 (2) 
・Museum of Chinese in America ガイドツアー 
・China Town，Little Italy のඌ並み見学 

１月５日・６日 
・JFK 空港から羽田空港に移動 
・羽田空港から大阪伊ື空港へ移動 
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໪要  

国際文化・総合ఐ学両学ఐの２年生全員による課
題ଢ଼஢「ർ஢」・「ఐ学ർ஢」の発表を中心に，22
会場に分かれ，180 発表を行った。ଢ଼஢発表のほ
か，海外ଢ଼ఊの報告発表，ディベート（日本語 3,
ஶ語 4対戦）も公開した。 

本校が国際ఐ学高校に再ౣされた時からスター
トし，今年で 15 回めとなる。 

日ஙは３日間で，初日は合๼コンサート，基調൥
౰，１年「国際理解」特別౸業，SSH国内・海外
ଢ଼ఊ報告会ಉを開ಈした。２日め，３日めは課題
ଢ଼஢をはじめとする発表を分ఐ会場に分かれて行
った。 

昨年度に続き，一ಹ公開日としている最終日を土
໫日に設定した。208 家൦の保護者が参௴に来ら
れ，「ల来社会に出た時に役立つ力を育てる取組み
だ」，「知௙を自分のものにし，自分の意見を話せ

ていることが౅もしい」ಉの感୳をいただいた。 

基調൥౰には，大阪管区気象台地球ആ཮化情報官
のပ田෎౶さんにおいでいただき『地球ആ཮化の
これまでとこれから』と題して地球ആ཮化が国際
的にどのように௴೾されているか，その結果を元
にどのような予೾がされているかをງஂしていた
だいた。 

発表では൤通教஼を多く使う。൤通教஼では，生
െのタブレットから無線でプロジェクターにスラ
イドの಩൸を送出して発表を行なった。 

最終日は，౎校教員の຦஘にも公開した。大阪府
内の公立高校 13 校 21 名，எ立高校３校 4名，府
外の高校４校 6名，合計 20 校 31 名の参加があっ
た。また，２日めに，近ๆの中学生 87 名の見学を
受け入れた。 

 

 発表ಉの஘子 

 
 

 

 

 

 

 
ఠ௫選උ生合๼     基調൥౰ 

 

 

 

 

 

 

「ർ஢」代表発表     発表後，൥௬の先生方からエールをいただいています。 

(8)  両学ఐ 学 ಆ 成 ટ 発 表 会 
「 千 ౔ フ ェ ス タ 」 

ഥ和２年 

1,２年全生െ 2 月 6 日~8 日 

  
596 名 

 
本校 22 会場 
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4. 実ᄷ報告と௬価 ＞(8) 学ಆ成果発表会 千౔フェスタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ఐ学ർ஢」代表発表    ఘ会は生െが交代で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

「ർ஢」発表     「ఐ学ർ஢」発表 

 

 

 

 

 

 

 

ஶ語ディベート（２年）    日本語ディベート（１年） 

 ౎ૅの先生方からの௬価とஷりନり 

・生െ主体で運営・進行が行われているのが良かった。 
・生െたちが生き生きしていて，௵人のパフォーマン
スに౎の生െたちが「すごい」などඵౕし合っている
஘子が見えた。 

・コメンテーターの方がいらっしゃることで質疑応௦
がとても௪௡஥かった。 

・リサーチを外部とのやりとりを通しても行なってい
るのが良い。 

・しっかりアイコンタクトが取れている人もいたが，
原ံをഭんでいる感じが強い発表もあった。 

・問題のూ景に対する認௙をより஥めてඟしい。 
・౎の生െから質問が出るようにலෳけがあっても良い。 
・すべての発表会場にコメンテーターを配置できればと
思う。 

・課題ଢ଼஢をやりっぱなしではなく，発表・改ఒの機会を
設けているのが質の高さにᇽがると感じた。 

 

㌣公開するからこそ良い点・பい点を指తしていただける。同ษ会と連௚してコメンテーターとして各部屋
に入っていただくなど，ご意見を生かしてさらに良いものにしていきたい。 
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໪要  

本ૅの SGH ଡ୳としては，３年生で「SGH 対
଴生െ」とみなしているのはこの౸業の選උ者で
ある。 

グローバルな社会ୖ題について，ஶୁでഭみ・છ
き・発表し・ୈ૛する力をಇばす౸業である。 

年度の初めは，Global Issues を໪௴したあと，
SDGs について経༬や理୛について学ಆしたのち，
10 の目ఏについて現૾と関連する国連౾機関の
ણ動を発表ણ動（グループで分૿してリサーチし，
プレゼンテーションにまとめて発表する）を通し
て学んだ。 

その後は，生െたちが઀案しクラス全体で選ん
だ６つのテーマ（།൑・ઇ୘・୔民・気౜૗動・
ుญௌ௮・ジェンダー平ಉ）の現૾や国際的な動
きについて学ಆした。ઇ౫にはニュース記事や国
連機関作成の資મ，NGO ಉが作るビデオを用いた。 

年度の後઄は，୔民と気౜૗動について，ெᇍ国
連のೳ組みを用いて学ಆを進めた。生െたちは૿
当することになった国の政策・世૛をグループで
リサーチして主୑を組立て，決議案をછき，ુ同
઀案国を得るためにઐ௱を行った。

位置付けと目的 

◯ ２年でのୖ題ଢ଼஢とディベートの経ୡを受けて，グローバルな社会ୖ題についてஶୁで૛理
的に意見ઐఌをする経ୡをくぐらせる。 

仮説 

・ෘହ 1．国際ୖ題に関する関心・理解のയ進 

・ෘହ２．現実的な઀案力の୘成 

Evidence | Data 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 国際ધ化ఐ ３ 年 次 の 指 導 
高 度 な ஶ ୁ ઈ 用 ચ 力 の ୘ 成 を め ざ す 

ஶ ୁ 選 උ ఐ 目 『 ト ピ ッ ク ・ ス タ デ ィ ズ (TS )』 

ഥ和元年 

3 年選උ者 通年 

  
29 人 ౝ２回 

૚１コマ 

 

※いずれも強くᆾ定した生െのસ合 
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4. 実ᄷ報ઔと௬価 ＞（９）３年ઃの指଑ 

 

評価 

○ 入学以来の成長実૎を見ると，A5 ஶୁઈ用ચ力に加え，A4 ൉ୗ的઀案力について学年平಑の 1.5 ೅の
સ合の生െが強くᆾ定している。目ఏに対する౸業の๾൴度を見ると，A3 協同ർ஢力・A2 国際ୖ題理
解について６સか６સに಴る生െが強くᆾ定している。 

○ 最ીの౸業でとったアンケートでは，９સをதえる生െがർ஢の౸業で学んだことがこの౸業のஃけに
なっていると௦えている。 

  ఻体的には，「多ഓ的に検ୈするચ力」「ిજな情報のૐめ方・選උのல方とまとめ方」「トピックの理解
（ௌ௮୭୆についてのଢ଼஢がジェンダー平ಉのトピックの理解をஃけたಉ）」「プレゼンテーションスキ
ル」「エッセイのଡ成」「ୖ題解決のための策をどうઅえたらଐいか」が଱げられている。 

○ 以上より，この౸業が１，２年の SGH の取組みとうまくம続し，さらに目ఏとしている力をಇばして
いると言える。 

資料 

⋇ ౸業の૴れ 

《テーマ学ಆ》では： 

[ビデオ＋Q&A] and/or [ഭみ物+Q&A] → ディスカッション→ 発表 → エッセイ 

※ビデオとഭみ物の Q の最後に意見を஽べる問題を入れて，後のણ動につながるようにした。 

※ビデオやഭみ物，話し合いで決まったこと（テーマや発表スケジュール）のુથとエッセイの઀出・
๣చ・఼点・ନేは Google Classroom を利用した。 

《ெᇍ国連》では： 

分૿国のリサーチ→「自国の立場＋౎国に求めること」のプレゼンとધછ→ 

 →ુ同઀案のためのୂき取りとઐ௱→国連のフォーマットに合わせ決議案作成→ 

  →決議案のହ明と఼決→ஷりନり 

 

⋈ ೏意した点 

・内ઍ中心，プロジェクト中心とすることで４ૼચଁ合஑となるように౑めた。 

・ୖ題ଢ଼஢のスタイルを取り入れ，学ಆ内ઍを生െが選ぶようにした。また，ઑ問ધで౸業テ
ーマを設定し，それをઅえるための౫મを઀୹する（または生െがർす）ன開をするように
心がけた。 

୻: ・Global Issue のうちどの問題を取り上げるか 

  ・国連機関のうちどの機関を取り上げてプレゼンテーションするか 

  ・ெᇍサミットとெᇍ国連でどの問題を取り上げるべきか 

  ・ெᇍ国連の૞加国はどの国であるべきか 
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5.ઈ੾  
 
 
 
 
 
 
 

  

87



5. ઈ੾ ＞(1) ઈ੾指଑੻員会 

 

 (1) 運営指導委員会 

1. 第１回 

日時：ഥ和੪年 10 月 18 日 16 時〜17 時 15 分 
場所：૸౔高ૅ ૅ長஼ 
出ఆ者： 
○ઈ੾指଑੻員 

୲   ඤข ੻員 ੺ྡ大学 総合社会学部୭୆・まちづくり௺௧వ ઇ౸ 
ઢಐ ઌร ੻員 大ଚ府ઇ୘センター 高ಉ学ૅઇ୘௓進஼ 指଑主事 

○ଵ理機関・大ଚ府ઇ୘ૂ 
ૣ本 ஖౶  ઇ୘ஷ௪஼ 高ಉ学ૅୖ ઇ務グループ 指଑主事 

○૸౔高ૅ 
ଠ野  ย   ૅ 長 
山下 ༌౶  ઇ୍ 
大西 ૸ག  ੣ఆઇྺ ౎関બઇ員 

主なஃ言 
○国੠シンポジウムについて 

x 発表のフレームができているところがଐい。 

○ୖ題ଢ଼஢『ർ஢』中間発表/ୖ題ଢ଼஢の指଑について 
x コメンテーターの指తはもっともだと૎じることが多くあり、થ意ଝだ。 

x ディズニーの主人公にଖえられた設定の૗ዮと社会૾யの関連のଢ଼஢など、௪௡を引くテーマだった。 

x センシティブな問題をඞうものもありテーマの多஘性が૎じられる。 

x 現場૎ಁからすると実૎なくやっているように಩る。生のଢをୂくことが重要である。国੠的な問題をඞう時、ネ
ットから੭られるੲ報だけでは଒界がある。そのためには「日本をターゲットにしつつ国੠的௴点も入れる」とい
うଢ଼஢の進め方がଐい。 

x 上の内ઍとဤ࿬することだが、たとえば「།൑」のテーマで「人」をターゲットにするとଢ଼஢を進めるのが୔し
い。「社会のしくみ」をターゲットにする方が進めやすい。 

x テーマについては、自分が஀きだからこそそのଢ଼஢にઊち੢めるはずだ。本当は自分は୦が஀きなのかをઅえる機
会を持ち、それにజって動くのがଐい。 

x 先生が指଑を್え੢むとしんどくなる。ੲ報だけでなく指଑についても外部の協力を੷めるとଐい。 

x 大学の先生に、指଑やੲ報について協力を੷めることを஋ா的に行えばଐい。૮理な場合もあるかもしれないが、
૾யがಅす෇೧で協力してもらえるはずだ。自分自ମ地ୠのまちづくりに関わってネットワークを持っているの
で、気ೄに相୥してもらったらଐい。 
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5. ઈ੾ ＞(1) ઈ੾指଑੻員会 

 

2. 第２回 

日時：ഥ和２年２月 7 日 12 時 20 分〜13 時 30 分  
場所：૸౔高ૅ ૅ長஼ 
出ఆ者： 
○ઈ੾指଑੻員 

୲   ඤข ੻員 ੺ྡ大学 総合社会学部୭୆・まちづくり௺௧వ ઇ౸ 
ઢ本 ஶ子 ੻員 京都市立഼୒大学 ઇ౸ 
൘内 ௼෦ ੻員 大ଚ府ઇ୘センター 高ಉ学ૅઇ୘௓進஼ 指଑主事 （代理出ఆ） 

○ଵ理機関・大ଚ府ઇ୘ૂ 
ૣ本 ஖౶  ઇ୘ஷ௪஼ 高ಉ学ૅୖ ઇ務グループ 指଑主事 

○૸౔高ૅ 
ଠ野  ย   ૅ 長 
山下 ༌౶  ઇ୍ 
大西 ૸ག  ੣ఆઇྺ ౎関બઇ員ઃ第： 

主なஃ言 
○஀௬੼ 

x 前年度の௬੼に੦づいてઃのステップに進むという PDCA の手ದが౷めている。 

x 現場を体ୡして発表している生െが増えているのがよい。現場に行って૎じるということをಆຯ化すると、成ટが
全くୀってくる。 

x ୯඄調査を続けているのがよい。「ർ஢」をやったことが、どのように今のல事や学ಆにつながっているかを引き
出して、ઃへつなげていってほしい。 

○ஃ言 
x スライドによるプレゼンテーションのସについて：ધஊだけの発表もある。ビジュアルに୪えるએஜさも体ୡさせ

るべき。現੟のモデルを੿ってきたり、ෘಎしたり、小道఻をઞうなど、データのプレゼンテーションにીわらな
いよう、ヒントを投げかけてあげるべき。 

x ୯඄調査に関連して：生െにとって「ちょっと先྇」の人たちが、૸౔で学んで社会に出て、このようにણඩして
いる、ଢ଼஢を続けているということをୂくことで、モチベーションの上がり方がୀうはず。「੺い先྇」にリアル
に会って話をୂくことで学ಆ意ඟを高めてඟしい。 

x ੥૛のൠさについて：問いの設定が大きすぎるのではないか？高ૅ生には対ૢが୔しいテーマ設定もある。「学ಆ
意ඟ」や「クラウドファンディング」についての発表は、高ૅ生には୦ができるのかという点を૳としどころにし
ていたのでଐかった。調べたことをၴに஫えたいのかが明નな発表であるべき。 

x 小学生など子どもたちに向けて、自分たちのଢ଼஢をわかりやすい言୴で஫えることもએஜいかもしれない。 

x SDGs から発னしたグローバルୖ題をଢ଼஢する੠に大જなのは、「自分ごと化できる」ことではないか。୻えば
「子どもௗ૒」のଢ଼஢など、ୖ題が大きすぎると、自分に୦ができるのかઅえにくいのではないか。 

x 「女性の௮き方」と「ジェンダーのଢ଼஢」など、ૻຎ的੺いテーマの生െ୸でディベートや話し合いをすること
で、୦か஥まりがあるのではないか。 

x ଻人で海外へ出てボランティアなどのણ動ができるチャンスも増えている。来年度から SGH の予઴もなくなるの
で、こういうメニューもງஂもしてはどうか。౎にも、大ଚ府内の大学が加ೇする「大学コンソーシアム大ଚ」が
ഥ和２年度のಒ೬みに、大学の先生が中学生・高ૅ生のためのサマースクールを開く予定である。こういったもの
もણ用してඟしい。 

x ฾田市の市民公இણ動センター（ラコルタ）など、ボランティア੮体や NPO をうまく生െにງஂしていくこと
で、ઇ員の指଑も௞れてଐいのではないか。 
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 (2) 成果の൤及 

1. ୖ題ଢ଼஢『ർ஢』のરೢ૛ધૐを੿成し、Web で公開した。 

2. ୖ題ଢ଼஢『ർ஢੦ຊ』のテキストを੿成し、報ઔ会ಉでງஂするとともに Web で公開し
た。 

3. ଢ଼ఊಉは、本ૅ SGH ௧用のサイトおよびブログで、ྖ時できるだけถしい内ઍをງஂし
た。 

x ブログは開設以来 30,000 ページビューをதえた。 
本ૅの SGH サイト：http://www.osaka-c.ed.jp/senri/sgh/index.html  

本ૅの SGH ブログサイト：https://senrisgh.blogspot.com/ 

 

4. 学ಆ成ટ報ઔ会「૸౔フェスタ」の最ી日を公開するとともに、実ᄷ報ઔ会およびઇ員対
଴公開໥強会を下੶の要୩で開ಈした。 

x 大ଚ府内の公立高ૅ 13 ૅ 21 ੡、எ立高ૅ３ૅ 4 ੡、府外の高ૅ４ૅ 6 ੡、合計 20
ૅ 31 ੡の૞加があった。 

x ੺ๆの中学ૅからその学ૅの行事として学生 87 ੡の見学を受け入れた。 
x 保૧者は、211 家൦からの૞加があった 

 
日 時 ഥ和２年２月８日(ଅ) 9：00〜16：15 

会 場 本ૅ 

内 ઍ  9:00 〜 11:50 学ಆ成ટ発表会 
 13:00 〜 13:50 SGH 実ᄷ報ઔ会  
 14:00 〜 14:50  SGH 実ᄷ報ઔ会  
 15:00 〜 16:15  ઇ員対଴公開໥強会 

テーマ：『SDGs をણ用したホールスクールアプローチの実ᄷ
-ർ஢をກにした主体的学ಆ者の୘成に向けて-』 

൥ ప：立୵ைஹ山高ಉ学ૅ 田ఈ੶子先生  
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①
  
ど
う
す
れ
ば
結
婚
、
出
産
を
し
た
女
性
が
復
帰
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
れ
る
の
か

 

 

1．
 課

題
の
現
状

 

20
19
年
に
発
表
さ
れ
た
総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

20
18
年
時
点
で
日
本
の
女
性
労
働
人
口
は

30
14
万
人
を

超
え
た
。
年
々
働
く
女
性
が
増
え
て
き
て
お
り
、
以
前
と
比
べ
る
と
女
性
の
社
会
進
出
は
進
ん
だ
と
言
え
る
。
し

か
し
、
出
産
、
育
児
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
機
に
離
職
す
る
女
性
は
今
も
非
常
に
多
い
。
女
性
は
男
性
と
比

べ
る
と
こ
れ
ら
が
原
因
で
離
職
し
て
し
ま
う
割
合
が
高
い
。

 

2．
 目

的
と
方
法

 

こ
の
研
究
の
目
的
は
女
性
が
働
き
や
す
く
、
出
産
、
育
児
後
で
も
復
職
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め

で
あ
る
。
ま
ず
は
問
題
を
把
握
す
る
た
め
に
書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
収
集
を
行
い
、
ま
た
実
際
に
企

業
の
方
や
保
育
事
業
に
携
わ
る
方
に
お
話
を
伺
っ
た
後
考
察
を
進
め
た
。

 

3．
 結

果
と
考
察

 

一
つ
目
の
問
題
は
、
出
産
休
暇
・
育
児
休
業
制
度
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
（
図
１
）
に

よ
る
と
、
企
業
規
模
が
小
さ
く
な
る
に
つ
れ
育
児
休
業
制
度
を
設
け
て
い
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
働
き

手
が
不
足
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
制
度
を
整
え
る
に
は
、
休
暇
を
取
得
し
た
人
の
仕
事
を

他
の
社
員
が
負
担
す
る
体
制
が
必
要
と
な
る
。
一
人
に
仕
事
を
引
き
継
が
せ
る
の
で
は
な
く
、
社
員
全
員
が
仕
事

を
把
握
し
何
人
か
で
分
担
す
る
こ
と
で
、
一
人
あ
た
り
の
負
担
を
軽
減
し
補
完
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る
。
普
段
か

ら
業
務
を
整
理
、
共
有
す
る
こ
と
で
、
そ
の
仕
事
に
つ
い
て
特
定
の
人
し
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。

 

二
つ
目
が
、
今
ま
で
通
り
の
働
き
方
が
厳
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
。
個
人
に
合
わ
せ
た
働
き
方
を
会
社
が
提
案

す
る
必
要
が
あ
る
。
時
差
勤
務
や
短
時
間
勤
務
、
在
宅
勤
務
制
度
な
ど
の
導
入
に
よ
り
、
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ

れ
ず
そ
の
人
に
あ
っ
た
条
件
で
仕
事
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

三
つ
目
が
、
子
ど
も
を
保
育
園
等
に
預
け
た
く
て
も
、
空
き
が
な
く
預
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。
待
機
児
童

解
消
の
た
め
に
政
府
が
保
育
園
の
建
設
に
力
を
入
れ
て
い
て
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
保
育
士
不

足
は
続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
保
育
士
確
保
の
た
め
に
労
働
に
見
合
っ
た
賃
金
の
支
払
い
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
成
り
手
は
増
え
ず
保
育
士
の
離
職
に
も
繋
が
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
た
だ
大
型
の
保
育
施
設
の
建
設
に
時
間

を
か
け
る
よ
り
も
、
小
規
模
施
設
の
事
業
を
増
や
し
短
期
間
で
受
け
入
れ
を
増
や
す
方
法
な
ど
も
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
う
。
小
規
模
保
育
事
業
は
、
子
ど
も
を
一
人
預
か
る
だ
け
で
も
保
育
士
と
補
助
員
の
二
人
が
必
要

と
な
る
た
め
赤
字
に
な
り
や
す
い
。
改
善
す
る
に
は
仕
組
み
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

 

4．
 今

後
の
課
題

 

 
最
後
に
、
人
々
の
男
女
の
性
別
役
割
に
対
す
る
考
え
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
昔
と
比
べ
れ
ば

「
男
は
働
き
、
女
は
家
を
守
る
」
と
い
う
考
え
は
無
く
な
っ
て
き
た
が
、
男
性
が
育
休
を
取
得
す
る
こ
と
や
主
夫

と
し
て
働
く
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
あ
ま
り
な
い
。
制
度
だ
け
で
は
な
く
周
り
の
環
境
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
私
た

ち
に
も
で
き
る
環
境
づ
く
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

5．
 ま

と
め

 

 
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
今
よ
り
も
多
く
の
女
性
の
社
会
進
出
や
一
度
離
職
し

た
女
性
の
仕
事
復
帰
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
女
性
の
収
入
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
男
女
間
の
経
済
格
差
の
解

消
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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②
 子
育
て
か
ら
親
の
暴
力
を
な
く
そ
う

 

 

 
近
年
児
童
虐
待
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
知
り
た
い
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
問
題
解
決
の
た
め
に
ま
ず
は
現
状
を
知
り
、
虐
待
が
起
き
て
し
ま
う
原
因
を
明
ら
か

に
し
、
そ
し
て
苦
し
む
子
ど
も
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
解
決
策
を
導
き
出
す
。

 

1．
 
児
童
虐
待
の
現
状

 
図

1 
児
童
相
談
所
へ
の
相
談
者
割
合
（

20
17
）

 

 
厚
生
労
働
省
「
平
成

29
年
度
の
児
童
相
談
所
で
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数

ht
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00
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５
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）

 
厚
生
労
働
省
「

20
17
年
の
児
童
相
談
所
で
の
児
童
虐
待
相
談
件
数
」

ht
tp
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w

w
w
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w
.g

o.
jp

/c
on

te
nt

/1
19

01
00

0/
00

03
48

31
3.

pd
f（

 
20

19
/0

8/
30

ア
ク
セ
ス
 
）

 
 

図
1
か
ら
相
談
者
も
割
合
で
最
も
少
な
い
の
は
児
童
本
人
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
の
話
に
基
づ
く
が
、

こ
れ
は
子
ど
も
が
公
的
機
関
の
不
十
分
な
対
応
に
よ
っ
て
家
に
再
び
帰
さ
れ
た
場
合
に
虐
待
が
過
激
化
す
る
こ
と
を
恐

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 

図
２
 
子
ど
も
に
虐
待
と
思
わ
れ
る
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か

 

 
 

is
ik

i.p
df
「
児
童
虐
待
に
関
す
る
調
査
」

ht
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s:
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w
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子
育
て
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孤
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母
親

子
育
て
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る
母
親

子
ど
も
に
虐
待
と
思
わ
れ
る
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か

 
図

2
の
調
査
結
果
よ
り
、
子
育
て
に
孤
独
を
感
じ
る
母
親
の
方
が
虐
待
と
思
わ
れ
る
行
為
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
結
果
が
出
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
不
安
定
な
親
の
心
も
虐
待
の
一
つ
の
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

 

2．
 
虐
待
の
原
因

 
 
こ
こ
ま
で
で
児
童
虐
待
の
原
因
は
公
的
機
関
の
不
十
分
な
対
策
と
親
の
心
が
不
安
定
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、

こ
こ
か
ら
は
虐
待
が
起
こ
っ
た
後
の
対
処
に
あ
た
る
公
的
機
関
の
問
題
で
は
な
く
問
題
が
起
こ
る
根
源
と
な
る
親
の
心

に
着
目
す
る
。
そ
し
て
西
沢
哲
さ
ん
の
「
こ
ど
も
の
虐
待
」
と
い
う
書
籍
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
、
虐
待
が
起
こ
る
原
因

の
う
ち
の
子
育
て
に
対
す
る
自
信
喪
失
、
疲
労
・
疲
弊
感
、
体
罰
肯
定
感
な
ど
を
軽
減
さ
せ
る
方
法
を
探
す
。

 

3．
 
親
の
心
を
ケ
ア
す
る
機
関

 
親
の
心
の
ケ
ア
を
す
る
機
関
と
し
て

M
Y

 T
R

EE
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
日
本
版
ネ
ウ
ボ

ラ
）
の
二
つ
に
着
目
し
た
。

 

○
M

Y
 T

R
EE

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

 
ジ
ュ
ニ
ア
・
く
す
の
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
さ
く
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
三
つ
が
存

在
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
虐
待
加
害
者
で
あ
る
親
の
支
援
に
焦
点
を
あ
て
た
ペ
ア
レ
ン
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
注
目
し

た
。

 

○
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

 
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
前
に
そ
の
も
と
と
な
っ
た
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
医
療
制
度
の
こ
と
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
子
ど
も
の
貧
困
率
が
低
い
理
由
に
関
係
し
て
い
る
。
ネ
ウ
ボ
ラ

は
全
て
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
民
が
無
償
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
容
は
健
康
診
断
、
予
防
接
種
な
ど
の
医
療
に
関

す
る
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
育
児
相
談
な
ど
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

 

○
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

 
日
本
版
ネ
ウ
ボ
ラ
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
医
療
機
関
や
保
健
所
な
ど
の
中
心
と
な
り
子
育
て
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
で
き
る
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ネ
ウ
ボ
ラ
と
の
違
い
は
、
保
健
師
が
担
当
制
で
は
な
い
こ
と
や
、
自
治
体
ご
と
に
支
援
内
容

が
異
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 

4．
 
今
後
の
課
題

 
現
時
点
で
親
の
心
の
ケ
ア
を
す
る
施
設
、
制
度
を
調
べ
た
。
で
は
な
ぜ
な
く
な
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
に
は
知
名
度
の
低

さ
と
人
員
財
源
の
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
。
財
源
人
員
な
ど
の
不
足
は
、
福
祉
に
使
わ
れ
る
税
を
児
童
の
た
め
に
回
す
こ

と
が
最
善
だ
が
、
知
名
度
の
低
さ
に
つ
い
て
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

 

5．
 
結
論
（
探
究
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と
・
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
）

 
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
問
題
の
呼
び
か
け
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
寄
付
や
募
金
活
動
な
ど
限
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
今
回
の
探
究
を
通
し
て
、
虐
待
の
加
害
者
で
あ
る
親
を
責
め
る
だ
け
で
な
く
親
の
心
に
着
目
し
、
寄
り
添
う
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
。
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③
 レ
ジ
袋
に
よ
る
海
洋
汚
染
か
ら
生
物
を
守
る
た
め
に
は

 

～
レ
ジ
袋
削
減
に
対
す
る
取
り
組
み
の
国
際
比
較
～

 
 

1．
 
課
題
の
現
状

 

私
た

ち
は

近
年

大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
海
洋

プ
ラ

ス
チ
ッ

ク
に
よ
っ
て
被

害
を

受
け
て
い
る
生
物
た

ち
を

守

る
た
め
に
で
き
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
研
究
を
行
っ
た
。
 

 

現
在
ま
で
に
海
洋
ご
み
に
絡
ま
る
、
ま
た
は
こ
れ
ら
を
摂
取
す
る
こ
と
で
、
絶
滅
危
惧
種
を
含
む

70
0
種
も
の
生
物
が

傷
つ
け
ら
れ
た
り
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
の

92
％
が
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
も
の
と
確

認
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
レ
ジ
袋
に
よ
る
海
洋
汚
染
は
著
し
く
、
大
阪
商
業
大
学
公
共
学
部
原
田
禎
夫
准
教
授
が

20
18
年

に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
大
阪
湾
全
域
に
沈
ん
で
い
る
レ
ジ
袋
は

30
0
万
枚
に
上
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
レ
ジ
袋
は

日
本
人
が
一
日
に
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
以
上
消
費
す
る
ほ
ど
日
本
の
生
活
に
根
付
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
関
わ
り
の
深
い
も

の
で
あ
る
た
め
私
た
ち
は
日
本
に
お
け
る
レ
ジ
袋
の
削
減
に
ト
ピ
ッ
ク
を
設
定
し
研
究
す
る
こ
と
に
し
た
。

 

海
外
と
日
本
に
お
い
て
実
際
に
導
入
さ
れ
て
い
る
対
策
に
つ
い
て
開
始
時
期
や
効
果
、
消
費
者
の
生
活
へ
の
負
担
の
面

か
ら
比
較
し
て
い
く
。

 

2．
 
結
果
と
考
察

 

 
51
の
国
と
地
域
で
レ
ジ
袋
の
製
造
、
販
売
、
使
用
禁
止
が
、

25
の
国
と
地
域
で
課
税
ま
た
は
有
料
化
を
行
っ
て
い
る

と
分
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
実
例
を
挙
げ
て
説
明
し
た
い
と
思
う
。

 

①
 
イ
ギ
リ
ス

 

イ
ギ
リ
ス
で
は

20
15
年
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
一
枚
に
対
し

15
ペ
ン
ス
（
約

7
円
）
の
課
税
が
導
入
さ
れ
た
。
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
食
料
品
店
な
ど
で
使
わ
れ
る
レ
ジ
袋
に
課
税
し
た
こ
と
で
、
使
用
率
は

85
％
も
下
が
り
、
課
税

一
年
目
だ
け
で
使
用
量
を
６
５
億
枚
も
減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

 

②
 
ケ
ニ
ア

 

ケ
ニ
ア
で
は
レ
ジ
袋
に
関
す
る
世
界
一
厳
し
い
規
制
と
い
わ
れ
る
レ
ジ
袋
に
対
す
る
法
律
が

20
17
年
に
施
行
さ
れ

た
。
製
造
・
販
売
・
輸
入
は
当
然
な
が
ら
、
使
用
し
た
場
合
も
最
長
で

4
年
の
禁
固
刑
か
最
高

4
万
ド
ル
（
約

43
0

万
円
）
の
罰
金
刑
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
月
間

24
00
万
枚
も
の
レ
ジ
袋
が
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
施
行
後

使
用
率
は
ほ
ぼ

0％
と
な
っ
た
。

 

③
 
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は

20
20
年

3
月
か
ら
使
い
捨
て
レ
ジ
袋
禁
止
法
が
施
行
さ
れ
る
。
し
か
し
研
修
で
訪
れ
た

1
月

上
旬
時
点
で
す
で
に
レ
ジ
袋
を
無
料
で
配
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
い
ず
れ
も
紙
袋
ま
た
は
１
～
３

ド
ル
程
度
の
布
製
の
袋
で
あ
っ
た
。

 

④
 
日
本

 

20
20
年

7
月
か
ら
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
義
務
付
け
ら
れ
る
が

20
20
年
１
月
現
在
ま
だ
無
料
配
布
を
し
て
い
る
店
が

多
く
み
ら
れ
る
。
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
で
行
わ
れ
た
有
料
化
の
後
も
レ
ジ
袋
を
使
用
す
る
か
と
い
う
調
査
に
使
用
す
る

と
答
え
た
人
は
、
日
本
で
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り

26
％
も
低
い
結
果
と
な
っ
た
。

 

こ
れ
ら
の
比
較
よ
り
日
本
は
意
識
の
面
で
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
た
。
差
が
生
ま
れ
る
理
由
の
一
つ
に

は
環
境
教
育
の
遅
れ
が
あ
る
と
考
え
た
。
欧
米
諸
国
の
よ
う
に
生
徒
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
を
交
え
た
学
習
が
必
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

3．
 
今
後
の
展
望

 

 
研
究
に
よ
り
日
本
は
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
お
い
て
様
々
な
面
で
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後

は
ど
の
よ
う
な
政
策
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
日
本
で
有
効
か
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。
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④
 歴
代
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
か
ら
見
る
理
想
の
女
性
像
の
移
り
変
わ
り

 
 

1．
 
研
究
の
動
機
・
目
的

 
 
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
に
は
い
く
つ
か
の
プ
リ
ン
セ
ス
作
品
が
あ
る
が
、
時
代
に
よ
っ
て
プ
リ
ン
セ
ス
の
言
動
や
性
格
の

描
か
れ
方
が
変
化
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
映
画
が
製
作
さ
れ
た
当
時
の
女
性
観
、
理
想
の
女
性
像

が
デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
に
表
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
女
性
の
社
会
進
出
の
デ

ー
タ
を
元
に
、
歴
代
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
の
移
り
変
わ
り
か
ら
時
代
ご
と
の
理
想
と
さ
れ
る
女
性
像
を
読
み
解

い
て
い
く
。
ま
た
、
そ
の
結
果
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
に
お
け
る
女
性
の
社
会
進
出
の
実
例
を
踏
ま
え
て
、
未
だ
な
く
な
ら

な
い
男
女
格
差
の
原
因
と
解
決
案
を
導
く
。

 

2．
 
研
究
内
容

 
 
プ
リ
ン
セ
ス
を
年
代
別
に
第
一
期
か
ら
第
三
期
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
比
べ
る
こ
と
で
プ
リ
ン
セ
ス
の
移

り
変
わ
り
を
研
究
し
て
い
く
。

 
 
第
一
期
の
プ
リ
ン
セ
ス
は
『
白
雪
姫
』（

19
37
）、
『
シ
ン
デ
レ
ラ
』

(1
95

0)
、『
眠
れ
る
森
の
美
女
』

(1
95

9)
の
オ
ー
ロ

ラ
で
あ
る
。
彼
女
ら
の
特
徴
は
家
庭
的
な
女
性
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
三
作
品
で
は
、
プ
リ
ン
セ
ス
が
進
ん
で
家
事
を
す

る
場
面
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
製
作
当
時
の
働
く
既
婚
女
性
の
割
合
は
わ
ず
か

15
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
プ

リ
ン
セ
ス
は
当
時
の
男
女
役
割
分
担
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
三
作
品
は
共
通
点
し
て
結
末
が

結
婚
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
女
性
の
幸
せ
は
結
婚
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。

 
第
二
期
の
プ
リ
ン
セ
ス
は
『
リ
ト
ル
・
マ
ー
メ
イ
ド
』（

19
89
）
の
ア
リ
エ
ル
、『
美
女
と
野
獣
』（

19
91
）
の
ベ
ル
、

『
ア
ラ
ジ
ン
』（

19
92
）
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
で
あ
る
。
彼
女
ら
の
特
徴
は
自
立
し
た
女
性
で
あ
る
こ
と
。
第
一
期
の
女
性
像

か
ら
大
幅
に
変
化
し
た
背
景
に
は
、

19
60
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
女
性
解
放
運
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
図
１
の
通

り
、
女
性
の
社
会
進
出
が
大
き
く
進
ん
だ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
一
期
と
第
二
期
で
変
化
し
て
い
な
い
部

分
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
最
終
的
に
は
結
婚
す
る
こ
と
。
こ
の
時
代
も
結
婚
＝
幸
せ
と
い
う
価
値
観
は
変
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。

 
第
三
期
の
プ
リ
ン
セ
ス
は
『
塔
の
上
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
』（

20
10
）
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
、『

ア
ナ
と
雪
の
女
王
』

（
20

13
）
の
エ
ル
サ
と
ア
ナ
、『
モ
ア
ナ
と
伝
説
の
海
』（

20
16
）
の
モ
ア
ナ
で
あ
る
。
こ
の
三
作
品
の
共
通
点
は
、
恋

愛
で
は
な
く
家
族
愛
や
冒
険
が
中
心
で
あ
る
こ
と
。
図

2、
3
の
通
り
、
女
性
の
平
均
初
婚
年
齢
、
未
婚
率
は
と
も
に
上

昇
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
三
作
品
の
中
心
が
恋
愛
で
は
な
い
の
は
、
結
婚
だ
け
を
人
生
の
目
標
に
し
な
い
と
い
う

新
し
い
風
潮
の
表
れ
と
言
え
る
。

 
以
上
の
通
り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
の
変
遷
か
ら
、
女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、

ま
だ
完
全
に
男
女
平
等
が
実
現
で
き
た
と
は
言
え
な
い
。

 
図

4
の
ア
メ
リ
カ
の
男
女
が
考
え
る
、
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
原
因
は
い
く
つ
か
項
目
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
偏

見
や
考
え
方
の
問
題
、
問
題
意
識
の
低
さ
、
制
度
等
の
不
十
分
の
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
女
性
の
雇
用

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
会
社
も
い
く
つ
か
存
在
し
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

 
デ
ィ
ズ
ニ
ー
は

19
60
年
か
ら

80
年
代
に
か
け
て
、
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
死
去
や
以
前
活
躍
し
て
い
た
ア
ニ
メ

ー
タ
ー
た
ち
の
引
退
に
よ
っ
て
、
ヒ
ッ
ト
作
が
で
な
い
低
迷
期
を
迎
え
る
。
そ
の
た
め
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
新
た
な
ア
ニ

メ
ー
タ
ー
を
採
用
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
女
性
の
雇
用
改
革
に
踏
み
出
す
。

 
『
リ
ト
ル
・
マ
ー
メ
イ
ド
』
で
初
め
て
、
ブ
レ
ン
ダ
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
と
い
う
女
性
制
作
ス
タ
ッ
フ
が
加
わ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
驚
異
的
な
興
行
収
入
を
叩
き
出
し
、
大
成
功
を
収
め
た
。

 
そ
の
後
、
次
々
と
女
性
制
作
ス
タ
ッ
フ
の
数
が
増
え
て
い
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て
ヒ
ッ
ト
作
が
続
く
よ
う
に
な
る
。

 
『
ア
ナ
と
雪
の
女
王
』
は
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
リ
ー
と
い
う
女
性
監
督
が
手
掛
け
た
。
そ
こ
で
、
製
作
当
初
の
物
語
の

内
容
を
リ
ー
が
大
き
く
変
え
る
。
こ
の
大
胆
な
方
向
転
換
が
功
を
奏
し
、『

ア
ナ
と
雪
の
女
王
』
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
史
上
最

大
の
ヒ
ッ
ト
作
と
な
っ
た
。

 
こ
の
よ
う
に
、
女
性
の
活
躍
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
と
て
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
積
極
的
に
女
性

の
雇
用
は
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
い
偏
見
を
持
ち
、
女
性
の
活
躍
の
可
能
性
に
気
付
か
な
い
企
業
は

な
か
な
か
女
性
の
雇
用
に
踏
み
出
さ
な
い
。
よ
っ
て
、
男
女
格
差
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
ま
ず
そ
の
偏
見
を
な

く
す
必
要
が
あ
る
。

 

3．
 
結
論

 
 
自
然
と
プ
リ
ン
セ
ス
に
時
代
の
理
想
の
女
性
像
が
表
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
風
潮
を
映
画
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
の
狙
い
だ
っ
た
と
い
え
る
。
だ
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
は
世
間
の
流
れ
を
表
し
て
い
る
だ

け
で
革
新
的
な
描
写
が
な
い
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ほ
ど
影
響
力
の
あ
る
企
業
は
男
女
平
等
と
い
う
新
し
い
風
潮
を
積
極
的
に

発
信
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
女
性
の
社
会
進
出
、
男
女
平
等
の
認
知
が
広
ま
れ
ば
、
前
述
の
よ
う

な
偏
見
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
し
、
男
女
格
差
に
対
す
る
問
題
意
識
も
高
ま
る
。
そ
し
て
、
女
性
の
雇
用
・
育
児
等
の
制

度
の
充
足
に
発
展
す
る
。
ま
さ
に
こ
れ
が
男
女
平
等
の
実
現
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。

 

＜
参
考
文
献
＞

 
� 「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
４
か
国
意
識
調
査
」
男
女
共
同
参
画
局
 
（

20
19

/1
2/

07
）

 
� h

ttp
://

w
w

w.
ge

nd
er

.g
o.

jp
/re

se
ar

ch
/k

en
ky

u/
is

hi
ki

/k
ek

ka
2.

ht
m

l 
� 「
米
国
等
の
雇
用
・
所
得
状
況
」
内
閣
府
 

(2
01

9/
07

/3
0)

 
� h

ttp
s:

//w
w

w
5.

ca
o.

go
.jp

/k
ei

za
i-s

hi
m

on
/k

ai
gi

/m
in

ut
es

/2
01

7/
03

14
/s

an
ko

u_
01

.p
df

  
� 「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
働
く
既
婚
女
性
」

 (
20

19
/0

7/
28

) 
� h

ttp
://

cr
os

sc
ur

re
nt

s.h
aw

ai
i.e

du
/c

on
te

nt
.a

sp
x?

la
ng

=j
ap

&
si

te
=u

s&
th

em
e=

w
or

k&
su

bt
he

m
e=

W
O

M
EN

&
un

it=
U

SW
O

R
K

00
1 

� 「
ア
メ
リ
カ
の
男
女
役
割
」

 (2
01

9/
07

/3
0)

 
� h

ttp
://

w
w

w.
e-

es
ta

.jp
/u

se
fu

l/r
ol

e.
ht

m
l 

� 「
な
ぜ
デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
魅
力
的
な
女
性
像
を
生
み
出
せ
る
の
か
」
梅
田
智
世

 (
20

19
/0

8/
07

) 
� h

ttp
s:

//w
w

w.
bu

zz
fe

ed
.c

om
/jp

/b
fja

pa
nn

ew
s/

w
om

en
-m

od
er

ni
ze

d-
th

e-
di

sn
ey

-p
rin

ce
ss

 
� 「

変
わ
り
ゆ
く
女
子
の
幸
せ
」

 堀
井

 憲
一
郎

 (
20

19
/0

8/
08

) 
� h

ttp
s:

//g
en

da
i.i

sm
ed

ia
.jp

/a
rti

cl
es

/-/
51

32
5 

図
１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図
２

 

 
図
３
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図
４

 

 

95



⑤
 日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
意
識
を
持
た
せ
る
た
め
の
教
育
と
は

 

～
多
様
な
性
が
あ
る
こ
と
を
普
通
と
す
る
に
は
～

 
 

1．
 
問
題
の
現
状

 

今
日
、
日
本
で
は
性
的
志
向
を
理
由
と
し
て

10
代
の

LG
B

T
の
約

5
割
が
い
じ
め
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

教
員
の
発
言
や
行
動
か
ら
自
分
の
性
的
志
向
を
侵
害
さ
れ
た
と
感
じ
た
生
徒
も
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
事

例
と
し
て
『
僕
が
夫
に
出
会
う
ま
で
』
の
著
者
で
あ
り
、
当
事
者
で
あ
る
七
崎
良
輔
氏
を
挙
げ
た
い
。
七
崎
氏
が
小
学
生

時
代
「
オ
カ
マ
」
等
と
か
ら
か
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
教
員
が
七
崎
氏
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
、
ク
ラ
ス
の
議
題

と
し
て
取
り
上
げ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
本
人
に
「
普
通
の
男
の
子
」
で
あ
る
こ
と
を
強
制
し
七
崎
氏
の
自

尊
感
情
を
傷
つ
け
る
形
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
問
題
が
発
生
す
る
原
因
と
し
て
、
生
徒
・
教
員
が

LG
B

T
の
生
徒

を
異
端
と
し
て
捉
え
て
い
る
か
ら
と
考
え
二
つ
の
背
景
が
あ
る
と
推
測
す
る
。

 

2．
 
問
題
の
背
景

 

 
 
一
つ
目
に
学
習
指
導
要
領
に

LG
B

T
に
つ
い
て
の
記
載
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
は
『
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
』
に
つ
い
て
指
導
内
容
と
し
て
扱
う
こ
と
は
難
し
い
と
し
、
平
成

29
年
の
学
習
指
導
要
領
改
定
案
に
多
様
な
性

に
つ
い
て
教
え
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
学
習
指
導
要
領
に
組
み
込
ま
な
か
っ
た
。
し
か
し
学
習

指
導
要
領
に
は
「
異
性
へ
の
関
心
」
の
記
述
は
残
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
学
習
指
導
要
領
は

LG
B

T
の
生
徒
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

 

 
 
二
つ
目
に
教
員
の

LG
B

T
に
関
す
る
知
識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
記
の
七
崎
氏
の
よ
う
に
教
員
が
意
図
せ
ず

と
も
生
徒
の
性
的
志
向
を
否
定
し
た
り
、
当
事
者
の
生
徒
を
傷
つ
け
る
発
言
を
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
る
。

 

 
 
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
生
徒
が
多
様
な
性
が
あ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
と
い
う

認
識
を
持
た
せ
る
た
め

公
的
機

関

及
び
学
校
が
す
べ
き
こ
と
は
な
に
か
と
い
う
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
立
て
る
。

 

3．
 
調
査
と
結
果

 

①
各
都
道
府
県
で
の
対
応

 

近
畿
圏
の
教
育
委
員
会
等
に
各
府
県
で
実
施
し
て
い
る

LG
B

T
の
生
徒
へ
の
対
応
・

LG
B

T
に
つ
い
て
の
教
育
に
つ
い
て

質
問
を
行
っ
た
。
回
答
が
得
ら
れ
た
の
は
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
和
歌
山
県
で
あ
る
。
三
つ
の
府
県
は
共
通
し
て
教
員
に

対
す
る
研
修
と
し
て
有
識
者
や
当
事
者
を
招
き
講
演
会
を
行
う
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ど
の
府
県
も
人
権

教
育
の
基
本
方
針
は
外
国
人
、
同
和
教
育
が
主
で
あ
り
、
指
導
方
針
に
は
取
り
組
む
べ
き
人
権
課
題
と
し
て
「

LG
B

T
な

ど
」
と
記
載
し
て
あ
る
だ
け
で

1
行
ほ
ど
し
か
記
載
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、

LG
B

T
に
関
し
て
の
教
育
の
実
施
状
況
は
把

握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

 

②
海
外
の

LG
B

T
に
関
す
る
教
育

 

 
 
次
に
日
本
の

LG
B

T
に
関
す
る
教
育
に
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
こ
と
を
調
査
す
る
た
め
海
外
の

LG
B

T
教
育

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

 

１
）
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
国
家
教
育
委
員
会
が
制
作
す
る
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
』
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
。

そ
の
中
の
「
性
教
育
」
の
項
目
に
お
い
て
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
性
的
権
利
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
生
物
の
教
科
書
に
お
い
て
も

LG
B

T
の
性
的
志
向
を
肯
定
す
る
記
述
が
さ
れ
て
い
る
。

 

２
）
韓
国

 

韓
国
に
お
い
て
も
中
学
校
・
高
校
の
『
保
健
』
の
教
科
に
お
い
て

LG
B

T
の
性
の
概
念
・
性
自
認
に
関
す
る
知
識
、
性
的

志
向
の
決
め
つ
け
の
是
非
に
つ
い
て
の
記
載
が
教
科
書
に
さ
れ
て
お
り
、
他
人
の
性
的
志
向
を
決
め
つ
け
て
い
け
な
い
と

の
記
述
も
あ
っ
た
。

 

３
）
ア
メ
リ
カ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

 

実
際
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
多
様
性
教
育
を
行
っ
て
い
る
エ
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ガ

さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
、
多
様
性
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
タ
ウ
ン
ス
ク
ー
ル
を
訪
問
し
た
。
エ
ヴ
ァ
さ
ん
は
学
校
の
設

備
や
制
服
は
子
ど
も
た
ち
に
性
別
は
二
つ
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
た
せ
る
原
因
で
あ
り
、
性
別
は
無
限
に
あ
る
こ
と
が

普
通
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
子
ど
も
た
ち
に
持
た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
た
。
タ
ウ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
体
の
パ

ー
ツ
に
つ
い
て
教
え
る
際
、
男
性
・
女
性
で
分
け
る
の
で
は
な
く
医
療
用
語
を
用
い
て
教
え
て
い
た
。
タ
ウ
ン
ス
ク
ー
ル

で
は
性
に
関
す
る
話
を
す
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
で
は
な
く
、
違
い
を
共
有
し
あ
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
た
。
ま
た
ト
イ
レ

は
男
性
用
・
女
性
用
で
は
な
く
性
別
に
関
係
な
く
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
を
採
用
し
て
い
た
。

 

4．
 
考
察

 

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
は
教
員
が

LG
B

T
に
つ
い
て
「
知
る
」
た
め
の
研
修
は
行
っ
て

い
る
も
の
の
実
際
に
授
業
で

LG
B

T
に
つ
い
て
「
教
え
る
」
た
め
の
方
針
や
義
務
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ま
た
、
授
業
だ
け
で
な
く
学
校
の
設
備
や
制
服
な
ど
も
生
徒
に
男
性
・
女
性
の
区
別
を
感
じ
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
生
徒
た

ち
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
意
識
を
持
た
せ
る
た
め
に
学
習
指
導
要
領
に

LG
B

T
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
を
記
載
し

LG
B

T
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
義
務
化
す
る
こ
と
。
各
都
道
府
県
教
育
委
員

会
は
教
員
へ
の

LG
B

T
へ
の
配
慮
に
関
す
る
研
修
を
徹
底
し
、
実
際
に
授
業
を
行
う
た
め
の
具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り

を
す
る
こ
と
。
学
校
の
設
備
や
学
用
品
を
男
女
兼
用
、
も
し
く
は
選
択
可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
男
性
・
女
性
の
二
つ
の
性
の
み
を
対
象
に
せ
ず
、
学
校
内
の
環
境
に
お
い
て
も
男
性
・
女
性
だ
け
で
限

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
生
徒
に
感
じ
さ
せ
な
い
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の

LG
B

T
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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tp

s:
w

w
w.

m
ee

t.g
o.

jp
/b

_m
en

u/
ho

ud
ou

/2
8/

04
_i

ce
Fi

le
s/

af
ie

ld
fil

e/
20

16
/0

4/
01

/1
36

92
11

_0
1.

pd
f 

� 
（
閲
覧
日
：

20
19
年

12
月

17
日
）

 

� 
日
高
康
晴
 
平
成

27
年
「
教
員

59
79
人
の

LG
B

T
意
識
調
査
レ
ポ
ー
ト
」

 

ht
tp

://
w

w
w.

he
al

th
-is

su
e.

jp
/k

yo
ui

nt
yo

us
a2

01
51

1.
pd

f（
閲
覧
日
：

20
19
年

12
月

17
日
）

 

� 
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
幼
児
教
育
課
 
平
成

29
年
「
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
法
令
案
並
び
に
幼
稚
園
教
育
要
領
案
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
案
並
び
に
中
学
校
指
導
要
領
案
に
対
す
る
意
見
公

募
手
続
き
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
の
結
果
に
つ
い
て
」

 

ht
tp

s:
//w

w
w.

m
ex

t.g
o.

jp
/a

_m
en

u/
sh

ot
ou

/n
ew

-c
s/

13
83

99
5.

ht
m
（
閲
覧
日
：

20
19
年

12
月

17
日
）

 

� 
橋
本
紀
子
・
池
谷
壽
夫
・
田
代
美
江
子
（

20
18
）『
教
科
書
に
見
る
世
界
の
性
教
育
』
か
も
が
わ
出
版

 
� 
七
崎
良
輔
（

20
19
）『
僕
が
夫
に
出
会
う
ま
で
』
文
藝
春
秋
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⑥
 日
本
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
環
境
に
良
い
地
産
地
消
を
進
め
る
に
は

 

 

1．
 
課
題
の
現
状

 

地
産
地
消
は
輸
送
時
の

C
O
₂排
出
を
削
減
で
き
る
方
法
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
の
地
産
地
消
の
取
り

組
み
事

例
は

少
な
く
、
「

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ
ト
に
お
け
る
地

元
産
食
料
品
の
販
売
推
進
に

関
す
る
研
究
」
で
は
地
産
地
消
の
特
売
日
や
イ
ベ
ン
ト
を
設
け
た
こ
と
の
あ
る
量
販
店
は

40
.7

%
、
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

(直
売

所
)を
設
置
し
た
量
販
店
は

7%
に
留
ま
っ
て
い
る
。

 

2．
 
研
究
取
り
組
み

 

私
は
近
所
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
野
菜
の
産
地
を
調
べ
、
最
も
商
品
が
豊
富
だ
っ
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
唯

一
地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
品
揃
え
と
地
産
地
消
の
実
施
に
は
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
、
青
果
担
当
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

 

①
 
ど
こ
で
食
材
を
買
う
か

 

供
給
を
安
定
さ
せ
る
た
め
何
十
社
も
の
商
社
と
契
約
を
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
入
れ
た
野
菜
を
店
頭
に
並
べ
て
い
る
。 

②
 
食
材
の
産
地
を
気
に
す
る
か

 

品
質
の
良
い
も
の
を
揃
え
る
た
め
、
品
質
と
価
格
の
両
立
が
で
き
て
い
る
産
地
、
安
全
性
に
問
題
が
な
い
産
地
を
選

ん
で
い
る
。
ま
た
、
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
様
々
な
食
材
を
取
り
揃
え
消
費
者
に
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
意
識

し
て
い
て
、
選
択
肢
と
し
て
地
元
産
も
含
め
た
様
々
な
産
地
を
提
供
し
て
い
る
。

 

③
 
産
地
や
農
家
と
の
直
接
の
つ
な
が
り
は
あ
る
か

 

店
の
本
部
に
は
バ
イ
ヤ
ー
が
い
て
農
家
と
の
商
談
も
あ
る
が
、
店
に
は
バ
イ
ヤ
ー
は
居
ら
ず
、
地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー

の
野
菜
も
農
家
が
品
目
を
決
め
る
の
で
、
農
家
と
連
絡
は
あ
ま
り
取
ら
な
い
。

 

④
 
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー
の
野
菜
の
出
荷
か
ら
店
頭
に
並
ぶ
の
か

 

早
朝
、
農
家
が
出
荷
す
る
野
菜
の
品
目
、
量
を
決
め
店
舗
に
送
る
。
そ
の
送
ら
れ
て
き
た
野
菜
を
店
頭
に
並
べ
る
。

 

⑤
 
ど
れ
く
ら
い
売
れ
て
い
る
か

 

平
均
で
一
日
二
万
円
程
の
売
り
上
げ
が
で
る
。
土
日
は
コ
ー
ナ
ー
の
面
積
を
拡
大
す
る
た
め
、
三
万
円
程
に
な
る
。

売
り
場
面
積
か
ら
見
て
多
く
も
少
な
く
も
な
い
が
、
野
菜
の
種
類
や
量
が
日
に
よ
っ
て
違
う
た
め
安
定
性
は
な
い
。

 

⑥
 
地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か

 

こ
の
地
域
で
地
産
地
消
食
品
を
取
り
扱
う
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
他
に
な
い
た
め
他

店
と
の
差
別
化
が
図
れ
る
と
い
う
点
、
商
品
の
包
装
に
記
載
さ
れ
た
生
産
者
の
名
前
に
よ
っ
て
消
費
者
が
安
心
し
て

購
入
で
き
る
と
い
う
点
、
名
前
の
記
載
が
あ
る
と
商
品
の
印
象
が
残
り
や
す
く
な
る
と
い
う
点
が
あ
る
。

 

⑦
 
地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か

 

調
節
が
難
し
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
普
通
は
天
候
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
品
目
、
量
を
調
節
し
て
い
る
が
、

地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー
で
は
品
目
、
量
の
指
定
が
で
き
な
い
た
め
、
売
れ
る
か
ど
う
か
が
不
透
明
で
予
想
が
で
き
な
い
。

実
際
ネ
ギ
が
大
量
に
届
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
日
は
売
れ
残
り
が
多
く
出
て
し
ま
っ
た
。

 

3．
 
考
察

 

 
上
記
の
①
②
⑥
の
回
答
よ
り
、
地
産
地
消
は
店
に
と
っ
て
消
費
者
に
良
い
印
象
を
与
え
る
た
め
の
方
法
で
あ
り
、
環
境

へ
の
意
識
か
ら
で
は
な
い
。
⑤
⑦
の
回
答
よ
り
、
地
産
地
消
の
一
番
の
問
題
点
は
品
揃
え
や
仕
入
れ
量
の
調
節
が
難
し
く
、

安
定
性
が
な
い
点
と
い
え
る
。
③
④
の
回
答
よ
り
、
農
家
と
の
少
な
い
連
携
の
中
で
送
ら
れ
て
き
た
も
の
を
売
る
と
い
う

受
動
的
な
シ
ス
テ
ム
が
地
産
地
消
の
安
定
性
を
欠
く
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

 
私
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
地
産
地
消
を
全
面
的
に
行
う
に
は
、
農
家
と
連
携
を
と
っ
て
仕
入
れ
ら
れ
る
品
目
、
量

を
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
地
域
内
だ
け
で
全
て
の
農
作
物
、
必
要
な
量
を
取
り
揃
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
た
め
、
足
り
な
い
分
は
地
域
外
か
ら
仕
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
地
域
内
で
仕
入
れ
ら
れ
る
量
を
把
握
で

き
れ
ば
地
域
外
か
ら
補
充
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
店
の
品
揃
え
が
悪
く
な
る
こ
と
な
く
最
大
限
、
地
産
地
消
を
行
え
る
は

ず
だ
。
そ
の
方
法
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

 

○
地
域
の
農
家
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、
出
荷
で
き
る
農
作
物
の
品
目
、
量
を

IT
 技
術
を
活
用
し
て
ま
と
め
る

 

○
契
約
し
た
農
家
に
欲
し
い
商
品
を
依
頼
し
て
育
て
て
も
ら
う

 

こ
れ
ら
の
方

法
は
コ

ス
ト
・

利
益
面
や
技
術
面
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
実

現
可
能
か
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

輸
送
距
離
を
削
減
で
き
て
い
る
か
等
の
環
境
へ
の
配
慮
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
今
回
は
検
証
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ

た
が
、
地
産
地
消
の
よ
う
に
環
境
に
良
い
消
費
活
動
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
従
来
の
ま
ま
消
費
者
や
企
業
の
環
境
へ

の
意
識
に
呼
び
か
け
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
や
負
担
の
少
な
い
持
続
的
な
方
法
を
考
え
柔
軟
に
考
え
取
り

入
れ
て
い
く
べ
き
だ
。
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⑦
「
子
ど
も
兵
士
」
の
実
態
と
解
決
に
向
け
て
の
取
り
組
み
と
は

 

 

1．
 
研
究
の
動
機

 

日
本
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
子
ど
も
が
兵
士
と
し
て
戦
争
、
紛
争
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
、
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
馴
染
み
の
な
い
現
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
子
ど
も
兵
士
」
が
う
ま
れ
る
原
因
や
実
態
、「
子
ど
も
兵
士
」

を
な
く
す
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
に
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
め

ざ
し
た
。

 

2．
 
課
題
の
現
状

 

今
現
在
、
子
ど
も
を
兵
士
と
し
て
戦
争
に
動
員
す
る
こ
と
は
国
際
法
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
戦
争
犯
罪
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。（

国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
、
国
際
労
働
機
関
条
約
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
追
加
議
定
書
）
し
か
し
、
現
在
に
お
い

て
も
世
界
中
で
は
約

25
万
人
の
少
年
兵
、
少
女
兵
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
兵
士
は
中
南
米
、
ロ
シ
ア
、
東
南

ア
ジ

ア
、
南

ア
ジ

ア
、

中
東
、

中
央

ア
フ

リ
カ
、

西
ア
フ

リ
カ
に
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

「
子
ど
も
兵
士

」

と
は
、
国
際
法
に
反
し
な
が
ら
も
徴
兵
さ
れ
て
い
る
、
世
界
各
国
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
。

 

そ
も
そ
も
子
ど
も
兵
士
が
う
ま
れ
る
原
因
は
長
く
続
く
戦
争
に
あ
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
や
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
で
は
質
の
良
い

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
採
れ
る
こ
と
が
戦
争
を
よ
り
長
引
か
せ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
政
府
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
手
に

入
れ
た
お
金
を
戦
争
の
軍
事
費
に
回
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
の
戦
争
、
紛
争
で
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
小
さ

め
の
ラ
イ
フ
ル
や
ナ
イ
フ
、
鉈
な
ど
を
も
っ
て
戦
う
こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
、
戦
争
で
使
う
道
具
が
小
型
化
し
た
こ
と

で
、
子
ど
も
で
も
武
器
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 

戦
争
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
後
藤
健
二
は
、
子
ど
も
が
兵
士
と
な
る
経
路
に
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
二
つ
の
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
１
つ
目
は
自
分
か
ら
志
願
し
て
兵
士
に
な
っ
た
パ
タ
ー
ン
、
２
つ
目
は
誘
拐
さ
れ
て
兵
士
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
だ
。
反
政
府
軍
が
急
に
村
を
襲
撃
し
、
子
ど
も
を
連
れ
去
り
兵
士
へ

と
す
る
。
人
を
傷
つ
け
る
事
へ
の
抵
抗
心
を
な
く
す
た
め
に
親
の
腕
や
足
、
耳
を
切
り
落
と
さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
軍
隊
に
入
っ
た
後
で
も
大
人
の
兵
士
か
ら
体
罰
を
受
け
、
上
官
が
子
ど
も
た
ち
を
洗
脳
し
て
い
く
。
子
ど
も
兵
士

は
ま
だ
若
い
た
め
洗
脳
し
や
す
く
、
ま
た
体
が
小
さ
く
動
き
が
速
い
た
め
戦
場
で
は
重
宝
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。

 

も
と
も
と
子
ど
も
兵
士
だ
っ
た
子
ど
も
達
は
成
長
し
て
軍
隊
を
出
た
後
も
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
苦
し
め
ら
れ
続
け

て
い
る
。

 

1
つ
目
は
身
体
的
、
精
神
的
ト
ラ
ウ
マ
だ
。
多
く
の
子
ど
も
兵
は
戦
場
に
行
く
前
、
自
分
た
ち
の
恐
怖
心
を
な
く
す
た

め
に
大
量
に
麻
薬
を
服
用
し
て
い
る
。
彼
ら
は
軍
隊
を
抜
け
出
し
た
後
で
も
薬
物
中
毒
や
禁
断
症
状
に
陥
り
、
苦
し
ん

で
い
る
。
ま
た
、
少
女
兵
の
場
合
は
強
制
的
に
兵
士
の
妻
に
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
大
半
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
ト
ラ
ウ

マ
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
２
つ
目
は
、
偏
見
や
差
別
だ
。
軍
隊
を
脱
走
し
た
あ
と
で
も
、
彼
ら
は
自
分
の
故
郷

に
簡
単
に
帰
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
せ
っ
か
く
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
家
族
に
ま
で
見
捨
て
ら
れ
る
子
も
い
る
。
そ

の
た
め
、
自
分
の
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
怖
く
て
で
き
な
い
子
も
た
く
さ
ん
い
る
。

3
つ
目
は
基
本
教
育
が
受
け
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
だ
。
彼
ら
は
同
じ
年
代
の
子
ど
も
た
ち
が
勉
強
を
し
て
い
る
間
、
訓
練
を
受
け
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
勉
強
が
で
き
ず
、
読
み
書
き
が
で
き
な
い
子
も
た
く
さ
ん
い
る
。
軍
隊
で
の
生
活
か
ら
抜
け
出
し
て
も
教
育
を
受

け
て
い
な
い
の
で
就
職
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
結
局
貧
し
い
生
活
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
こ
と
が
多
い
。
兵
士
と
し
て

連
れ
去
ら
れ
る
こ
と
で
彼
ら
の
未
来
ま
で
も
奪
っ
て
い
る
の
だ
。

 

 
そ
ん
な
彼
ら
を
救
っ
て
い
る
の
が
保
護
施
設
だ
。
保
護
施
設
で
保
護
さ
れ
て
い
る
元
こ
ど
も
兵
た
ち
は
み
な
、
ば

れ
な
い
よ
う
に
逃
げ
て
き
た
と
こ
ろ
を
保
護
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
だ
。
人
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
罪
悪
感
で
苦
し
め
ら
れ

た
い
た
り
、
ま
た
連
れ
て
い
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
恐
怖
心
と
戦
っ
て
い
た
り
す
る
子
も
い
る
。
そ
の
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
の
心
を
ケ
ア
す
る
た
め
の
施
設
な
の
だ
。
施
設
で
は
学
校
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
時
間
に
起
床
し
、
み
ん

な
で
食
事
を
と
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
遊
ぶ
。
普
通
の
学
校
に
通
っ
て
教
育
を
受
け
て
い
る
子
も
い
る
。
み
ん
な
、
軍

隊
に
い
る
時
に
は
で
き
な
か
っ
た
平
和
な
日
々
を
お
く
っ
て
い
る
。

 

ま
た
、
日
本
の

N
PO

法
人
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
で
は
子
ど
も
兵
士
を
救
う
た
め
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
子
ど

も
兵
士
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
保
護
し
て
い
く
活
動
や
、
日
本
国
内
で
平
和
教
育
や
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に

多
く
の
人
々
に
こ
の
よ
う
な
世
界
の
問
題
や
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
い
る
。
そ
の
他

に
も
ユ
ニ
セ
フ
で
は
子
ど
も
兵
士
の
解
放
と
新
た
な
徴
用
廃
止
を
紛
争
当
事
者
へ
呼
び
か
け
て
い
る
。

20
17
年
ま
で
の

10
年
間
で

65
,0

00
人
が
武
力
勢
力
・
集
団
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
解
放
さ
れ
た
子
ど
も
達
が
必
要
と
し
て
い
る
医
療
ケ
ア

や
心
理
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
、
家
族
と
の
再
会
や
教
育
・
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
登
録
を
支
援
し
て
お

り
、

20
10
年
だ
け
で
も
、

11
,4

00
人
の
子
ど
も
の
社
会
復
帰
を
支
援
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
も
子
ど
も
兵
士
の

解
放
の
た
め
の
取
り
組
み
や
支
援
は
私
た
ち
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
数
が
少
な
く
知
名
度
が

低
い
の
も
現
状
だ
。

 

3．
 
考
察

 

以
上
の
現
状
を
知
っ
て
、
解
決
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
。
一
つ
目
は
学
校
の
授
業
で
子
ど
も

兵
士
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
だ
。
実
際
に
学
校
の
授
業
で
児
童
労
働
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
る
機
会
は
多
い
。
し

か
し
、
子
ど
も
兵
士
を
取
り
上
げ
た
授
業
は
少
な
い
と
思
う
。
若
い
世
代
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
る
こ
と

で
将
来
的
な
解
決
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。

 

次
に
考
え
た
こ
と
は
映
画
製
作
だ
。
実
際
に
子
ど
も
兵
士
を
題
材
に
し
た
映
画
で
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭

H
O

PE
賞
を

受
賞
し
た
「

JO
H

N
N

Y
 M

A
D

 D
O

G
」
で
は
、
実
際
に
戦
場
に
立
っ
て
い
た
元
子
ど
も
兵
士
た
ち
を
俳
優
と
し
て
起
用

し
た
こ
と
で
話
題
に
な
っ
た
。
こ
の
映
画
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
元
子
ど
も
兵
士
た
ち
も
自
分
た
ち
が
さ
せ
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
客
観
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
に
な
り
、
視
聴
者
も
悲
惨
な
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
有
効

的
だ
と
感
じ
た
。
ま
た
、
映
画
で
あ
れ
ば
子
ど
も
も
大
人
も
、
そ
し
て
、
字
幕
や
吹
替
え
の
技
術
に
よ
り
使
用
言
語
を

問
わ
ず
に
視
聴
で
き
る
の
で
、
よ
り
多
く
の
人
に
こ
の
現
状
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

 

4．
 
ま
と
め

 

以
上
の
現
状
を
知
っ
て
、
私
た
ち
の
力
で
子
ど
も
兵
士
の
数
を
減
ら
す
こ
と
は
難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
た
。
そ
も
そ

も
戦
争
が
な
く
な
ら
な
い
と
子
ど
も
兵
士
は
減
ら
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
子
ど
も
兵
士

の
実
態
を
も
っ
と
よ
く
調
べ
て
知
る
こ
と
、
元
子
ど
も
兵
士
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
支
援
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。（
調
べ
て

学
ぶ
、
募
金
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）
私
は
こ
の
問
題
で
の
第
一
の
課
題
は
認
知
度
や
知
識
の
低
さ
で
あ
る
と
思

う
。
日
本
に
も
子
ど
も
兵
士
を
支
援
し
て
い
る
団
体
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
活
動
の
内
容
を
知
っ

て
い
る
と
い
う
人
は
多
く
な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
子
ど
も
兵
士
の
存
在
を
知
ら
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。
こ
ん
な

に
も
悲
惨
な
現
状
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
つ
い
て
知
ら
な
い
で
い
る
の
は
と
て
も
残
念
な
こ
と
だ
と
思
う
。

ま
た
知
る
こ
と
が
彼
ら
を
救
う
た
め
の
第
一
歩
に
な
る
と
思
う
。

 

＜
参
考
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献
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図
 3

 

図
 2

 

⑧
 子
ど
も
の
学
習
意
欲
は
な
ぜ
下
が
る
の
か

 

 

1．
 
研
究
動
機

 

 
近
年
、
日
本
の
子
ど
も
の
学
力
と
学
習
意
欲
の
低
下
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
が
抱
え
る
問
題
は
子
ど
も
が
直

接
関
わ
っ
て
解
決
の
手
助
け
を
す
る
べ
き
だ
と
考
え
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
受
験
生
に
な
る
に
あ
た
っ
て
学
習
意

欲
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
自
分
の
手
助
け
に
な
る
と
考
え
た
め
研
究
す
る
に
至
っ
た
。

 

2．
 
日
本
の
子
ど
も
の
現
状

 

 
図

1
は

20
18
年
に
行
わ
れ
た

PI
SA
の
結
果
で
あ
る
。
日
本
の
順
位

は
示
さ
れ
て
い
る
通
り
だ
が
、
私
が
注
目
し
た
の
は
一
位
を
独
占
す
る
中

国
の
成
績
だ
。
日
本
と
中
国
の
授
業
ス
タ
イ
ル
や
教
育
シ
ス
テ
ム
に
大
き

な
差
は
な
く
、
ま
た
国
土
が
近
く
、
歴
史
や
文
化
の
面
で
似
通
っ
た
部
分

が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
明
確
な
差
が
表
れ
て
い
る
現
状
に
驚
き
、
日
本
の

子
ど
も
に
足
り
な
い
も
の
は
何
か
に
つ
い
て
先
行
研
究
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
用
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図
2
と
図

3
は
中
国
・
江
蘇
州
の
中
学
生

21
2
人
、
日
本
・
東
京
の
中
学

生
10

5
人
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
そ
う
思
う
」
と
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
の
２
つ
の
選
択
肢
の
割
合
を
合
算
し
て
表
し

た
図
で
あ
る
。

 

          

図
 1

 

○
図

2
か
ら
読
み
取
れ
る
課
題

 

 
全
項
目
に
お
い
て
日
本
の
子
ど
も
の
数
値
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
勉
強
と
い
う
も
の
を
な
ぜ
、
何
の
た
め
に
や
っ

て
い
る
の
か
を
自
分
の
中
で
落
と
し
込
め
て
い
る
子
ど
も
が
少
な
い

 

○
図

3
か
ら
読
み
取
れ
る
課
題

 

 
上

4
つ
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
日
本
人
の
子
ど
も
が
勉
強
に
対
し
て
抵
抗
感
な
ど
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
一
方

で
、
下

3
つ
の
グ
ラ
フ
で
は
中
国
の
子
ど
も
た
ち
が
勉
強
を
好
き
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

 

○
子
ど
も
の
意
欲
が
上
が
る
と
き

 

 
国
立
教
育
政
策
研
究
所
内
「
学
習
意
欲
研
究
会
」
に
よ
る
と
、
授
業
が
楽
し
い
時
と
親
や
先
生
に
褒
め
ら
れ
た
と
き
に

意
欲
が
上
が
る
と
あ
る
。

 

○
子
ど
も
の
意
欲
が
下
が
る
と
き

 

 
国
立
教
育
政
策
研
究
所
内
「
学
習
意
欲
研
究
会
」
に
よ
る
と
授
業
が
分
か
ら
な
い
と
き
と
親
や
先
生
に
勉
強
を
し
ろ
と

言
わ
れ
た
時
と
あ
る
。

 

○
考
え
ら
れ
る
解
決
案

 

 
・
授
業
の
改
善

 

 
・
周
囲
の
人
の
意
識
の
改
善

 

 
・
子
ど
も
自
身
の
勉
強
と
い
う
も
の
に
対
す
る
捉
え
方
や
姿
勢
を
改
善

 

3．
 
ま
と
め

 

 
一
番
重
要
な
こ
と
は
勉
強
を
な
ぜ
し
て
い
る
の
か
、
自
分
に
と
っ
て
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
を
生
徒
自
身
が
自
覚
す

る
こ
と
だ
と
考
え
る
。
授
業
を
変
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
重
要
だ
と
は
思
う
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
取

り
入
れ
て
い
る
教
育
機
関
で
成
果
が
出
て
い
る
一
方
で
先
生
の
負
担
が
増
え
る
な
ど
の
課
題
も
出
て
き
て
お
り
、
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
す
に
は
多
く
の
時
間
と
人
と
費
用
が
必
要
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
漢
字
の
小
テ
ス
ト
な
ど
の
些
細
な
こ

と
で
も
目
標
を
立
て
、
勉
強
す
る
こ
と
の
意
義
と
い
う
も
の
を
子
ど
も
に
持
た
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
ま
た
周
り

の
人
は
勉
強
を
し
ろ
と
直
接
的
な
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
く
、
一
緒
に
目
標
を
立
て
た
り
、
そ
の
目
標
を
達
成
し
た
り
し

た
と
き
に
一
緒
に
喜
び
褒
め
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
積
み
重
ね
が
意
欲
の
向
上
と
自
発
的
に
机

に
向
か
う
こ
と
、
ひ
い
て
は
学
力
向
上
に
繫
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

 

＜
参
考
文
献
＞

 

� 国
立
教
育
政
策
研
究
所
内
「
学
習
意
欲
研
究
会
」
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科
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国
際
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調
査
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PI
SA
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TI
M
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）」
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� 劉
 
雲
竜
「
中
国
と
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
見
る

 学
習
動
機
と
取
り
組
み
の
違
い
」
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京
大
学
社
会
学
研
究
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・
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
が
「
子
ど
も
の
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活
と
学
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す
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親
子
調
査

15
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16
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⑨
 外
国
人
の
た
め
の
防
災

 

 

1．
 
課
題

 

今
日
の
日
本
で
は
在
日
外
国
人
数
が
急
増
し
て
い
る
。
平
成

20
年
で
は
約

21
0
万
人
で
あ
っ
た
そ
の
数
が
、
平
成

30

年
で
は
約

27
0
万
人
に
ま
で
増
加
し
た
。
ま
た
、
台
風
や
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
現
代
の
日
本
に
お
い
て
必
要
な
、
外
国
人
の
た
め
の
防
災
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

 

 

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、

10
0
人
あ
た
り
の
死
亡
者
数
が
日
本
人
で
は

0.
15
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
外
国
人
は

0.
27
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
負
傷
者
数
で
は
、
日
本
人
が

10
0
人
あ
た
り

0.
89
人
、
外
国
人
は

2.
19
人
で
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
日
本
人
よ
り
外
国
人
の
方
が
災
害
時
に
約
二
倍
も
被
害
を
受
け
や
す
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

 

 
(国
際
防
災
の

10
年
間
国
民
会
議
事
務
所
局
都
市
防
災
研
究
の

19
95
年
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成

) 

2．
 
行
動

 

こ
の
情
報
か
ら
の
問
題
に

対
し
て
、

現
行
の

対
策
を
調
べ
た
。

大
阪
北
部
地
震
の
日
、
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
で
は
、

府
か
ら
の
情
報
や
避
難
所
な
ど
の
情
報
を
多
言
語
で
配
信
し
た
。
ま
た
、
大
阪
府
国
際
公
共
財
団

(O
FI

X
)で
は
、

24
時
間

体
制
で
応
じ
る
緊
急
多
言
語
相
談
窓
口
を
開
設
し
た
と
い
う
。

 

20
18
年

6
月

18
日
に
大
阪
府
北
部
で
巨
大
な
地
震
が
発
生
し
た
。
こ
れ
を
通
し
て
い
く
つ
か
の
現
行
対
策
の
話
題
を

挙
げ
よ
う
と
思
う
。
こ
の
約
一
か
月
後
に
開
催
さ
れ
た
「
外
国
人
の
た
め
の
防
災
フ
ェ
ア
」
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
た
。
そ
の
と
き
は
や
は
り
、
先
の
地
震
で
不
安
を
感
じ
て
参
加
を
決
め
た
と
い
う
外
国
人
が
多
く
い
た
。
そ
の

方
々
の
多
く
が
震
災
時
に
情
報
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
不
安
で
あ
っ
た
と
話
し
た
。

 

3．
 
考
察

 

現
行
の
対
策
の
問
題
点
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、
先
で
も
あ
げ
た
大
阪
北
部
地
震
を
参
考
に
考
え
て
み
た
。

 

地
震
発
生
日
、
豊
川
南
小
学
校

(こ
の
学
校
の
あ
る
地
域
は
も
と
も
と
外
国
籍
住
民
の
数
が

5％
を
超
え
る

)に
は
多
く
の

外
国
人
が
押
し
寄
せ
た
そ
う
だ
。
な
ん
と
こ
の
う
ち

9
割
が
外
国
人
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
こ
で
彼
ら
が
求
め
た
の
は
主

に
、
ハ
ラ
ー
ル
や
礼
拝
所
の
有
無
な
ど
の
宗
教
問
題
、
言
語
や
被
災
経
験
の
違
い
に
よ
る
情
報
の
不
足
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
ら
し
い
。

 

20
19
年

11
月

10
日
、
箕
面
多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
館
長
、
岩
城
あ
す
か
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。
そ
の
中
で
、
災
害

時
、
災
害
前
、
ま
た
災
害
後
に
お
け
る
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
例
え
ば
大
阪

北
部
地
震
で
は
広
域
で
安
全
確
保
の
た
め
に
ガ
ス
が
一
時
的
に
止
ま
っ
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
技
能
実
習
生
は
復
旧
ボ
タ

ン
を
押
す
こ
と
が
で
き
ず
に
一
週
間
以
上
も
ガ
ス
な
し
で
生
活
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

 

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
企
業
に
属
す
外
国
人
の
周
り
に
他
の
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
造
る
こ
と
が
良

い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
地
方
自
治
体
主
催
の
日
本
語
教
室
や
交
流
会
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
学
校
な
ど
の
地
方
自
治
体
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
外
国
人
と
も
繋
が
り
が
強
い
傾
向
に
あ
る
。

 

 

ま
た
、
今
で
き
う
る
対
策
を
考
え
る
。
ま
ず
、
多
言
語
情

報
サ
イ
ト
へ
た
ど
り
着
き
や
す
い
シ
ス
テ
ム
だ
。
防
災
知
識

や
災
害
情
報
な
ど
に
つ
い
て
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
既
に
多
数

存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
初
め
に
日
本
語
で
の

検
索
を
要
し
た
り
、
日
本
語
の
ペ
ー
ジ
を
経
由
し
た
り
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
ら
の
サ
イ
ト
へ
の

U
R

L
な
ど
を
ま
と
め
た
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 

次
に
、「
易
し
い
日
本
語
」
の
導
入
だ
。
易
し
い
日
本
語

と
は
、
難
し
い
言
葉
を
使
用
せ
ず
、
す
べ
て
の
漢
字
を
ふ
り

が
な
と
と
も
に
記
載
す
る
な
ど
し
た
も
の
で
あ

る
。
近
年
様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
始
め
て
来

て
い
る
が
、
こ
れ
を
防
災
の
分
野
に
広
げ
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
な
い
だ
ろ
う
。

 

最
後
に
、
防
災
知
識
カ
レ
ン
ダ
ー
だ
。
外
国
人
で
も
日
本
の
防
災
知
識
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
は
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
外
国
人
自
身
が
能
動
的
に
探
さ
な
い
と
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
防
災
に
対
す
る
意
識
が
高
い
人
し
か
知
識
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ら
ば

こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。
日
本
で
生
活
を
始
め
る
外
国
人
は
、
日
本
の
祝
日
の
書
か
れ
た
カ

レ
ン
ダ
ー
を
欲
し
が
る
こ
と
が
多
い
そ
う
だ
。
な
の
で
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
挿
絵
な
ど
で
分
か
り
や
す
い
防
災
情
報
を
記

し
、
市
役
所
な
ど
で
配
布
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

 

4．
 
ま
と
め

 

外
国
人
居
住
者
が
増
え
て
い
く
現
在
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
お
い
て
、
彼
ら
の
不
安
を
少
し
で
も
軽
減
さ
せ
る

こ
と
は
日
本
の
責
任
で
あ
る
。
そ
し
て
異
文
化
、
異
言
語
間
で
あ
っ
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
島
国
で
あ
る
日
本
の
永
遠
の
課
題
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
防
災
先
進
国
と
し
て
他
国
へ

の
よ
り
深
い
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

 

＜
参
考
文
献
＞

 

� 岩
城
あ
す
か
 
「
被
災
外
国
人
た
ち
の
大
阪
北
部
地
震
（
前
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⑩
 新
た
な
飢
餓
と
食
品
ロ
ス
は
同
時
に
解
消
で
き
る
の
か

 

1．
 研

究
の
動
機
・
目
的

 
最
近
「
食
品
ロ
ス
」
の
話
題
を
よ
く
耳
に
す
る
。
食
料
は
余
っ
て
い
る
の
に
ど
う
し
て
飢
餓
が
な
く
な
ら
な
い
の
か

と
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
が
私
た
ち
の
研
究
の
動
機
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
に
も
新
た
な
飢
餓

(食
事
の
み
に
困
る
貧
困
家

庭
)が

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
余
る
食
品
と
飢
餓
問
題
と
い
う
対
照
的
な
問
題
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
有
効
活
用
し

て
、
同
時
に
解
決
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。
ま
た
、
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
う
食
品
ロ
ス
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
に
届

け
る
と
い
う
こ
と
を
当
た
り
前
に
し
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
広
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
察

し
た
い
。

 
2．

 研
究
方
法

 
ま
ず
書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
基
礎
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
実
際
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
や
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
協
力
す
る
企
業
に
対
し
、
質
問
紙
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
っ
た
。
さ
ら
に
千

里
高
校
の
食
堂
で
、
独
自
の
「

TA
B

LE
 F

O
R

 T
W

O
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
た
。

 
3．

 課
題
の
現
状

 
①
余
る
食
品
 

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ク
ロ
イ
ツ
ベ
ル
ガ
ー
、
バ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
ト
ゥ
ル
ン
（

20
13
）
に
よ
る
と
、
食
品
ロ
ス
と
は
、
ま

だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品
の
こ
と
。
日
本
で
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食
べ
物
の

3
分
の

1
は
残
さ
れ
た
り

捨
て
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。

 
②
何
が
問
題
な
の
か
 

農
林
水
産
省
「
食
品
ロ
ス
と
は
」

(2
01

6)
に
よ
る
と
、
余
る
食
品
に
関
し
て
、
経
済
面
で
は
、
多
額
の
食
糧
廃
棄
コ

ス
ト
が
か
か
る
こ
と
が
最
も
大
き
な
問
題
だ
。
ま
た
環
境
面
で
は
、
ご
み
を
燃
や
す
こ
と
で

C
O

2
が
発
生
す
る
。

 
③
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
は
 

セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
と
、
企
業
や
家
庭
で
出
た
余
剰
食
品
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
が
集
め
、

原
則
と
し
て
個
人
で
は
な
く
、
福
祉
施
設
や
児
童
養
護
施
設
な
ど
の
団
体
に
届
け
る
こ
と
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。

 
④
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
 

セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
と
、
企
業
に
と
っ
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
協
力
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
は
、
廃

棄
コ
ス
ト
削
減
、
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
社
会
貢
献
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
消
費
者
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
な

ど
で
あ
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
利
用
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
食
事
の
充
実
感
や
食
費
の
節
約
だ
。
さ

ら
に
、
行
政
に
と
っ
て
も
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
な
り
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

 
明
治
大
学
商
学
部
第

45
回
奨
学
論
文

 (
20

14
)に
よ
る
と
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
課
題
は
主
に

3
つ
挙
げ
ら
れ

る
。

1
つ
目
は
資
金
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、

2
つ
目
は
人
材
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、

3
つ
目
は
認
知
度
が
低
い
こ

と
で
あ
る
。

 
⑤
「
新
た
な
飢
餓
」
と
そ
の
課
題
 

企
業
活
動
に
お
い
て
大
量
の
食
品
ロ
ス
が
生
じ
て
い
る
一
方
、

go
od

do
 (2

01
9)
に
よ
る
と
、「
衣
住
に
は
困
っ
て
い

な
い
が
、
食
事
の
み
に
困
っ
て
い
る
貧
困
家
庭
」
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
新
た
な
飢
餓
」
と
よ
ぶ
。
私
た
ち
日
本

人
が
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
貧
困
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
よ
う
な
人
々
だ
。
し
か
し
今
、
露
わ
に
な
っ
て
き
て
い
る
新
た
な

飢
餓
は
、
家
も
あ
れ
ば
身
な
り
も
き
ち
ん
と
し
て
い
て
、
ふ
だ
ん
接
し
て
い
て
貧
困
者
と
は
ま
ず
気
づ
か
な
い
。
し
か

し
日
本
で
は
、

6
世
帯
に

1
世
帯
が
食
料
の
困
窮
を
経
験
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

 
(2

01
4)
の
資
料
に
よ
る
と
、
新
た
な
飢
餓
の
問
題
点
は
、
衣
住
に
は
困
っ
て
い
な
い
た
め
、
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

 
⑥
TA

B
LE

 F
O

R
 T

W
O

 In
te

rn
at

io
na

l 
私
た
ち
は
、
余
る
食
品
が
あ
る
一
方
、
毎
日
の
食
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
手
段
と
し

て
、

TA
B

LE
 F

O
R

 T
W

O
 In

te
rn

at
io

na
lの

活
動
が
有
効
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

TA
B

LE
 F

O
R

 T
W

O
 

In
te

rn
at

io
na

lと
は
、
食
の
不
均
衡
に
取
り
組
む
た
め

20
07
年
設
立
さ
れ
た

N
PO
団
体
で
、「

TA
B

LE
 F

O
R

 T
W

O
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
る
。

TA
B

LE
 F

O
R

 T
W

O
と
は
、
時
間
と
空
間
を
超
え
て

1
つ
の
食
卓
を

2
人

(先
進
国

の
人
と
開
発
途
上
国
の
人

)で
分
か
ち
合
う
と
い
う
意
味
で
、
対
象
と
な
る
定
食
や
食
品
購
入
す
る
と
、
１
食

20
円
の

寄
付
金
が
、

TA
B

LE
 F

O
R

 T
W

O
を
通
じ
て
開
発
途
上
国
の
子
ど
も
の
学
校
給
食
に
な
る
と
い
う
活
動
で
あ
る
。

 
4．

 研
究
結
果

 
私
た
ち
は
研
究
を
進
め
る
中
で
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
を
、
該
当
す
る
団
体
や
企
業
に
直
接
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
高
校
生
で
も
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
以
下
の
企
画
を
実
施
し
た
。

 

①
セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
 

セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
と
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
行
う
国
内
最
大
の
認
定

N
PO

法
人
で
あ
る
。

私
た
ち
は

20
19
年

7
月

30
日
に
こ
の

N
PO

法
人
に
質
問
紙
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
送
付
し
、
広
報
担
当
の
方

か
ら
の
回
答
を
得
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
行
う
理
由
は
、
受
け
取
る
側
、
企
業
、
行
政
そ
れ
ぞ

れ
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

w
in

-w
in
な
活
動
だ
か
ら
で
あ
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

 
②
ケ
ン
コ
ー
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
株
式
会
社
 

私
た
ち
は

20
19
年

7
月

30
日
に
こ
の
企
業
に
質
問
紙
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
送
付
し
、

C
SR
室
の
方
か
ら
の

回
答
を
得
た
。
こ
の
企
業
は
セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
の
活
動
に
協
力
し
て
い
る
企
業
だ
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク

活
動
に
協
力
す
る
企
業
が
少
な
い
中
、
な
ぜ
協
力
し
よ
う
と
思
っ
た
の
か
聞
き
た
か
っ
た
。
回
答
に
よ
る
と
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
に
協
力
す
る
き
っ
か
け
は
、
最
初
は
、
廃
棄
削
減
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
食
べ
物
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
の
助
け
に
な
る
こ
と
に
社
会
的
意
義
を
感
じ
、
現
在
も
取

り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

 
③
西
成
隣
保
館
ス
マ
イ
ル
ゆ
～
と
あ
い
 

私
た
ち
は

20
19
年

12
月

17
日
に
、
新
た
な
飢
餓
の
実
態
を
知
る
た
め
、
こ
の
施
設
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
行
っ

た
。
主
任
相
談
員
と
こ
の
施
設
の
応
援
を
し
て
い
る
方
に
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
施
設
で
は
、
フ
ー
ド
バ
ン

ク
等
の
協
力
の
も
と
、
食
料
品
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
対
し
て
一
定
の
期
間
、
無
償
で
食
品
を
提
供
す
る
「
く
ら
し

ス
ト
ア
」
と
い
う
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
活
動
を
始
め
て
よ
か
っ
た
と
思
う
点
は
何
か
と
聞
く
と
、
食
べ
る
と

い
う
生
き
る
た
め
の
基
本
的
な
こ
と
に
苦
し
ん
で
い
る
人
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
一
方
で

問
題
点
は
、
食
品
ス
ト
ッ
ク
用
の
場
所
や
、
冷
蔵
庫
が
小
さ
い
、
つ
ま
り
資
金
が
足
り
て
い
な
い
と
の
回
答
だ
っ
た
。

 
④
「

TA
B

LE
 F

O
R

 T
W

O
千
里
版
」
の
取
り
組
み

 
 
私
た
ち
は

20
20
年

1
月

15
・

16
・

17
日
の

3
日
間
、
千
里
高
校
の
食
堂
で
先
述
の
「

TA
B

LE
 F

O
R

 T
W

O
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
企
画
・
実
施
し
た
。
こ
の
企
画
の
目
的
は
、
飢
餓
に
苦
し
む
人
が
い
る
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
高
校
生

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
、
食
べ
物
に
困
っ
て
い
る
開
発
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
と
千
里
高

校
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と
だ
。
食
堂
の
ご
協
力
の
下
、

2
種
類
の
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を

TF
T
寄
付
金
付
き
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
販
売
し
た
。
そ
の
結
果
、

3
日
間
で

29
2
食
分
（

58
40
円
）
の
寄
付
金
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
活
動
に
よ
り
、
飢
餓
・

食
品
ロ
ス
へ
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

 
5．

 考
察

 
新
た
な
飢
餓
と
食
品
ロ
ス
を
同
時
に
解
消
す
る
た
め
に
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
広
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
も
っ
と
企
業
が
行
動
を
起
こ
し
、
そ
の
活
動
に
対
す
る
公
的
な
資
金
援
助
が
な
け
れ
ば
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は

広
ま
ら
な
い
と
私
た
ち
は
考
え
た
。
こ
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
は
、
余
る
食
品
を
使
っ
て
食
に
困
っ
て
い
る
人
（
新
た

な
飢
餓
）
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
ま
た
、
実
際
に

TA
B

LE
 F

O
R

 T
W

O
千
里
版
を
実
施
し
て

み
て
、
国
内
の
新
た
な
飢
餓
の
解
決
に
は
直
接
つ
な
が
ら
な
い
が
、
高
校
生
に
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
分
か
っ

た
。

 
6．

 今
後
の
課
題

 
今
回
の
研
究
で
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
に
対
し
て
の
補
助
金
を
ど
う
す
れ
ば
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、

TA
B

LE
 F

O
R

 T
W

O
は
現
在
、
開
発
途
上
国
の

子
ど
も
を
助
け
る
活
動
な
の
で
、
こ
の
仕
組
み
が
日
本
の
貧
困
層
に
も
拡
大
す
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

 
＜
参
考
文
献
＞
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⑪
 貧
困
地
域
に
お
け
る
賃
金
格
差
を
救
う
た
め
に
は

 

−
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
利
用
—

 
 

1．
 
課
題
の
現
状

 

な
ぜ
発
展
途
上
国
の
労
働
者
は
正
当
な
賃
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。
そ
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国
の
経
済
格
差
だ
。

国
連
が
発
表
し
た
「
国
民
経
済
計
算
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（

N
at

io
na

l A
cc

ou
nt

s 

M
ai

n 
A

gg
re

ga
te

s D
at

ab
as

e）
に
お
い
て
、

世
界
各
地
域
の
経
済
成
長
の

状
況
を
実
質

G
D

P
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

19
70

年
に
は
す
で
に
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
が
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
現
在
で
は
ア
ジ
ア
と
比
べ
て
み
て
も
、
ア
フ
リ
カ
は

10
分
の

1、
中
南
米
は

8
分
の

1
と
い
う
よ
う
に
大
き
な
差
が
つ
い
て
い
る
。
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
て
も
未
だ
格
差
是
正
が
進
ん
で
い
な
い
原
因
は
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
認
知
度
や
普
及
率
が
低
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え

た
。
コ
ナ
ー
・
ウ
ッ
ド
マ
ン
の
『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
真
実
』
を
読
む
と
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
問
題
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

 

2．
 
目
的
・
方
法

 

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
だ
け
に
頼
ら
ず
に
、
賃
金
格
差
の
是
正
に
貢
献
で
き
る
方
法
と
し
て
見
つ
け
た
の
が
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
。
株
式
会
社

R
EA

D
Y

FO
R
に
よ
る
と
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
群
衆
（

cr
ow

d）
と
資

金
調
達
（

fu
nd

in
g）
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
自
分
の
活
動
や
夢
を
発
信
す
る
こ
と

で
、
想
い
に
共
感
し
た
人
や
活
動
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る
人
か
ら
資
金
を
募
る
仕
組
み
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
媒
体
と
す
る
た
め
、
コ
ス
ト
費
用
が
か
か
ら
ず
、
簡
単
に
資
金
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
は
、
多
く
の
人
々
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
点
も
魅
力
の
一
つ
と
言
え
る
。

 

3．
 
考
察

 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
株
式
会

C
A

M
PF

IR
E
に
よ
る
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
、
自

分
で
選
ん
だ
日
本
国
内
の
自
治
体
に
資
金
を
寄
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
返
礼
品
の
贈
呈
、
税
金
の
控
除
や
還
付
が
受
け

ら
れ
る
制
度
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
特
産
品
を
「
返
礼
品
」
と
し
て
受
注
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
自
分
で
寄
付
す
る
自
治
体
を
決
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
利
点
の
一
つ
で
あ
る
。
日
本

国
内
の
制
度
を
、
海
外
に
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
の
は
税
制
の
観
点
か
ら
困
難
な
た
め
、
そ
の
方
法
の
み
を
利
用
す
る
。

方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
企
業
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
立
し
、
お
金
を
集
め
て
発
展
途
上
国
の
生
産
者
に
寄
付
す
る
。
そ

し
て
、
彼
ら
が
作
っ
た
原
料
を
輸
入
し
、
発
展
途
上
国
で
生
産
さ

れ
た
原
料
を
使
っ
た
製
品
を
作
っ
て
投
資
者
に
返
礼
品
と
し
て
返

す
。
こ
の
方
法
を
企
業
が
行
う
利
点
と
し
て
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
投
資
者
に
も
格

差
解
決
の
貢
献
が
で
き
た
と
い
う
達
成
感
も
得
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。

 

  

 

4．
 
今
後
の
展
望

 

実
際
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
取
材
を
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
立
の
た
め
に
工
夫
し

た
こ
と
、
苦
労
し
た
こ
と
を
聞
き
、
理
解
を
深
め
た
い
。

 

＜
参
考
文
献
＞

 

・
国
連
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N
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M
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A
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ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
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）

 

・
FA
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A
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E 
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N

 フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
ミ
ニ
講
座
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
は
？
」

 

ht
tp
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（
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19
年

9
月

4
日
最
終
閲
覧
）

 

・
コ
ナ
ー
・
ウ
ッ
ド
マ
ン
『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
真
実
―
僕
は
本
当
に
良
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
探
す
旅
に
出
た
―
』（

20
13
）

 

英
治
出
版

 

・
山
本
純
子
『
入
門
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
』（

20
14
）
日
本
実
業
出
版
社
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⑫
 め
ざ
せ
！
う
る
さ
い
教
室
！

 

 

1．
 
研
究
課
題
の
テ
ー
マ
設
定
の
動
機
と
研
究
の
目
的

 

 
私
た
ち
は
日
本
の
学
校
で
多
く
見
ら
れ
る
「
授
業
中
の
沈
黙
」
は
私
た
ち
生
徒
に
強
い
印
象
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
感

じ
た
。
こ
の
沈
黙
は
日
本
人
生
徒
が
意
見
を
求
め
ら
れ
た
場
で
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
き
、
ま
た
自
身
ら
の
海

外
経
験
を
通
し
て
、
欧
米
人
の
積
極
性
に
強
い
印
象
を
受
け
た
。

 

 
こ
こ
で
は
、
日
本
と
欧
米
で
こ
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
た
と
き
、
私
た
ち
日
本
人
と
彼
ら
欧
米
人
が
受
け
て
き
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
見
受
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
。

 

2．
 
欧
米
諸
国
の
教
育

 

 
ア
メ
リ
カ
の
教
育
の
中
心
は
、
生
徒
一
人
一
人
に
合
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
自
己
表
現
を
促
進
す
る
オ
ー
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
生
徒
の
自
己
表
現
に
お
け
る
積
極
性
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

 

 
オ
ラ
ン
ダ
の
学
校
で
は
、
生
徒
と
先
生
の
関
係
を
大
切
に
し
て
い
る
。「
子
ど
も
の
学
習
を
補
佐
す
る
友
好
的
な
大
人
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
で
、
意
見
が
言
い
や
す
い
環
境
作
り
を
促
進
し
て
い
る
。
高
校
生
に
な
る
と
、
学
校
運

営
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
る
た
め
に
、
評
議
会
に
参
加
す
る
こ
と
も
多
い
。
生
徒
た
ち
が
新
教
育
制
度
を
見
直
さ
せ
た
こ

と
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
学
生
の
積
極
性
の
高
さ
の
表
れ
で
あ
る
と
い
え
る
。

 

 
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
は
生
徒
の
論
理
力
、
判
断
力
、
批
判
的
思
考
力
の
育
成
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
自
分
の

発
言
内
容
に
関
し
て
生
徒
や
先
生
か
ら
質
問
攻
め
に
あ
う
こ
と
が
多
く
、
そ
の
質
問
に
対
す
る
答
え
を
常
に
考
え
る
こ
と

で
自
身
の
表
現
力
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
マ
イ
ン
ド
・
マ
ッ
プ
に
よ
っ
て
発
想
力
、
分
析
力
、
想
像
力
や
、
そ
れ
を
他

者
と
共
有
す
る
こ
と
で
様
々
な
視
点
か
ら
物
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
育
成
し
て
い
る
。
ま
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、

獲
得
し
た
情
報
か
ら
必
要
な
こ
と
を
取
り
出
し
表
現
す
る

PI
SA

型
読
解
力
の
テ
ス
ト
で

1
位
と
な
っ
た
。
こ
の
能
力
の

高
さ
は
国
語
の
授
業
の
情
報
活
用
や
表
現
を
含
む
学
習
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
る
。

 

3．
 
少
人
数
学
級
・
少
人
数
指
導

 

 
少
人
数
学
級
で
は
、
す
べ
て
の
教
科
で
細
か
く
教
え
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
の
問
題
に
早
く
気
づ
き
、
対
処
で
き
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
グ
ラ
フ

1
の
国
別
で
学
級
人
数
の
平
均
か
ら
も
、
日
本
は
欧
米
諸
国
や

O
EC

D
の
平

均
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
少
人
数
ク
ラ
ス
制
の
導
入
が
遅
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

 

 
実
際
に
現
地
訪
問
を
行
っ
た
、
関
西
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
の
要
素
を

取
り
入
れ
た
、
少
人
数
学
級
で
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
生
徒
同
士

で
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
と
教
師
間
の
距
離
が
近
く
、
生
徒
の
発
言
を
促
す
環
境
で
あ
る
と
い
え
る
。

 

4．
 
日
本
人
の
積
極
性
を
高
め
る
に
は

 

 
日
本
の
学
習

プ
ロ

セ
ス
が

「
正
解

」
に
効

率
よ
く
た
ど
り

着
く
た
め
の

知
識
を
蓄
え
る
の
に

対
し
、
欧
米
諸

国
で
は
、

生
徒
が
主
体
的
に
リ
ソ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
、
得
た
情
報
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
ま
で
が
学
習
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
日
本
人
の
積
極
性
を
高
め
る
に
は
、「
表
現
」
の
学
習
で
あ
る
、
エ
ッ
セ
イ
課
題
を
毎
時
間
課
す
こ
と
が
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
自
己
紹
介
を
名
前
な
ど
の
基
本
的
情
報
の
み
の
も
の
か
ら
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

に
つ
い
て
話
す
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
意
見
を
述
べ
や
す
い
教
室
が
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
ま
た
、
こ
れ
を

行
う
た
め
に
も
、
少
人
数
ク
ラ
ス
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

今
回
の
研
究
を
通
し
て
、
文
化
の
違
い
、
各
国
が
重
視
す
る
点
の
違
い
な
ど
か
ら
も
欧
米
諸
国
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
そ

の
ま
ま
取
り
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
日
本
に
表
現
力
向
上
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
や

20
人
台
の
ク
ラ
ス
を
取
り
入
れ
る
の
か
を
考
え
た
い
と
思
っ
た
。

 

 
グ
ラ
フ

1 

*1
公
立
の
小
学
校
の
デ
ー
タ
の
み
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